















































恋をしてはいけないゲーム、振られてもきみに恋をする２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■レゾリューション




　演技とは、生きること。

　自分でない誰かを目指して、本性を隠して。

　世界の周波数に、私を噛み合わせるのだ。

　──カチリ。

　どこかズレている、私を。

　ズレざるを得なかった、私を。

　そのままじゃ、いられないから。

　演じずには、いられないから。

　だから私は、今日も嘘うそをつく。

　だってそれこそが、私に与えられた義務であり、使命なのだから。





■シーン５　４人目




　何度も自殺する律の説得に成功してから、十日が経たった。

　俺達たちは、まず涼すず香かの足取りを重点的に洗っていた。

　彼女の接していた相手、向かっていた場所。

　居なくなる前の彼女の言動に、何らかのヒントが隠れていた可能性はあるし、もしかするとゲームについてもなにかわかるかもしれないと思ったからだ。

　冬とう憧どう凪なぎという名前に行き着いたのは、そんな過程でのことだった。




　昼休み、素早く昼食を済ませて教室を出た俺と律りつは、隣のクラスの小鳥遊たかなしさんと合流して、彼女のクラスである三年Ｂ組さんのびーを目指す。

　冬憧先輩は三年生で、演劇部の部長だ。

　男子だけでなく女子受けもするかっこいい美人で、男子だけでなく女子にも人気がある校内の有名人である。

「涼香が一年の時に同じクラスで、仲が良かったそうね。でも、それ以降はあまり親交がなかったそう。求もと無むも、二人が仲良かったなんて知らなかったんでしょ？」

「だな。二人が話しているところなんて、一度も見たことないよ」

　冬憧先輩のいる教室に着くと、俺達は中を窺うかがった。

　すると、教室の真ん中あたりの席に、長いポニーテールを垂らした、見覚えのある女子生徒が座っていた。

　俺の記憶が確かなら、あれが冬憧先輩だ。先輩は、弁当を食べながら、近くの生徒達と楽しそうに談笑している。

　──と。

「あれ？　なんか用？」

　教室を覗のぞき込こんでいると、入り口近くにいた女の先輩が聞いてくる。

「あ、えーっと。冬憧先輩に用事があってですね」

　戸惑いつつもそう返すと、その先輩は冬憧先輩の方を振り返った。

「凪ー。誰か来てるよー」

　冬憧先輩は、俺達の方を見て不思議そうな顔をした後、食べていた弁当を置いて席を立つ。そして、こちらへとやって来た後、

「なんの用かな？」

　目鼻が整った凛り々りしい顔を、不思議そうにきょとんとさせながら、　ハスキーボイスで尋ねてきた。

「ええっと……尋ねたいことがありまして。二年の神かみ代しろ求無って言います」

「尋ねたいこと？」

「涼……いや、退学した白しら雪ゆき涼香のことなんですけど」












　その名前を聞いて、冬とう憧どう先輩の顔が不審そうなものへと変わった。

「白しら雪ゆきさんの……あ、そういえば、君」

　冬憧先輩が、俺の顔をジっと見つめながら、何かを思いだしたように、ポンと手を叩たたいて呟つぶやく。

「いつも、白雪さんと一緒にいた男の子」

「あー……そうです」

　どうやら、顔を知られていたみたいだ。

　そして、そのまま小鳥遊たかなしさんの方も見て、

「それに、小鳥遊さんだったっけ。部活を見学に来たことがある」

　と、懐かしむように言った。

「え、えっと、お久しぶりです。よく憶おぼえられて……」

「そりゃあ、君のような可愛かわいい女の子。一度見たら忘れることはないさ」

「見学？」

　不思議に思って、小鳥遊さんに尋ねた。

「ちょっとだけ興味があったから、入学してすぐに演劇部を見学したことがあるんです」

「なるほど」

　まぁ、俺は入部見学なんてやってないからな。すぐに涼すず香かと同じ部活を選んでしまったし。

　それにしても、小鳥遊たかなしさんが演劇に興味を持っていたなんて、ちょっと意外ではある。

「で、そちらのもう一人の可愛かわいいお嬢さんは？」

「か、可愛いなんて、そんな。春日かすが井い律りつ花かって言います。よろしくお願いします」

　律りつが、頬ほおを赤らめながら恭しくお辞儀をする。

「あはは、よろしくね」

　冬とう憧どう先輩も、ペコリとお辞儀を返した。

「それで今更、白しら雪ゆきさんのなにを聞きたいの？　べつにボクは、彼女についてそんなに詳しいわけでもないけど？」

「彼女が今どこにいるのかを探しているんです。心当たりとかありませんか？」

「ええっと？」

　冬憧先輩の表情が、困惑の色を強くした。

「ごめん、まったく知らない。ボクが三年に上がってからは、ほとんど話してなかったし……。退学の話は、同じクラスだった子達たちから聞いたんだけどね」

「どんな些さ細さいなことでもいいんですが」

　一応食い下がるが、冬憧先輩は残念そうに肩を竦すくめて、首を横に振った。

「むしろ、こっちが教えて欲しいくらいだよ」

「そうですか……」

　残念ながら、何も知らないらしい。

　そこまで期待していたわけでもない。むしろ、予想出来ていた結果ですらあるが、めぼしい聞き込み先が減ってきたところでの、新たな情報元だった。何も得られないとなると、それなりにショックではある。

　すると、冬憧先輩が、俺達三人のことを見回した。

「今更どうして、白雪さんのことを探しているの？」

　──答えに困るな。

　流石さすがに、状況を説明するわけにはいかないか。

「ええっと……伝えなきゃいけないことと、それに聞きたいことがあるんです。だから、どうしても彼女の所在が知りたくて」

　とだけ、答えることにする。

「……ワケ有りってやつかな？」

　なんだか面白そうに、先輩が聞いて来た。

「え、ええっと？　そうなるんですかね」

「ふふっ、いいよね。ワケ有りって。なんだか、気取っている感じあるじゃない？　そう思わないかな？」

「は、はぁ……」

　なんだか、マイペースな人だな。

「でも、白雪さんか。ひさびさにその名前を聞いたね」

　冬とう憧どう先輩が、天井を見上げる。

「いつの間にか疎そ遠えんになったんだよね。部活が忙しくなったのもあるし、白しら雪ゆきさんも忙しそうにしてたし。そうしているうちにクラスが変わって……自然消滅的な？　気が付いたら、居なくなっちゃってて」

　苦笑いを浮かべながら続ける。

「彼女とよく話すようになったのは、クラスで席が隣同士になったのが切っ掛けだったけど……なんとなく馬が合ったの。波長っていうのかな。なんだかね、まるで自分と同じような感じがして」

　嬉うれしそうに、まるで昔の恋人でも思い出しているかのように、笑顔で語り続ける先輩。

　きっと、この先輩は涼すず香かのことが好きだったのだろう。

「っと、いけない。勝手に長話をしちゃったね。ねぇ、もし何かわかったら、ボクにも教えてくれないかな？」

「ええ、構いませんよ」

　冬憧先輩が、パチリと演技染みたウインクをして教室へと戻っていく。

「悪い人じゃないみたいね」

　緊張していたのか、律りつが小さく溜ため息いきをつきながら言った。

「優しそうな人、かな。でも、あれはつくってる感じだ」

「うん？　つくってる？」

「壁がある。ああいうのって、なんとなくわかるんだ」

　俺の言葉に、律がぴくりと眉まゆを吊つり上げた。

「また、私がついていけない話をしているわけね。涼香に、美樹あのこだってそうだし、今度は冬憧先輩？」

「いや、それはさ……」

「ふんだ。ま、いつもの私ハブリな話はいいや。それはそうと、今日の放課後は部活に行くから」

「うん？　ああ、わかった」

　律は、部活に行ったりこっちを手伝ったりと、その日のノリで行き先を変えていたが、誰もそれを咎とがめることはなかった。

　ゲームは全力で解決する。それでも、可能な限りは今まで通りの生活を続けよう。それが、俺たちの決めた今後の方針だ。

「明日からは、ずっと付き合うからさ」

「え？　ずっと？」

「吹奏楽部、休部しようと思ってるの」

　律は、平然とそんなことを言った。

　隣の小鳥遊たかなしさんも、驚きながら律を見ている。

「だって、こんな状況じゃない？　部活に集中できないのよ。楽器って、気持ちが浮つくとすぐに音がズレちゃうの」

「でも、だからって──」

　吹奏楽部は、もうすぐコンクールの地区予選を控えていたはずだ。この時期に休部するということは、コンクール自体を辞退するということになりかねない。

「私だって悔しい。でも、もし終わってしまったら、部活どころじゃないじゃない」

　それはそうだが。

「私は二年。吹奏楽のコンクールは三年も出るから、もう一年あるわよ。今年さえ乗り切れば、まだチャンスはある。そのためにも、世界を終わらせたりなんてできないんだから」

「……すまない」

「そんな、いちいち落ち込まなくていいわよ。べつにアンタのせいではないでしょう？　ゲームのせいよ」

「そう……だな」

　ゲームのせい。

　そうだ、すべてはこの不可思議な状況のせいだ。





　　　　◆






　放課後、律りつが部活に行くのを見送り、小鳥遊たかなしさんのクラスのホームルームが終わるのを待って、彼女と二人で学校を出る。

　行き先は繁華街。そこで美み樹きと合流して、涼すず香かの手掛かりを探すため別の場所に移動する予定だった。

「今日こそは、なにか見つかるといいですね。冬とう憧どう先輩の件ははずれでしたけど……」

「本当に。そろそろ何か、ね」

　流石さすがに、なにも見つからないままというのは、精神的にも辛つらい。

「正直、ここまでなにもわからないのは予想外でしたよね。まさか、先生達たちまで、なにもわかってないなんて……」

「そうだな……」

　涼香が学校からいなくなってしまった経緯いきさつについても、当然学校に再確認してみた。

　だが、生徒のプライベートに関かかわることなので、当時の担任は詳しい事情を教えてくれない。

　そこで頼ったのが、蓬よもぎちゃんだった。一週間前の放課後。教室から出て行こうとする蓬ちゃんを捕まえて、涼香が退学した経緯について訪ねた。

『はぁ？　白しら雪ゆきがいなくなった理由を教えろ？　お前が知らないのに、私が知るわけないだろう』

『自分の顧問している部活の生徒でしょう？』

『元生徒、な。大体、先生なんて生徒とは一線を引いた存在だ。生徒に関しては生徒が一番詳しい。場合によっては親よりもな』

『それはそうかもしれないですが……とにかく、そうではなくて。心情や本心の話ではなく、学校側にどう説明されたのかを聞きたいんですよ。涼すず香かが、退学するに当たってどのように言っていたのかを』

『ああ、建前の話か』

　すると、蓬よもぎちゃんは知っていることを話してくれた。

　涼香は、以前から周囲に黙って、学校側と退学の手続きを進めていたのだという。退学理由は、一身上の都合。

　当時の担任が本人に確認したところ、退学の意思は強く、また両親ともにそれを反対することがなかったため、やめるという形に落ち着いたのだとか。

　当然、学校側は休学や転校、せめて通信制高校への転入をと勧めたらしいのだが……。

　最後、涼香は担任に対して、こう言ったらしい。

『勉学には自信があるので、高校卒業程度認定試験であれば取れると思います。なんなら、大学入試だって独学で成功させてみせますから』

　確かに涼香は頭が良かった。

　だからこそ、転入できる高校なんて探せただろうし、よほどの事情がない限りは、わざわざ退学する必要もなかったはずだ。

　でも、彼女はそうした。

「ご両親、反対されなかったんですかね」

「さぁ、どうなんだろうな。俺は会ったことも無いし……」

　一度、それとなく彼女に両親のことを聞いてみたことがある。

　すると、涼香は困ったような顔で、こう返したのだ。

『あまり口にもしたくない間柄、かな。求もと無むちゃんだったらわかるでしょう？』

　──なんにせよ、子供が学校をやめるのを、必死に止めることもしない親なのだろう。そのくらい、よくある話だ。

　と、そんなことを話しているうちに、美み樹きの待っている繁華街へと辿たどり着ついた。

　学校帰り、道草しに来た学生たちを横目に、天てつ辺ぺんにアナログ時計のついた石塔を目指す。塔の麓ふもとにあるベンチには、黒いツインテールを垂らした、赤いラインの入ったセーラー服を着た妹の姿。

　きょろきょろと周囲を見回していて、俺たちが来るなり、こちらの存在に気付いた。

「おにーちゃん！」

　慌てて立ち上がるや否や、嬉うれしそうに声を弾ませて、こちらに駆かけ付けてくる。

　そのまま、飛びつくようにギュっと俺の腕に抱き付いたかと思うと、わざとらしく膨らみを押しつけてきた。

「ねぇねぇ、おにーちゃん、どうかな？　今日も美樹は可愛かわいくない？　可愛い？　可愛いよね？　いいんだよ？　素直になっちゃっても～」

「はいはい、可愛かわいい」

　適当にあしらいながら、美み樹きの両手を掴つかんで引き離す。

「あー、またそういうことする。せっかく、おにーちゃん分を充電していたというのに」

「俺は充電器か？」

「おにーちゃん分が切れると襲っちゃうかもよ？」

「……それは困るが、抱き付かれるのも困る」

「発情しちゃうから？」

「そうそう。そういうことでいいから」

　──四季いちとせ美み樹き。

　ゲームを通じて出来た、俺の妹。

　血の繋つながらない義理の妹のことを義妹と呼ぶとすれば、彼女は差し詰め偽の妹──偽ぎ妹まいというところだろう。

「ほら、馬鹿やってないで行くぞ」

　美樹を連れて、繁華街の入口の方へと。

「で、今日はどうだった？　なにか学校で収穫あった？　逢あうとか言ってた演劇部の部長さんはどうだった？　ドードー先輩ってドーだった？」

「冬とう憧どう先輩ですね」

　小鳥遊たかなしさんが、冷静に訂正する。

「美樹ちゃんは、なにか進展ありましたか？」

「全然。まぁ、ちょっとネットで募集かけたくらいで情報が見つかれば、なんの苦労もいらないんだけどさ」

　美樹にも、彼女の通う中学でなにかしらめぼしい情報がないか、調べてもらっていた。

「しっかしさぁ、本当に先の見えない作業だよねぇ。いっそのこと、美樹と二人きりの世界になっちゃわない？」

「だ、駄目ですから」

　俺が言うより前に、小鳥遊さんが割って入るようにして、焦ったように美樹の言葉を否定する。

「そんなことは、させません」

「でも、それを決めるのはおにーちゃんだしなー」

「そうだな。俺は絶対にそんなことしないし」

「うーん、おにーちゃん、ノリが悪いなぁ。大体さー、受け答えだって淡々としすぎだよ？　会話とセックスが淡泊な男はモテないんだから」

「ちょ、ちょっと美樹ちゃん！　セ、セ、セ……」

　頬ほおを赤くして、セックスのセの字を繰り返し呟つぶやきながら、あたふたとし始める小鳥遊さん。

「あのさぁ……年頃の女の子がそういう単語はさぁ……」

「ほら。だからそういう時に、『びしぃっ』て突っ込めないのがダメって言ってるのよん。もっとテンション高く行こうよ。美み樹きみたいにさー」

「お前の場合はテンションが高すぎるんだよ」

　美樹と出で逢あってから、もう何度目になるのかわからない、大きな溜ため息いきを吐ついた。





　　　　◆






　俺達たちは、涼すず香かの手掛かりを求めて、繁華街から徒歩で二十分くらいの距離にある病院に来ていた。

　名前を、桜さくら海うみ総合病院。桜海市では、一番大きな病院である。

　──去年の春、涼香がこの病院にやって来たことはわかっていた。

　一度、病院に行くからと言って、彼女が部室に来なかったことがあったからだ。

　確かあの時は、「吹き出物が出来ちゃったので、薬を貰もらいに行く」と言っていたと思うが、それが居なくなる一ヶ月ほど前のことだ。

　この町に住んでいればお世話になることの多い病院だ。ここを訪れることは不思議なことでもなんでもなく、何も見つからない可能性が高いが、とはいえ他に有力な手掛かりもない。

　広い敷地内から桜海高校が十個くらい入りそうな館内へと入り、そこからは小鳥遊たかなしさんに先導されて館内を歩く。

　なんでも、小鳥遊さんには、この病院で聞き込みをする上での心当たりがあるらしい。

「あの人なら、何か知っているかもしれません。ヨネさんというお婆ばあちゃんなのですが、大して身体からだも悪くないのに毎日のように病院にやって来ては冷やかして帰る、常連患者のような方です」

「それって、病院にとっても国民にとっても迷惑なタイプの方なのでは……」

「話してみるといいお婆ちゃんですよ」

　だが、間違いなく税金はその医療費に消えている。

「美樹としては話が聞けるなら誰でもいいと思うけどね。こんな場所で普通に聞き込みしても、実りがあるとはあまり思えないし」

「仮になにかわかったとしても、医者や看護師さんが患者の情報を教えたがるとは思えないしな」

　病院のロビーから右手の廊下へ、途中、何人もの患者や看護師と擦れ違いながら、病棟を奥へと進む。やがてやって来たのは自動販売機の並ぶ、喫煙所の併設された休憩するためのフロアだった。

　自販機の前には来院者が休憩するためのベンチが設置されていて、そこに眼鏡めがねをかけた老婆が腰をかけて、読書をしていた。

「どうも、ヨネさん」

「あら？　胡桃くるみちゃんじゃないか」

　小鳥遊たかなしさんが話しかけると、老婆が顔をあげる。

「読書中でしたか？」

「他の病院仲間が帰っちゃってさぁ、寂しい老婆は一人で読書だよ。この時間に家に帰ると、息子も鬼嫁も迷惑そうにするからね」

「あらあら……年金生活も大変ですね」

「まったくだ。で、どうしたんだい？　今日はお友達と一緒みたいだけど」

　ヨネさんは、後ろにいた俺と美み樹きを訝いぶかしそうに見回した。

「実は、ちょっと聞きたいことがありまして、去年この病院に来たこの学校の生徒のことなのですが──神かみ代しろ君、写真を見せてもらってもいいですか？」

　スマホに入れていた涼すず香かの写真を、ヨネさんに見せる。

　広い病院で、来院者の数も半端なく多いだろう。一患者であるこのお婆ばあちゃんが、他の患者の情報なんて知っているとは思えないのだが……。

　しかも、一年前だろう？　偶然、何かの切っ掛けで知るようなことがあったとしても、普通は忘れてしまうのではないだろうか。

　だが、ヨネさんは、眉み間けんに皺しわを寄せて目を細めながら写真を睨にらむと、

「見覚えがあるよ」

　そう、呟つぶやいた。

「本当ですか!?」

　間かん髪はつを容いれず聞き返す。

「間違いない。病院の顔かお馴な染じみも新参者も、なるべく顔は覚えるようにしているからね。これが案外、ボケ防止にいいんだよ」

　どんだけ暇人なんだ……。

「確か、整形外科に行っておったかな……どれ、私のすまーとふぉんに写真を送ってくれ。先生に聞いておいてやるからさ。案外顔が通るんだよ」

　ヨネさんが立ち上がって、ポケットからスマホを取り出した。

「え？　いいんですか？」

「暇だからな」

　ヨネさんの携帯の番号を聞き、チャットアプリを通じて写メを転送する。

「じゃあ、ちょっとここで待っていてくれ」

　すると、ヨネさんは立ち上がってそのまま休憩室を出て行った。

「ヨネさんの暇人っぷりに感謝ですね」

「あのおばーちゃんさ、実はもうボケちゃっていて、知りもしない相手のことを知った気になっている……なんてことはないの？」

「お前さ、失礼だぞ」

　気持ちはわからなくはないが。

「いや、だってさー。あまりにも上う手まく行きすぎてるし？」

「うふふ。大丈夫ですよ、美み樹きちゃん。ヨネさんはああ見えてしっかりしてますし、本当に暇人なんです。いつだったか、初見で人の顔を覚えるコツを掴つかんだのだと、嬉うれしそうに語っていました。暇人を極めてるんです」

「物もの凄すごい暇人なんだな……」

　どんだけだよ。

「しかし、馴な染じんでるんだな、小鳥遊たかなしさん。あのお婆ばあちゃんとはそんなに仲が良いの？」

「幼い頃から、本当にこの病院にはお世話になってましたから。一時期は入院もしていましたし。私、この病院については結構詳しいんですよ？」

「まぁ……そっか」

　──そういった素振りを見せないので忘れていたが、小鳥遊さんの患っている病気は結構重たいという話だ。

　それだけ病院に通っていてもおかしくはないし、だとすれば顔かお馴な染じみの一人や二人はいるのだろう。

「最近は体調大丈夫なの？」

「……心配、してくれるんですか？」

　小鳥遊さんが、頬ほおを赤らめながら、嬉しそうに聞いてくる。

「いや、そりゃ友達だし」

　彼女の反応が可愛かわいかったので、ちょっとだけ恥ずかしくなりながら、でもあまり気を持たせるような素振りを見せるのも良くないかと思って、平静を装いながら答えた。

「そうだよ胡桃くるみおねーちゃん。友達なんだから、心配して当たり前だってば」

　俺に同調するように美樹が言うと、小鳥遊さんのこめかみがピクリと動いた。

　って、美樹、何をいらないことを……。

「……美樹ちゃん、もしかして煽あおってます？」

「そんなつもりはないよ？」

　きょとんと、美樹が返す。

　気のせいか、小鳥遊さんの瞳ひとみからハイライトが落ちた気がした。

　顔には笑みをつくっているが、どことなく冷たさを感じさせるもので、心の底からは笑っていないのがわかる。

「迂う闊かつな発言は身を滅ぼすので、気をつけてくださいね」

「んー？　だからそんなことないってばー」

　──小鳥遊さん、ちょっと怖い。

　二人をどう諫いさめようか、悩んでいると。

「あれ？　君達たちは」

　と、美樹と小鳥遊さんが背筋の冷たくなるような会話をしているところへ、突然後ろから声をかけられる。

　振り返ると、そこには見覚えのある凛り々りしいポニーテールの女子学生。着ている制服も、俺達たちと同じ高校のものだった。

「冬とう憧どう先輩？　どうしてここに？」

　今日の昼に話をしたばかりだから、忘れるはずもない。冬憧先輩だ。

「お昼ぶりだね。神かみ代しろ君達こそどうしてここに？　まさか、ここでも白しら雪ゆきさんの情報を探していたとか？」

「あはは……そのまさかです」

「へえ……こんなところまで、ご苦労様だね。ボクはちょっと怪け我がをしていてね、病院に来ていたんだ。今、診察が終わったところ」

「怪我ですか」

「うん。大したことはないんだけどね、放ほうっておくと跡あとが残りそうだったからさ。……って、あれ、そっちの子は？」

　冬憧先輩が、美み樹きを見て驚く。

「四季いちとせ美樹と言います。おにーちゃんの妹です」

「神代君、妹いたんだ？」

「あ、いや、本物の妹ではなくてですね」

　ええっと、どう説明すべきだろう。

　流石さすがに状況を説明するわけにはいかない──って、確か昼もそんな風に悩んでいたな。

「……近所の、妹のような存在なんです」

「幼おさな馴な染じみってやつ？」

「そうそう、そんな感じです」

　適当にごまかす。

　美樹の方を見ると、頬ほおを膨らませて不機嫌そうにこっちを睨にらんでいた。きちんと妹として扱わなかったことが、不快なのだろう。

　……後で、フォローしておこう。

　冬憧先輩は自販機に向かうと、お金を入れてジュースを買った。

　取り出し口に手を入れ、購入した缶のジュースを掴つかむと、プルタブを開けて口を付ける。

「ん……診察の後のジュースは美お味いしい」

　くぅううっと喉のどを鳴らしながら、爽そう快かいそうに冬憧先輩が漏もらした。

　そして、飲みかけのジュースを俺に差し出してくる。

「飲むかい？」

「あ……いえ、大丈夫です」

　男ならともかく、見知らぬ女性の飲みかけは抵抗がある。

　すると、冬憧先輩は残念そうに舌打ちした。

「ちぇっ。神代君なら良かったんだけどなぁ」

「……ええっと？」

　言葉の意味がわからずに聞き返す。

「ただ、なんとなくそう思っただけ。こんな場所で逢あえたのも偶然だし、一本のジュースを分け合う仲になりたかった、ってところかな？」

　冬とう憧どう先輩が、上目遣いにジっと俺の目を見てくる。

　どういう意味だろう。からかわれているのだろうか……。

「まぁいいや」

　そして、笑いながらそんなことを言った。

　やっぱり、からかわれていたらしい。

「ええっと……先輩は、これから帰るんですか？　それとも、学校に戻って部活を？」

　なんとなく恥ずかしかったので、こちらから質問をして話を変える。

「んー……今日は部活がお休みなんだ。だから帰宅かなー」

「あら、そうなんですか」

「そうそう。なんだったら、これからボクとデートでもする？」

　そして、折せつ角かく話題を変えたはずなのに、再びからかわれる。

「駄目だよ、おねーちゃん。おにーちゃんは今、美み樹きとデートしてるんだから！」

　すると、美樹が割って入って来た。

「へぇ。でも、きみは妹なんじゃ？」

「妹だからって、恋人になれない道理はないよ？」

「そうなの？　神かみ代しろくん」

　いや、そんなことを聞かれても反応に困る。

「ふ、二人とも、今はデートとかじゃなくて、白しら雪ゆき先輩のことを探してますから！」

　今度は、小鳥遊たかなしさんが焦ったように声をあげた。

　その様子を見て、冬憧先輩が微笑を浮かべる。

「あはは、どうやら神代くんはモテモテみたいだね。んじゃま、ボクは二人に刺されないうちに退散するかなー」

「ちょ、ちょっと先輩！　私はそういう意味で言ったわけじゃ！」

「いいっていいって！」

　なにがいいのかわからないが、そう言うと先輩は手を振りながらフロアから出て行く。

「ええっと、美樹ちゃんだっけ。またどこかで」

「美樹は、もう逢えなくてもいいですけど？」

　挑発するように、美樹が返す。

「あはは、おにーちゃんにちょっかいを出されて頭に来てるのかな。小鳥遊さんも、またね」

「あ、はい。また！」

　冬憧先輩の背中を見送る。

「あれがドードー先輩かー。なんだか嫌な奴だったねー」

　美み樹きが、素直に失礼なことを言った。

「ヨネさんの時といい、お前は言葉を選ぶ気がないな」

「だって、おにーちゃんを口説いているんだもん」

「あれはからかってたんだよ」

「そう……でしょうか」

　すると、小鳥遊たかなしさんが何な故ぜか不安そうに言った。

「ちょっと、本気だった気もしますが」

「まさか。そんなことは無いだろう」

　すぐに否定する。

　昼に出で逢あったばかりの仲だ、口説かれるような理由は無い。

「ほら、神かみ代しろ君は冬とう憧どう先輩のことをわかっている風に言ってましたし。あれはつくってるとかなんとか。冬憧先輩も、同じように感じたのかもしれませんよ？」

「それは──」

　──否定は、しないが。

「だからといって、一度しか逢ったことない相手に惚ほれることはないだろう。ゲームの影響だったらまだしもさ。でも、そうじゃない」

《DestinyLine》が反応していないということは、冬憧先輩は違うということだ。

　すると、美樹がくすりと笑って。

「今はまだ、でしょ？」

「え？」

「だってまだ、ゲーム参加者の法則性もわかってない状態じゃん。逢ってしばらくして、参加することだってあるかもしれないよ？」

「そんなこと──」

　──無いとは言い切れない。

　ゲームについて、まだ知らないことが多すぎるのだ。

「でしょ？」

「……だな」

　困ったことに、美樹の言うことは正しかった。

「でも、それはちょっと嫌ですね」

「え？」

「あ、いえ。その……他に参加者が増えると大変ですし。出来れば、このまま穏便に行かないかなって」

「それは、俺もそう思うけど」

　とはいえ、参加者が他にいると説明されていた以上は、多分出てきてしまうのだろう。

　アプリのアイコンだって他に残っている。

「とりあえず、そうなる前に解決する方法を探さなくっちゃね。暗中模索だけどさ」

「そう、ですね」

　今は、こう答えるのが精一杯だった。




　ヨネさんが戻って来たのは、それから一時間くらいしてのこと。

「当時のことがわかったよ」

　ヨネさんは、休憩室に帰ってくるなり、皺しわだらけの顔に自慢気な笑みを浮かべて言った。

「本当ですか!?」

「ああ。なんでも嬢ちゃんは、脇わき腹ばらにある古傷を見てもらっていたらしいね」

　──っ、それって。

　思わず、小鳥遊たかなしさんと美み樹きの方を見て、三人で顔を見合わせる。

　──力の、代償。

《アカイイトゲーム》に参加した女の子達たちには、不思議な力が与えられ、その力を使うことの代償として、脇腹に傷きず痕あとが出来てしまう。

　──代償の傷だというのか？

　でも、それはおかしい。涼すず香かが病院に来たのは一年前だし、それだと涼香がゲームに参加していることになってしまう。

　そんな表示、《DestinyLine》には──。

『だってまだ、ゲーム参加者の法則性もわかってない状態じゃん』

　先程の美樹の言葉を思い出す。

　そうだ。俺達はまだ、ゲームについてよく理解していない。既に別の参加者がいたとしても、おかしくはないのだ。

「どうだい？　役に立ったかい？」

「……ええ。ありがとうございます、ヨネさん」

　いずれにせよ、これは有力な情報になるかもしれない。

　俺達は、ヨネさんに何度もお礼を言ってフロアを出た。




　休憩フロアを出て、病院の入口へと向かう。

　これ以上、ここで聞き込みしても意味が無い。

「あの、どう思います？」

　休憩室を出てすぐに、小鳥遊さんが聞いてくる。

「なんとも言えないな。涼香が参加者の可能性はあるし、そうでない可能性だって十分にある。本当にただの傷痕だったのかもしれないし……」

「でも、確かおにーちゃんは、『吹き出物を見てもらいに行く』って話を聞いてたんだよね。そこんところ矛盾しないかな？」

「身体からだに傷が付いてるなんて、言いたくなかったのかもしれない。女の子としては気になるんじゃないのか？」

「うーん……それはそうかもしれないけど。でも、どうだろうなぁ……仲が良い相手だったら、素直に教えるような気がするけど」

　──それは、そうなんだが。

「正直、考えてもわからないことですね」

　小鳥遊たかなしさんの言う通り、考えても埒らちの明かないことだった。

　ただ、もし涼すず香かがゲーム参加者だったとしたら、俺の前から姿を消したのが不可解である。

　だって、ゲーム参加者は俺のことを好きになってしまうはず。それなのに、いなくなってあんなメールを送ってくる理由がわからない。

「とりあえず、まだ情報が少なすぎる。結論なんて出せないさ」

　わかったのは、涼香が参加者であるかもしれないという情報だけ。

　──もっと、手掛かりが欲しい。

　状況は、進んでいなかった。





　　　　◆






　帰る途中、方角の違う小鳥遊さんと別れて、美み樹きと二人になる。

　徐々に薄暗い帳とばりが世界に下り始めた夏の夜。元来た繁華街のある方へと、国道脇わきの歩道を二人で歩いた。

「んで、おにーちゃん、明日はどうするの？」

「どうしようかな。まだ決めてないけど」

「あ、じゃあ市役所でも行く？　涼香おねーちゃんの引っ越し先がわかるかもしれないよ？　転居届けとか調べてさ」

「教えてくれないだろ、他人の引っ越し先なんて」

「借金取りだって言えば聞けるかも。負債があると追いかけられるって、どこかで見た気がする」

　美樹が、呆あきれるような提案をしてくる。

　いや、本当にそれが可能なら、多少強引な手段でもやるつもりではあるけど。

「その証明が出来ないだろ」

「最悪、美樹が力を使って吐かせるとか」

「……そんな器用なこと出来ないだろ。出来たとしても却下だ。無む闇やみに力なんて使うものじゃない」

「ぶー、どうしてさー」

「危険だからに決まっているし、お前だって身体からだに傷は付けたくないだろう。女の子なんだし」

「えー。美樹は、おにーちゃんのためならなんだってするよ？」

「……もっと身体からだを大事にしろ。それに、俺も嫌なんだ」

　いつまで残るかわからない傷だ。ゲームが終わっても、ずっとそのままなのかもしれない。

　だから、必要以上に能力を使わせるのには躊躇ためらいがあった。

「んー……」

　すると美み樹きが、顎あごに人差し指をあてて、

「おにーちゃんは、確かに真面目まじめ。間違ってない。でもね、やっぱり少し甘い気がする」

　突然、表情を真剣なものへと変えた。

「へ？」

「新しい女の子も現れない、目立ったトラブルも起きない、律りつおねーちゃんも胡桃くるみおねーちゃんも協力的。当然、おにーちゃんが中心な美樹は超協力的。でもね、油断は大敵。夜更かしはお肌の敵」

「いや、油断をしてるつもりは……」

「律おねーちゃん、休部したんでしょ？」

「うん？」

　突然の質問に、一瞬何を聞かれたのかわからなくなる。

　──律の部活？

「ああ、部活に集中出来ないからって。それが？」

「まさか、おにーちゃんは、律おねーちゃんが本当にそれだけの理由で部活を休んだと思ってる？　大事なコンクールを目前にした時期に」

「……え？」

「好きな人が、他の女の子とずっと一緒にいるわけだよ？　不安にならないはずがないよね？　その女の子たちがおにーちゃんのことを狙ねらってるとなると尚なお更さら」

「いやでも、美樹や小鳥遊たかなしさんは俺に手を出さないわけだし、協力してゲームをどうにかしようって話していたわけだろう？　なのに──」

　すると、美樹が呆あきれたような表情を浮かべた。

　肩を竦すくめて、駄目だこりゃと両手を横に広げて見せる。

　──えっと……俺、なにかおかしなことを……？

「おにーちゃん、本当にわかっていなかったんだね」

　美樹が、「はぁ」と大きな溜ため息いきを吐き出した。

「そう思っていても、考えていても、どうにもならなくなるからみんな困ってるわけじゃない。以前、律おねーちゃんがおかしくなったのだって、自制がきかなくなったからってのが大きかったじゃん？」

「それはそうだけど」

「ねぇ、おにーちゃん。よく考えてみ？　おにーちゃんがもし、律おねーちゃんの立場だったら。涼すず香かおねーちゃんとやらの周囲に、彼女を狙う男がたくさんいて──」

　──つまり、好きな人がいつ取られてしまうかわからない状態で、自分だけ目を離して部活に出る、と。

「さて、質問です。果たしておにーちゃんは、それが可能なのでしょうか？」

　──なるほど。出来るはずがない。

　そもそも俺なんて、好きな人の傍そばに居たいからという理由だけで、部活に入ったくらいなのだ。

「ああごめん。悪かった。その通りだ」

　美み樹きが、俺の言葉を聞いて「くすり」と笑う。

「まぁ、わかったならいいんだよ。美樹はただ、おにーちゃんに気をつけて欲しいだけだからさ。美樹だって、おかしくなっちゃうかもしれないわけだし」

「いや、お前は既におかしいけどさ」

「むー、そんなことないよ！」

　ぷくーっと、美樹がほっぺたを膨らませながら。

「でもね、おにーちゃん、本当によく憶おぼえていてね。何かの拍子で、それまで普通だったはずの人がおかしくなってしまう。きっとね、それが恋愛ってものだからさ」

　美樹は、再び真剣な顔になって、忘れそうになっていたことを忠告する。

「そうだな……」

　俺は、ゲームが始まって起こった色々を思い出しながら、素直に頷うなずいた。





　　　　◆






　最近の通学は形式化していた。

　毎朝、迎えに来る律りつと家を出て、同じく迎えに来た美樹を学校へと送り出し、道中で小鳥遊たかなしさんと合流。

　その後、三人で学校へと向かうという流れだ。

　教室に着いてクラスメイトとダベっていると、ＨＲホームルームのチャイムから少し遅れるような形で、蓬よもぎちゃんが教室へと入ってくる。

「ふあぁ……じゃあ、朝の挨あい拶さつ。めんどくさいけど、サボってるのがバレると学園主任に怒られるからなー。日直、号令ー」

　この辺りは、ゲームが始まっても変わらない日常。





　　　　◆






　昼休み。

　べつに、美樹に啓けい蒙もうされて二人を避けたいと思ったわけでもないが、ひさびさに一人で遊ゆう戯ぎ研究部の部室に行きたくなって教室を出た。

　律りつは、吹奏楽部の部室に向かっている。休部前に、部活の仲が良かったメンバーと、最後の昼食を取ることになったらしい。

　事務室で鍵かぎを借りて、部室のドアを開く。

　乱雑に設置された椅い子すに乱暴に腰をかけると、ポケットにつっこんでいたスマホの電源を入れて、《DistinyLine例のアプリ》を起動した。

　表示されたのは、一本の樹きと七つの果実。

『いちじく』『林りん檎ご』『葡ぶ萄どう』『棗なつめ椰や子し』『桃』『巨きよ峰ほうのようなもの』『バナナ』と並んでいて、『林檎、葡萄、棗椰子』の三つの果実と中央の樹の間には、線が引かれている。

　これらはそれぞれ、律、美み樹き、小鳥遊たかなしさんを表していて、中央の樹が俺だった。

　樹と果実を繋つなぐ線の太さが、俺と彼女たちとの繋がりの深さを表しているらしく、これが最大値となった時にキスをしてしまうと、世界は壊れるのだとか。

　線の太さは、ここのところ比較的安定していた。僅わずかに太くなった気もするが、わからない程度だ。律との線が一番太く、小鳥遊さんと美樹とのものが今では同じくらい、といった感じである。

　それを考えると、美樹との関係だけは、当初よりやや深くなっているということにはなるのだが……まぁ、あいつのことはもともと知らなかったし、第一印象が最悪だったのだ。こんなものだろう。

　アプリを閉じて、部室を見回す。

　身体からだを揺らすと、古いパイプ椅子が「ぎいぎぃ」と軋きしんで音を立てた。

　そういえば、涼すず香かはこのパイプ椅子の音が好きで、時折愛いとおしそうに音を鳴らしていた。

　うっすらと、当時のことを思い出す。




「求もと無むちゃんはさ、古いものって好き？」

「……なんだよ急に。古いものって、曖あい昧まい過ぎるだろ」

「たとえば、これまでにどれだけ落書きをされたのかわからないこの机でもいいし、あそこで針を動かさずに眠っている掛け時計でもいい」

「べつに、好きでも嫌いでもないけど……」

「私は好きだよ。古いものが好き。古さはね、重たさなの。誰かの想おもいが乗っかって、気持ちの質量を押しつけた分だけ味が出る。そういうのがね、きっと奇き蹟せきを起こすんだ」

「奇蹟？」

「物を触りながら、色々考えるわけじゃない？　そういう重たさが積もった結果、物に魂が宿るのかもしれないし、不思議なことが起こるのかもしれない。それこそが、奇蹟や魔法といったものなのかなって」

「オカルトの話？」

「ロマンティックな話だよ。現実や運命を乗り越えられる、ピュアな願望の物語。しばしば、物語の中で恋が強い力を持つのは、そんなロマンティックが辿たどり着ついた幻想なのかもしれない」

「……ポエムの話だった」

「べつに、ナルシシズムに陥っているわけじゃないよ。もっと、そうだね、地に足のついた……んー、なんて言うのかな、決意みたいな？」

「なんの決意なんだよ」

「救済」

「へ？」

「大事な人を助けるっていう、愛の決意」




　──いつだったか涼すず香かが、そんなことを言っていた。

　あの時は、あいつが何を言っていたのかわからなかったし、彼女がよく陥ったナルシシズムかなにかだと思って、気にも留めなかったけど……。

　今思えば、既に涼香はゲームのことを知っていた？

　だったら、あの時言っていた奇き蹟せきとは力のことだし、彼女が告げた決意というのは……。

　──脇わき腹ばらの傷きず痕あと。もしも、この時既に、涼香が力を使っていたのだとしたら？

　大事な人。涼香は、誰かを助けようとした？

　もしかして──。

　──ガチャリ、と。

　その時、部室のドアが開いた。

　誰かの気配を背中に感じて、すぐに振り返る。部室の入口に、長いポニーテールを垂らした、凜りんとした顔付きの女子生徒が立っていた。

　見覚えがある。昨日、話したばかりだ。

「冬とう憧どう先輩？」

「あー、いや、演劇部の部室に行こうとしたら、中に入っていく君が見えたからさ。えっと……入っても？」

「どうぞ。構いませんよ」

　冬憧先輩が、小さくお辞儀をしながら部室に足を踏み入れる。

　中に入ると、物珍しそうに片付いていない乱雑な部屋を見回した。

「昨日さ、白しら雪ゆきさんのことを考えてたんだ。当時のこと、いろいろと思い出して」

「懐かしかったからですか？」

「そうだね。彼女のことを話すの、久しぶりだったし」

　棚たなに飾ってあった、ボードゲームのうちの一つを手に取る。

「こういうの、ボクまったくわからないなぁ。白雪さんは好きだったみたいだけど。君も好きなんだよね？」

「まぁ、一応は。でも、俺も涼香の影響みたいなものですけどね」

「あ、そうなんだ」

　冬とう憧どう先輩は、ボードゲームを棚たなに戻すと、こちらを振り返った。

　そして、ジっと俺の目を見て。

「ねね、質問があるんだけど」

「なんですか？」

「白しら雪ゆきさんと、どういう関係だったの？」

「え？　ど、どういう関係って？」

「昔ね、白雪さんが言ってたんだ。大切な男の子がいる、って」

　──どきりと、胸が弾んだ。

　それって、もしかして。

「君のこと？」

　──どう、なのだろう。

「……だったらいいな、とは」

　悩んだ末に、そう答えるので精一杯だった。

　信じているが確証はない。なにより、彼女は告白の返事も寄よ越こさずに、俺の前から消えてしまった。

「なるほど。そっかそっか。大体関係はわかった。だから、もう一年にもなるというのに彼女を探すわけだ」

「え、あ、いや、そういうわけでもなくて──」

　そういうわけでもあるのだが、それだけではないというか。

「いやいや、ごまかさなくても、わかるよ」

　……まぁ、訂正するのも面倒だし、勘違いしておいてもらった方が楽かもしれない。

「じゃあさ、君は白雪さんのどういうところが好きになったの？」

「まだ知り合って間もない相手だというのに、そんなことまで聞くんですか？」

　怒るわけではなく、呆あきれるわけでもなく、図ずう々ずうしい質問が少しおかしくて笑いながら聞いた。

「知り合って間もないから聞けるんだよ。仲良し過ぎる相手だと、遠慮しちゃうことって多いでしょ？」

「その理屈、わからないことはないですが……」

「昨日も言った通り、白雪さんとは波長が合ったんだ。彼女とは近いなって思えた。なんだろうね、心の底にそっと触れてくれる感じ」

　にっこりと、先輩が笑って。

「だからね、君の理由が知りたい。彼女に大切に想おもわれていた君が、彼女を大切に想えた理由が」

「それは──」

　涼すず香かを、好きになった理由。

　──そんなもの。

「先輩と同じですよ。きっと」

　俺の答えを聞いて、冬とう憧どう先輩は一切動じなかった。

　きっと、そう答えると予期していたのだろう。

　白雪涼香を好きになっていた相手なのだ。自分と同じに違いない。

「涼すず香かって、俺に似てるんです。だから、わかってくれる。心の奥にある冷たい部分を、優しく溶かしてくれる」

「わかる」

　冬憧先輩が、同意するように頷うなずいた。

「つまり、君はボクに似ていると」

「そんな気はします」

　昨日、俺も思ったこと。

　美み樹きも似ているが、どちらかといえば彼女の方が近いだろうか。

「だったら、これは運命だね」

「……うん？」

「だって、それって通じ合えるってことだと思うんだ。良い関係になれるってこと。運命的な出で逢あいだ」

　その時、ぞわりと冷たいものが俺の背を撫なでた。

　──共感。運命。

　その言葉の先に、先輩が求めているものは。

　だから、次になにが起こるのか、俺は予想出来ていた。

　ぶるり、と。

　ポケットの中のスマホが揺れる。

　すぐに俺はスマホを取り出して、アプリを起動した。

《DestinyLine》からのポップアップ通知。『オリーブさんと繋つながりました』。

　──やっぱり。

『逢ってしばらくして、参加することだってあるかもしれないよ？』

　ああ、本当だ。

　美樹の言っていることは間違い無かった。冬憧先輩はゲーム参加者予備軍だったのだ。

　続いて、アプリの画面を確認する。既に繋がった三つの果実とは別に、『巨きよ峰ほうのようなもの』を示していたアイコンが中央の樹きに線を伸ばしていた。どうやら、これが『オリーブ』だったらしい。

「どうかしたの？　急にスマホを開いて。メール？」

「ええっと……」

　──説明、すべきか？

　涼香のこともある。上う手まく話せば、良い協力者になってくれるだろう。でも、小鳥遊たかなしさんが最初そうであったように、普通は説明しても納得してくれるとは思えないし……。

　悩んでいると、先輩は俺がメールで忙しくなったと勘違いしたのか、踵きびすを返して部室のドアを開いた。

「そうだ、近いうちにまた話そう。君にもっと、ボクのことを知ってもらいたくなっちゃったから。約束だからね」

　そして、手を振りながら部室から出て行く。

「……困ったな」

　俺は、新しく増えてしまった厄介事に頭を抱えた。





　　　　◆






　放課後、律りつや小鳥遊たかなしさんとともに、繁華街のバーガーショップへとやって来た。

　美み樹きも交えて、一角に陣取って作戦会議をすることになったのだ。

「なるほど～。冬とう憧どう先輩とやらもゲームの参加者だった、と」

　美樹が、もう空になったシェイクを、「ずずず」とストローで啜すすりながら言った。

「しかし、涼すず香かのことを調べようとしたら新しい参加者と出で逢あうなんて、皮肉な話よね」

　律の言葉に、思わず苦笑いを浮かべる。

　確かに、仕組まれていたかのような偶然である。

　──いや、ゲームに仕組まれていたのかもしれないな。

「それにしても、冬憧先輩ですか……」

　小鳥遊さんが、なんだか不安そうに呟つぶやく。

「どうしたの？」

「いえ、その……妙に反りが合ってたじゃないですか、神かみ代しろ君と。理解出来るとか何とか言って。だから納得もしましたし、心配だなって」

「べつに、分かり合えるからって惚ほれてしまうわけでもないからさ」

「でも、白しら雪ゆき先輩と似ているんですよね？　同じように、わかり合える仲で、しかも同じ先輩で」

「いや、まぁ、それはそうだけど」

　だが、理解し合えるという意味では、そこにいる美樹だってそうだ。だからといって好きになるわけではない。

　──だって、俺が好きなのは、涼香ただ一人なのだから。

「いや、本当に大丈夫だからさ。それに、理解出来るからこそ説得もしやすいかもしれない。ゲームについて説明して、上う手まく味方に出来ればゲームを攻略するための戦力にもなる」

　顔見知りで良かったのは、間違いないだろう。

「ま、碌ろくに面識もない状態で、いきなり襲いかかってくるような相手じゃなくて良かったわよね。そこの誰かさんみたいに」

　律りつが、同意するように頷うなずくと美み樹きを見た。

「でも、美樹はすぐに納得したじゃん。最後まで協力せず、迷惑をかけたのは誰だったっけ？」

「うぐっ！　そ、それはそうだけどさっ！」

　律、墓穴を掘ったな。

　まぁでも、あの時のことが冗談に出来るようになったのは、良いことなのだろう。

「とりあえずさ。じゃあ、明日の昼休み、もう一度俺と律と小鳥遊たかなしさんで訪ねよう」

「そう……ですね……。はい、そうしましょう」

「わかったわ」

　小鳥遊さんと律も、俺に同意する。

「って、え？　美樹は連れて行ってくれないの？　放課後じゃ駄目？」

「冬とう憧どう先輩は部活がある。昼の方が迷惑じゃないだろ？　大体、お前がいるとややこしくなりそうだ」

「うわー、なにそれ。美樹が面倒な人みたいな言い方」

「いや、面倒な人だろ」

　それは、言うまでもなく。





　　　　◆






　翌日の昼休み、律と小鳥遊さんとともに、再び三年Ｂ組さんのびーの教室を訪ねる。

　だが、教室の中に冬憧先輩の姿はなかった。

「多分、空き教室にいるんじゃないかな。物理教室の横、旧音楽準備室。放課後、演劇部が練習に使っている場所だね。冬憧さん、時々あそこでご飯食べてるから」

　先日も応対してくれた先輩がそう教えてくれたので、俺たちはその空き教室へと向かう。

「ここだな」

　ノックをする。

　だが、返事はない。代わりに、部屋の中から先輩が誰かと話している声が聞こえてきた。

　引き戸を、ゆっくりと横に開く。

　すると、

「樹きよ、ハシバミの樹よ。私のために歌っておくれ。金や銀の粉を振りかけて、夢の世界に誘っておくれ。王子の待つ、尊きあのお城へと」

　部屋にいたのは、冬憧先輩一人だった。

　手には冊子。いや、状況的に台本だろうか。

「ただ、綺き麗れいなものを目にして、幸せのお裾すそ分わけをもらいたいのです」

　先輩の演技は見事だった。

　制服のままで、衣装を着ているわけではない。この教室にセットがあるわけではない。大胆な身振りもなく、言葉に合わせて、小さな身振り手振りを行っているだけだ。

　それでも、先輩の発する言葉には生があり、表情には言葉を超えた表現が詰まっていた。

　だから、演劇に詳しくないはずの俺なのに、彼女が何の演技をしているのか見当が付いた。

　──シンデレラだ。

　先輩の演技が、この小さな空き教室を、家族に苛いじめられながらも健けな気げに幸福を望んだ、シンデレラの存在する世界に変えていたのだ。

　俺だけでない。律りつも、そして小鳥遊たかなしさんも、息を呑のんでいた。冬とう憧どう凪なぎの描いた世界に、飲まれていた。

「凄すごいわね……」

　と、律が言葉を漏もらした時。

　先輩が、パタンと台本を閉じて、こちらを向いた。

「どうぞ、入ってきていいよ」

　どうやら、俺たちのことに気付いていたらしい。

　先輩の言葉に、お辞儀をしながら中へと進んだ。

　つい先程まで、シンデレラのいる世界だったはずのそこは、いつの間にか閑散とした教室になっていた。ハシバミの樹きは消え、代わりに教室の隅には机や椅い子すが積まれている。

「もやもやした時、考えごとをした時、悩みごとがある時。ボクは一人でここに来て、物語の世界に身を投じることがあるんだ」












「何か、悩みごとが？」

「まぁ、ちょっとね。それで、どうしたの？　ボクの演技を見に来てくれた？」

「いえ、先輩にちょっと話がありまして」

「なに？」

「ええっと──」

　まずは、ゲームを説明するより前に、先輩の気持ちを確かめるつもりだった。

　俺のことが好きか、と。

　だって、そうでないとこの話は成り立たないのだ。俺が好きでなければ、ゲームには参加しないはずである。

　しかし、そんなことどう聞くべきなのだろうか。自分のことが好きかどうか聞いてくるなんて、まるで自信過剰な痛い人である。

　どう話そうか、迷っていると。

「冬とう憧どう先輩は、神かみ代しろ君のことが好きですよね？」

　──て、え？

　意外にも、俺より前に小鳥遊たかなしさんが聞いた。

　すると、冬憧先輩は少しだけ頬ほおを赤くして、

「……え？　急に何を？」

　驚くというよりは、困惑する。

　──そりゃそうだろう。俺も驚いた。

　でも、変に回りくどく聞くよりは、こっちの方が手っ取り早いのかもしれない。

「わかるんです。そういうゲームに、巻き込まれてしまっていますから」

「ゲーム？」

「ええ」

　困惑する冬憧先輩に、小鳥遊さんが《アカイイトゲーム》のことを、順を追って説明する。

　俺のもとに届いたメールの内容、参加者の使える力と代償、そして《DestinyLine》という不思議なアプリ、これまでに起こった様々な出来事。

　先輩は、小鳥遊さんの説明を真面目まじめな顔で聞いた後、困惑したような苦笑いを浮かべた。

「ええっと、で……その、それはどういう冗談なのかな？」

「いや、冗談じゃないんです」

　小鳥遊さんに代わって、俺が先輩の言葉を否定する。

「本気で、言ってるの？」

　俺は頷うなずいた。

「真面目に話しています。最近、なにか不思議な力が使えるようになったり……そういうことがありませんでしたか？」

「不思議な力って……そんな、超能力者じゃあるまいし」

　──自覚はないようだが。

「それに、死ねないなんて……そんな馬鹿げた話」

「そういうものを使えるようになってしまうのが、このゲームなんです。死ねないってのも本当なんです。信じてもらえませんか？」

　ゲームに参加しているのは間違いないので、質問を続ける。

「ええっと……」

　戸惑うように俺から目を逸そらし、律りつや小鳥遊たかなしさんを見る先輩。

　二人も、真剣な表情で先輩を見ていた。

　先輩はそれを確認して、いっそう困惑の色を強くする。

「本当に、からかってないの？」

　怒るでもなく、困ったように再度聞いてくる先輩に、俺たちは静かに頷うなずいた。

「……そう……」

　俺たちの真剣な気持ちが伝わったのか、表情はそのままに小さく頷く先輩。

「わかった。信じることなんて出来ないけど、真剣に言われたら一いつ蹴しゆうも出来ないよね。とりあえず……その」

　先輩が、頬ほおをほんのりと赤く染めながら、苦笑いを浮かべると、

「ボクが神かみ代しろ君のことを好きっていうのも、嘘うそではないし……」

　俺への気持ちを隠さず、そう言った。

「……あの、少し、考えさせてくれるかな。状況に頭がついていってないから」

　俺は、涼すず香かと小鳥遊さんを見て頷いた。

　二人も、真剣な顔で頷き返す。

「わかりました」

　俺たちは、先輩に礼をすると空き教室を出た。

　階段へと向かい、自分たちの教室がある二階へと降りる。

「流石さすがに、すぐには納得してくれないか」

　律が残念そうに言った。

「普通はそうだろうな。小鳥遊さんや、お前だってそうだったし。あんな現実離れしたことを言われても、すぐには納得出来ないよ」

「ま、それもそうよねー……」

「とりあえず、先輩の回答待ちといったところでしょうか」

　なるべくはやく、納得してくれるといいのだけど。





　　　　◆






　ＨＲホームルームも終わり。

　美み樹きから得た新たな情報として、涼すず香かがよく通っていた店がわかったというので、美樹と落ち合った後、繁華街にあるその店を訪れた。

「いやー、まさか美樹の行き付けの店に、涼香おねーちゃんが来ていたなんてね！」

　──それは、いいのだが。

「あのさ……」

「なに？」

「本当に、ここに入るのか？」

「だって、新しい情報でしょ？」

　ハートマークの飾りがデコレーションされた、ピンク一色の壁が眩まぶしい店を見る。店頭には、繊せん細さいなレースの白いブラとパンツを身に付けた女性のマネキンが飾られていた。

　店名は『Angel Style』。もしかしなくても、下着屋である。

「いやいや、男が入っちゃまずいでしょ」

「女の子と一緒だったら平気だって。カップルで入ってくる人たち、時々見かけるし」

「俺たちはカップルじゃないだろ!?」

　というか、二人ですらない。

「この店、涼香も使ってたんだ。まぁ、可愛かわいいもんね」

「って、律りつもこの店に来たことあるのか？」

「わ、私もここで下着買ったことあるのよ！　悪い!?」

「いや、べつに悪くはないけど……」

「……ええっと、実は私も、このお店、使ったことがあって……」

　小鳥遊たかなしさんが、ほんのりと頬ほおを赤らめながら言った。

　って、俺以外みんな来たことあるのかよ。いや、俺が来たことがあったら問題だけども……。

「まぁ、細かいことはどうでもいいってば。要は、おにーちゃんは胸を張ってこのお店に入れる、っていうこと」

「いや、入れたとしてもだな」

　わざわざ俺まで入る理由もない。

「それにさ、考えても見てよおにーちゃん。おにーちゃんってさ、女の子に弱いところあるじゃない？　童貞臭いっていうかさー」

「童貞で悪いか！　つーかこの歳としは普通童貞だろ！」

「そうなの？」

　え？　違うの？

「まぁ、美樹はいつでもおにーちゃんに初めてを捧ささげるつもりではあるけど……」

　身体からだをくねらせながら、甘ったるい声をあげる美樹。

「とにかく、そんなわけだからさ、おにーちゃんの訓練にいいかなって」

「訓練？　なんのだよ」

「女の子に慣れる。色気に慣れる。その訓練。女の子から色仕掛けされる度にドキドキしてたらヤバいじゃん？　そんなんじゃ、チ○コが何本あっても足りないよ？」

「年頃の女の子がチ○コとか言うな。あと、本数は関係ないだろう」

「今のおにーちゃんだと、女の子に耐性が無すぎって話だよ。だからさ、下着ショップくらい入って、少しは免疫をつけてもらった方が、今後のためになりそうじゃない？」

「それは──」

　もっと女慣れしろというのは、もっともな意見だ。確かに、俺が女の子に──色気に弱いのは、今後ゲームを進める上でネックになりかねない。

　酷ひどい話だが、話の筋は通っているように思えた。

　それに──。

「傷ってさ、放ほうっておくと塞ふさがるし、痛みには慣れちゃうよね。トラウマはさ、自由に付けられるものじゃないから」

「お前、気付いてたのか？」

「なんとなく。そんなもんだろうと思ってさ」

　美み樹きの言う通り、律りつを説得する時に刻んだ心の傷は、日に日に効果を弱めていた。

　所しよ詮せん、付け焼き刃で付けたものだ。

　あの傷さえあれば大丈夫なんて、思っていたわけではないが、それでも文字通り死ぬような思いをしてまで手に入れた割りには、案外頼りないものである。

「ま、そうだな……」

　律と小鳥遊たかなしさんを見ると、律は呆あきれたような表情で、小鳥遊さんは恥ずかしそうな笑みを浮かべながらこちらを見ていた。

「確かにアンタ、すぐ女の子に鼻の下伸ばすからねぇ……。ちょっとくらい免疫つけた方が、今後安心出来るのかも？」

「そ、そうですね。一緒に下着ショップっていうのは、抵抗がありますけど……」

「ということは、多数決の結果決まりってことかにゃ？」

「ちょ、おい。俺はまだなにも言ってないだろ！」

「ほら、いいからいいから」

　美樹が俺の後ろに回ると、店に向かって背中を押してきた。

　店内には、ディスプレイされたり棚たなに並んでいたりと、大量の女物の下着が所狭しと並んでいた。

　右を向けばパンツ。左を向けばブラジャー。水着ではなく下着。

　店内の壁もピンクかつハートでデコレーションされていて、見ているだけでちょっと頭が痛くなってくる。

　──やっぱり、男が入るような店じゃないだろ。

「ねぇねぇ、おにーちゃん。ちょっとこれ見て。どう？」

　美樹が、天使の羽根のようなレースの飾りが入ったシルクの白いパンツを見せてきた。

「ど、どうって？」

「発情しない？」

「な、なんないから！　つーか、なったらまずいだろ！　そもそも、なんのために店に来たんだよ」

「え？　おにーちゃんの特訓でしょ？」

「それは、お前がこの店に俺を押し込む詭き弁べんだろう」

「ほらでも、せっかくお店に入ったんだしちょっと見て行こうよ。ほら、律りつおねーちゃんだって」

　美み樹きに促されてそちらを見ると、棚たなに飾られているブラジャーを、律は難しい表情で真剣に眺めていた。

　眉み間けんに皺しわを寄せながら、顎あごに手を当てて、考えるようにして値札を見つめている。

　このブラにも、美樹が眺めていた下着と同じような羽根の飾りが入っていた。きっと、このショップが取り扱っているブランドの、シンボルのようなものなのだろう。

　ブラの飾ってあった棚にはプラカードが貼はり付けられていて、下着の説明がされている。『胸が大きく見えるブラです』と書いてあった。

「負けてるのよね……他の子たちに。やっぱり、ちょっとくらいは盛ってあげた方が喜ぶかしら……？」

　律は、ブラを見ながらなにやらぶつぶつと言っている。

　と、律が俺の視線に気付いて、ハっとこちらを見てきた。

「な、なによ！　ジっと見てきて！」

「し、真剣に見ているな、って……」

「なんなの!?　真剣になったら悪いの!?　胸のサイズを気にして悪い!?」

「いや、べつに悪くはないけどさ!?」

「どうせいつも、『ああ、あいつの胸って料理しやすそうだなー。手元良く見えるし』とか、そんなことばかり思ってるんでしょう？」

「思ってないぞ!?」

　どんだけ被害妄想なんだよ!?

　つーかこいつら、本来の目的を忘れてないか？

「と、とりあえず俺は、店員に涼すず香かのこと聞いてくるから！」

　逃げるように店の奥へ。

　そうして、店に一つだけある試着室の横を歩いていた時のことだった。

　カーテンの閉まっていた、使用中の試着室。

　その部屋の中から、急に手が伸びてきて俺の右腕をがしっと掴つかんだ。

　そのまま、試着室の方へと引きずり込まれる。

　──は？

　抵抗しようにも、あまりに突然のことだったので出来ない。

　気付けば俺は、試着室の中にいて、狭すぎる個室の中で、上の制服を脱ぬいで白のブラのみとなった、小鳥遊さんと向かい合っていた。

「え……？」

　思わず、声が漏もれた。

　──な、なんで、どうしてこんなことを？

　息の届きそうな距離。小鳥遊たかなしさんは、熱っぽい表情で、ジっと俺の顔を見つめていた。

　視線を逸そらすと、視線がブラに吸い込まれた。

　可愛かわいらしい羽根のような柄をあしらった、白のブラジャー。

　先程、店内で見かけたのと同じもので、どうやらこの店で売っているものを試着していたらしい。

「な、なんで、小鳥遊さんはこんなことを？」

「あの、その。つい……うっかり」

　小鳥遊さんの顔が、「かぁっ」と真っ赤に染まる。

　──つ、つい!?　うっかり!?

「可愛い下着があったから、試着してみようかなって思って入ったんです。そうしたら、折せつ角かくだから神かみ代しろ君に見てもらいたくなって」

「いやいや、見てもらいたくなったって……どうして、いきなり」

「わ、わかんないんですが……ど、どうしても。我慢がしきれなく……」












　──ゲームの影響だ。

　下着を見ていた小鳥遊たかなしさんは、エッチな状況を想像してしまったのか、我慢が出来なくなってしまったのだろう。

「あ、あの、神かみ代しろ君……」

　小鳥遊さんの息が荒くなる。「はぁはぁ」と、苦しそうに息を切らせながら、既に近くにある顔を、ゆっくりと近付けてきた。

　空いていた片方の手を俺の腰に回しながら、身体からだも密着させてくる。ブラのみで覆われた豊満な谷間が、俺の胸板にぎゅっとくっつけられた。

　引き寄せられ、少し前まえ屈かがみな体勢になっていたせいか、胸の高さが丁度噛かみ合あったのだろう。乳房の先にある尖とがりが膨ぼう脹ちようして、布越しではあるが確かに俺のそれに優しく口付けした。

　──ドクン。

　胸が高鳴る。周囲が歪ゆがむ。ポケットの中のスマホが震えた。繋つながりが、強くなっているのだろう。

「ダ、ダメだってば小鳥遊さん」

　こんな場所で大声を出すわけにはいかないので、彼女の耳元で囁ささやいた。

　二人きりで試着室に入っているところなんて店員に見られたら、どういう風に見られるかわからないし、注意を受けてしまう。

「わ、わかってますけど……でも……」

「でも、って」

「ちょ、ちょっとだけでいいんです。こうしていてもらえませんか」

　腰を引くようにして身体を逃がそうとする俺に対して、逃がさないとばかりにぐいぐいと胸を押しつけてくる小鳥遊さん。

　柔らかくも暴力的な胸の感触が、思考と世界を滲にじませる。

　ぐらりと世界が震え、景色の輪郭が薄くなった。

　同時に、ズキンと胸が疼うずく。何度も自殺することによってつけた、自我を保つための胸の痛みだ。

　──どうする？

　押し退のけて外に逃げる？

　いやでも、そんなことをしたら騒ぎになってしまうし……。

　それに、こんな風になってしまった小鳥遊さんが心配だった。

　下着を見て発情してしまうくらいに、何かが溜たまっているのだ。

　そういえば、冬とう憧どう先輩がゲームに参加するのが嫌だという話もしていた。気持ちが不安定になっていた可能性もある。

　彼女を落ち着かせてあげるのが、ゲームを攻略する上での、俺の役割ではないだろうか？

　──このくらいなら。

　小さく深呼吸をして、心を落ち着かせる。溶けそうになっていた周囲の色が、実線を取り戻して収束した。

「……特訓だ」

「え？」

「特訓ということにして、一分だけこのままでいるから。それで終わり。ゲームのせいでおかしくなるってのはわかるし、それで小鳥遊たかなしさんが納得してくれるならさ」

　どうすべきか考えて、そう提案した。

　小鳥遊さんが、納得してくれるように。満足してくれるように。

「その……ズルくて、すみません」

「いや、それは──」

　──俺の方だと思うと、言いそうになって避ける。

　それは、言ってしまうべきではないと思った。

　ここは素直に、彼女を心配してあげた方がいい。

「そんなことは、ないからさ」

　──だから、そうとだけ返した。

　それからしばらく、俺は試着室で小鳥遊さんを優しく抱擁した。





　　　　◆






　電気を消した自室で、ベッドに仰あお向むけになる。

　スマホの時計を確認すると、ちょうど日が変わったところだった。

　あの後、俺は隙すきを見計らって試着室を離脱すると、何食わぬ顔で律りつや美み樹きと合流して、涼すず香かのことを店員に尋ねた。

　結局、店員からはなにも聞き出せなかった。確かに、そういう女の子が客として来ていたのは憶おぼえているが、特に会話をした覚えはないのだそうだ。

「……まぁ、いつものこと、と」

　とはいえ、焦る。状況は動いている。ゲームの参加者だって新しく増えた。

「早く、どうにかしないとな……」

　大きな溜ため息いきを吐つくと、近くに転がっていたスマホを手に取ってゲームを起動した。

　全国大会にも出たことのある、同じ色のブロックをくっつけて消すパズルゲーム『メテラス』。そのスマホ版だ。

　──無心に、色が噛かみ合あう様を求める。

　焦しよう燥そうが苦手だった。心がざわつくと、不安になって頭が働かなくなる。気持ちばかり急せいてしまって、なにも出来なくなってしまう。

　だから、そういう時はこうやって、無心になれるなにかを求めるのだ。

　たとえば、ルービックキューブとか。

　たとえば、パズルゲームとか。

　──ピンポーン。

　と、そうやってスマホを弄いじっていると、階下からチャイムの音が聞こえた。

　──こんな時間に？

　こんな深夜に我が家に来る相手なんて、母親くらいしかいない。というかまだ帰ってなかったのか。

　でも、母親がわざわざチャイムを鳴らすことはないだろう。当然だが、あの人は鍵かぎを持っている。俺を呼ぶ必要がない。

　鍵を忘れた？　落とした？

　それとも、母親ではなく──。

　ひとまず、ベッドから起き上がって自室を出る。

　一階に降りながら、相手がゲーム参加者であった場合、特に現在協力関係にある三人以外だった場合のことを考えた。

　まず思い浮かんだのが、冬とう憧どう先輩。

　初日の美み樹きのように、あるいは先週までの律りつや、先程の小鳥遊たかなしさんのように、自制が利かなくなっている可能性だってある。なにしろ、人がおかしくなるゲームなのだ。

　そしてもし、三人でも冬憧先輩でもない誰か──たとえば、新しく増えてしまった参加者だったりした場合は、どうすべきか。

　──まずは、相手を確認してから考えよう。

　居間にやって来て、ドアホンのスイッチを押して、モニタの電源を入れる。玄関先の様子が液晶に映った。

「……え？」

　思わず、画面の先にいる相手を見て、戸惑いの声を漏もらした。

　なんで？

　どうして、彼女がここに？

　液晶に映っているのは、忘れるはずもなければ、死んでも見間違えることなんてない相手。

　俺の前からいなくなってしまった時そのままに、流れるような美しい黒髪が腰の下まで伸びていた。キレ長の目と薄紅色の唇が、優しい笑みをつくっている。

　服装は、桜さくら海うみ高校の制服だった。

「涼すず……香か……？」

　捜し求めていた、白しら雪ゆき涼香に間違いなかった。





■シーン６　初恋の影




　ドアホンの通話ボタンを押すより先に、ドアへと駆かけていた。

　迷うことなく鍵かぎを開け、無警戒に扉の先の相手を出迎える。

「お久しぶりだね」

　彼女は、他に言葉を連ねるわけでもなく、軽く笑顔を浮かべた後にそう言った。

　しばらく、見み惚ほれていたのかもしれない。あるいは、本当に涼すず香かなのかを見定めようとしていたのか。

　──頭が、真っ白になる。

「今まで、一体どこに……」

「ちょっとね、顔を見せられない事情があってね」

　弱ったような、控え目な笑みを浮かべる彼女。

「原因の見当は、ついているんじゃない？」

「……つまり、あのメールは涼香が送ってきたものだったということか？」

「ええ」

　彼女は、迷うことなく首を縦に振った。

　──でも、どうして？

　脳裏に、そんな疑問が浮かんだ。

　ゲームが理由なのはわかった。だが、あのメールを送ったのが涼香だからといって、これまで彼女が姿を消していた理由にはならない。

　それに、だったらどうして、今こうやって姿を現したのか。

　顔を出せるようになった？　どうして？

「ま、まぁ、こんな場所じゃなんだからさ、家の中に──」

「ううん」

　涼香が首を振る。

「それはやめとく。変に長居すると、名残惜しくなっちゃうかもしれないから」

「べつに、名残惜しくなってもいいんじゃ──」

　──それとも、なんだ？

　また、どこかに行ってしまうとでも言うのか？

　涼香が、気まずげに視線を逸そらして下を向いた。

「今日は、お別れを告げに来たの」

「……お別れ？」

「もう逢あえないと思うから」

　……は？　どういうことだ？

「このままじゃ、ゲームをクリアしてくれないと思ったから」

「いや……いやいや、ちょっと待て。意味がわからない。順を追って説明してくれ。どういうことだ？」

「あのメールには、こう書いてあったはずよ。エンディングを迎えて欲しい、って。でも、なかなかそうしてくれなかった。多分、まだ気持ちを引ひき摺ずってるんだと思う」

「ちょっと待って。エンディングって……」

　それって、他の参加者と結ばれろってことか？

　──馬鹿な。

　俺は、それを避ける方法を考えろということだと思ってたけど。

「クリアして欲しいの。きちんと、女の子と結ばれて」

「いや、でもそんなことをしたら、世界は終わってしまうんだろう？」

「やっぱり、誤解しているね」

　涼すず香かは顔を上げると、苦笑いを浮かべた。

「世界が新しくなる、あのメールにはそう書いてあったはずよ。世界は消えるのではなく、生まれ変わるだけなの」

「生まれ変わるだけって……」

「い、いや、それがどういう状況なのか、わからないんだが」

　想像も付かない。終わらない？

　詳しく説明してくれないと、状況がまったくわからない。意識も身体からだも消えず、別のものにでもなるというのだろうか。

「ゴメンね。でも、私もよくわかってないの。ただ、彼にそう聞いただけだから」

「彼？」

「そう。彼。私の、大切な人」

　──え？

　大切な人？　涼香の？

「それって、どういう……」

「──ねぇ、どうして私が、あなたに近付いたのか知ってる？」

　……？

　いったい、何を言おうとしているんだ。

「幼い頃からね、ずっと大切な人がいたの。魔法使いのような人よ。普通の人が使えないような、不可思議な現象すらも起こせてしまう人」

「……不可思議な……？」

「知ってるでしょう？　ゲームの力。あれはね、彼の力。そして彼はね、あなたを中心にこうしてゲームが起こることを知っていたの」

　そして、彼女は続けた。

「だから、私はあなたに近付いた」

　なに喰くわぬ顔で。

　平然と。

　どこまでも、おぞましい一言を。

「子供の頃から、ずっと。彼に協力して、《アカイイトゲーム》を進めやすくするために、あなたに近付いていたの。でも、困ってしまった。だってあなたは、私に惚ほれてしまったから」

「……彼って、なんなんだよ」

「彼は彼よ。きっと、私がゲームを好きになったのも、彼のおかげ。ゲームマスター」

　ゲームマスター……。

　ならば、ゲームに翻ほん弄ろうされる俺から見れば、その彼とやらは神さまのようなものとでも言うのだろうか。

「ごめん、涼すず香かが言っていることがさっぱりわからない。理解出来ない。しようとも思わない。だってさ、それって俺の気持ちに対して──」

「ええ。あの時は、どうすべきか悩んだの。でもね、下手に振ったばかりに、相手を好きになるなんてことだってあるでしょう？」

　──は？

　ちょっと待て。

　涼香は一体、何を言って……。

「ごめんね、あれは私のミスだったわ」

「つまり、涼香は──」

「ごめんなさい。他に好きな人がいるの」

　ずっと貰もらえなかった、彼女からの返答。

　これは、聞きたくなかった方の答えだ。

「ごめんね。でも安心して。あなたを好きな人は、他にもたくさんいるでしょ？　むしろ、私に振られることによって、あなたはもっと相応ふさわしい相手を見つけることが出来るかもしれない」

「相応しいって……そんな相手、涼香以外にいるかよ！」

　強い口調で、思わずそう返してしまう。

「いるわよ。だからあなたは、このゲームの主人公なのだから」

　彼女の笑みは、初めて彼女と出で逢あった時のように、月明かりに照らされていた。

　美しかった。当然だ、白しら雪ゆき涼香が美しくないはずがない。

　だが、優しくはなかった。笑みも、言葉も。優しかったはずの彼女が、違うなにかへと変わってしまっていることがわかった。

　自問する。認めたくないのか、認めないのか。

　あるいは、そんな少女は最初から存在しなかったのか。

「だから、ね？」

　涼香は、ずっと嘘うそをついてきたとでも言うのだろうか。

　彼女がいう、彼のために。

「世界はね、続いていくよ。誰を選んでも。私を忘れても。きっとね、あなたが望む形に」

　涼すず香かが、ゆっくりと後ずさった。

　普通に考えれば、まだ聞かなければいけないことはあっただろう。

　結局、ゲームとはなんなのか。彼とは、何者なのか。

「待っ──」

　言おうとして、止やめる。

　それ以上の質問に、意味なんてないから。

　何を聞いたところで、俺の望む答えは返ってこないのだろうし、どんな言葉を告げても白しら雪ゆき涼香が戻ってくることはないと悟ったから。

「じゃあね」

　そう言うと彼女は小さく笑って、踵きびすを返して、振り向くことなく夜の道を走り去った。

　遠くなっていく足音。小さくなる背中。

　──追いかけないのか？

　ずっと探し続けていた涼香の背中だ。

　そのために、必死にゲームを進めてきたのではないのか？

　──でも。

　追う意味がない。理由がない。

　俺は、呆ぼう然ぜんと玄関先を眺めていた。
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　妙に目覚めが良かったのは、昨日の興奮が抜けきれなかったせいだろうか。

　昨晩は、当たり前のようになかなか眠れなかった。だから、ベッドの中で色々と考え事をした。涼香と、ゲームやこれからのことだ。

　ベッドから勢いよく上半身を起こすと、両手で頬ほおをパチンと叩たたいて、枕まくら元もとのスマホで時間を確認する。いつもの起床時間より三十分ほど早い。

　アラームの設定をオフにすると、ベッドから降りて窓のカーテンを開けた。心地良い朝の日差しが、自室に優しい光となって差し込んでくる。

　そのままパジャマを脱ぬぎ捨て、制服に着替えた。

「さて、と」

　少し時間は早いが、通学の準備をして部屋を出た。

　台所で朝食と弁当を作りながら、昨晩の考え事の続きを始める。

「ゲームを終わらせろ、か」

　──世界は終わらない。始まるだけ。

　昨日の夜、俺の目の前に現れた涼香はそう言った。

　涼香ではなく、他の女の子を選択しろ、と。

　頭が痛い。きっと、本心なのだろう。その言葉に嘘うそはなさそうだった。

　みんなに、話すべきだろうか。

　──ピンポーン。

　チャイム？

　いつもの時間にはまだ早いけど、律りつや美み樹きがもう迎えに来たのだろうか？

　料理の手を止めて、ドアホンに向かう。通話ボタンを押して、液晶に玄関先の相手が映った。

　──って、え？

　それを見て、俺は驚いて息を呑のんだ。

　液晶に映ったのは、冬とう憧どう先輩だったからだ。

「おはようございます、冬憧先輩」

　モニタの先に話しかける。

「おはよう神かみ代しろ君」

「どうしたんですか？　こんな朝から」

「好きな人の家に押しかけるのに理由は無いでしょ？」

　俺への好意を隠そうともせず、そう言ってのける冬憧先輩。

「……随分と積極的ですね。というか、どうしてうちを知ってるんですか？」

　冬憧先輩がたじろぐ。

「神代君のクラスの女子に聞いたんだ。ほら、ボクってこう見えて、結構女の子にモテるところがあってね」

「知ってます」

　教えたのは誰だよ。

　というか、やってることがストーカー染みているのだが……ゲームの影響を受けていれば、そんなものか。美樹もそうだったし……。

「ちょっとそこで待っていてください。ささっとご飯食べて、弁当の準備したら出ますから」

「え？　中に入れてくれないの？」

「一人なので」

「別にいいじゃん。むしろ、女の子を家にあげるチャンスだよ？」

「俺は紳士なんですよ」

「紳士は家にあげるでしょ、普通」

「とにかく、ちょっと待っていてください」

　一方的に通話を切った。

　先輩を家にあげるのは抵抗がある。もし何かあった時、外と違って家の中は逃げにくいからだ。

　──美樹に襲われたこともあったしな。

　慌てて食事を済ませて、通学の準備を済ませた後、玄関に向かう。

　玄関の扉を開けると、顰しかめ面つらの冬とう憧どう先輩が出迎えた。

「遅いっ！」

「先に行ってても良かったんですよ？」

「そんな冷たいこと言わないでさ～」

　呆あきれたような俺の言葉に対して、お茶ちや目めに返してくる先輩。

「んじゃあ、行こっか」

　そう言うと、先輩がグイと俺の腕を掴つかむ。

　……って、ちょ、ちょっと。

「待ってください。いつも、朝は律りつや美み樹き達たちと一緒なんです。途中で小鳥遊たかなしさんも。だから、みんなを待たないと」

「えー。でも、今からだと結構待つことになるよ？　わざわざ待ってあげる必要は無いんじゃない？」

「いや、勝手に押しかけて来たのは先輩ですからね？」

「偶たまには別でもいいじゃん。今日はボクと一緒に行こうよ」

　とかなんとか、無む茶ちや苦く茶ちやなことを言ってくる先輩。

　……まぁ、いいか。

　今日に限っては、先輩の方がいいかもしれない。

　律と美樹、それにいつも道中で落ち合っている小鳥遊さんには、メールで連絡しておこう。

「わかりました」

　ひとまず、今日は先輩と学校へ行くことを伝えるために、三人にメールを送る。

　それから、いつもの通学路を使って学校へ。まだ朝が早いせいで、普段は見かける同じ制服を着た学生の姿も、ほとんど見かけなかった。

「元気無いよね」

「え？」

「顔、見ればわかるよ。なんだか、疲れてる風に見える。眠れてないのかな」

「そう見えますか？」

「うん。君のことなら、なんでもわかるかも。なんて言うんだろうね……ちょっと、嫌なことがあったようにも見えるかな」

　疲れているのは、間違いないだろう。

　それでも、顔に出てしまうほどではないと思っていたが。

「どうかしたの？」

「いえ……その……」

　昨晩のことを、言ってしまうべきか。

　俺が、迷っていると──、

「協力することに決めたよ」

　突然そんなことを言われて、一瞬なんのことだかわからなくなる。

　暫しばらく考えて、それがゲームのことなのだと気付いた。

「ゲーム、ですか？」

「うん。考えたんだけどね、好きな人が困っているんだったら、助けるのは当然かなって。いや、ゲームがどうとか力がどうとか、そういうのはまだ信じてないし、わからないんだけどさ」

　先輩が、「あはは」と恍とぼけたように笑いながら。

　どうやら先輩は、ゲームのことで協力すると、わざわざ伝えに来てくれたようだ。それはありがたいけど……。

　昨晩の涼すず香かのことがあった。

　──冬とう憧どう先輩に、昨晩のことをどう伝えるべきか。

「でも、それはもういいのかもしれません」

「うん？」

「昨晩、涼香がうちに来たんです」

　迷った末、素直に伝えることにした。

「え？」

　流石さすがに、先輩が唖あ然ぜんとする。

　俺は先輩に、昨晩のことを話した。

　涼香に、ゲームをクリアするように言われたこと。別れを告げられたこと。俺たちがやってきたことが、すべて無駄だったということ。

「そう……」

　先輩は、目を伏せ、まるで自分のことのように──いや、涼香がいなくなってしまうのは、先輩にとっても悲しいことなのだろうが──目を潤うるませた後に。

「それは、辛つらいね」

　哀れむわけでもなく、同情するわけでもなく、ただ静かにこう言った。

「ごめんね。そんな時に、朝から押しかけちゃったりして」

「いえ。それはべつに、先輩のせいではないんでしょうし……」

「ううん。空気を読み切れなかったボクが悪い」

　先輩が、必死に首を左右に振った。

「いやいや。超能力者じゃないんですから」

　そんなこと、普通は知り得るわけがないだろう。

「でも……そっか。だったら、確かに協力する必要は無くなったのかな。そっか……そっか」

　そう言いながら、先輩が何かを考えるようにする。

　どう話を続けるべきか悩んでいるのだろう。

「でもさ、だったらこれからどうするの？　その、ゲームについて」

　──これから。

　俺がゲームを進めていた理由は、状況の打破もあるが、それ以上に涼すず香かともう一度逢あって、彼女の答えを聞くことだった。

　もうその目的は、果たしてしまったということになってしまう。

「ゲームが終わったわけでは、ないってことだよね」

　その通りだ。昨晩、涼香に言われた通りなのであれば、俺は誰か女の子を選ぶ必要があった。

　エンディングを迎える、こと。

　それはつまり、誰かと結ばれるということだ。

「でも、その結果どうなるかとかも、まだわからないんですよね」

　昨晩伝えられたことは、あまりにも不ふ明めい瞭りよう過ぎるし、何より強引だ。

　そもそも、俺は涼香が好きなのだ。

　それを忘れることなんて、出来るわけがないだろう。

「だったらさ、提案があるんだけど」

「提案？」

「今日の放課後、すべてを忘れてさ。二人で遊びに行かない？」

「二人で？　こんな状況で、ですか？」

「こんな状況だからだよ。一度気持ちをリセットした方がいいんじゃないかな？」

「でも、先輩だってゲーム参加者の一人ですよね？」

　その誘いに乗るということは、わざわざ口説かれに行くということだ。

　そんな危険なこと……。

「ボクは他の子達たちに比べて神かみ代しろ君と付き合いが浅い。互いに間違いは起きにくい。そうは思わないかい？」

「初対面でも襲って来る奴もいました」

「ボクはそんなことないさ。そもそも、これから選ぶにしてもさ、神代君はボクのことを知らなすぎるだろう？　不公平だから知っておいて欲しいってのもある」

　それは──

「俺はまだ、ゲームを終わらせると決めたわけでもないですよ？」

「勿もち論ろん、それもわかってるよ。ただ、そうするにしてもって話」

　先輩が即答する。

　俺の悩みなんてわかっていると、言わんばかりだ。

「それにね、その話はまだ他の子達にしない方がいいと思うんだ。ギスギスして、空気が悪くなってしまう可能性がある。神代君を取り合うわけだし」

「それは先輩もでしょう？」

「ボクは大丈夫だよ。心が強いから。だからこその、ボク」

　先輩はそう言うと、右腕で力こぶを作るようなポーズを取った。

「とりあえず、良い相談相手になりたい。今後、ゲームについてどうやっていくかのさ。なんなら、君に誓うよ。その間、ボクは絶対に手を出さない。友達の立場を守る。どうだい？」

　約束が守られる保証はないものの、

「……嬉うれしすぎる提案ですが」

　つまり先輩は、これから始まるであろうややこしい人間関係を、上う手まく切り抜ける為ための手助けをすると提案してくれているのだ。

　確かに、もし誰かを選んでゲームをクリアしようとする場合、そのことを他のみんなにも伝えるタイミングは慎重になるべきだし、もしかするとそれまで情報を隠す必要もあるのかもしれない。

　──とはいえ、先輩が信用出来るかは別問題なのであるが。

「でも、部活はどうするんですか？」

「さぼっちゃう。今は君の方が大事だし？」

「先輩にとって部活は、そんなに軽いものなんですか？」

「君がそれだけ重たいんだよ」

　そうもあっさりと言われると、照れるけども。

　──ふむ。

　少し悩んだ結果。

「わかりました」

　──でも、そうだな。

　俺は、彼女の申し出を受けることにした。
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　昼休み、教室にて。

　周囲の席をくっつけて、律りつや小鳥遊たかなしさんと弁当を広げていた俺は、先輩とのデートについて二人に話した。

「って、はぁ!?　涼すず香かがやって来て、ゲームが終わり？　それで、なんでデートの誘いなんかを受けちゃってるわけ!?」

「ちょ、あまり大きな声出すなって」

「ご、ごめん！　……で、でも、求もと無むが悪いんでしょ!?　意味がわからないんですけど!?」

「そ、そうです。意味がわかりません」

　二人は驚いていたし、止めようと猛反発してきた。当然のことだろう。

「まぁ落ち着いて。俺にとって、必要なことなんだよ」

「必要って何よ。アンタ、冬とう憧どう先輩に惚ほれちゃったわけ？」

「そうじゃなくてだな──」

　面倒だが、頑張って説明する他ないだろう。

　…………。
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　放課後。先輩とともに向かったのは、学校を挟んで繁華街とは反対側にある、大きめのファッションビルだった。

　繁華街ではなく、こちらが先輩の活動範囲らしい。

「それで、どこに連れて行ってくれるんですか？」

　ビルの中には、喫茶店や飲食店を始め、洋服屋に小物屋に本屋に家電店、レコードショップに映画館と、おおよそ年頃の男女が欲しそうなお店が、選より取どりみどりで揃そろっている。

「それは、君が選ぶべきなんじゃないかな？　男の子なんだし、デートはリードしてくれないかって」

「落ち込んでる俺を元気付けるためにって話だったでしょう？　それに、今時男がデートを率先するものだなんて、考えが古いですよ？　先輩の方が年上なわけですし、率先してくれてもいいんじゃないでしょうか」

「むぅ」

　ちょっと意地悪に返してみると、先輩は両腕を組んで、困ったような表情を浮かべた。

「じゃあ、とりあえず適当にお店を回ってさ。あー、じゃあ、映画とかどうかな？　デートだし」

「やっぱり、先輩って考えが古いですね。今時、デートだから映画なんて言い出す人って少ないですよ？」

「えー、じゃあデートってどんなところ行くのさ」

「それは……」

　考えてみれば、これまで彼女がいたことなんてなかったのだ。

　俺が示せる、デートの具体例なんてないことに気付いてしまった。

「……映画館にしましょう」

　困った末、そう答える。

　先輩は勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

　──なんとなく、会話のイニシアティブを取ろうとしてしまうのは、先輩が涼すず香かに似ているからだろうか。

　そういえば、あいつと話す時もこんな風だった。

　自分が年下だということに負い目を感じて、背伸びをしようとしてしまうところがあったのだと思う。

　相手より下に見られたくないというか、会話のイニシアティブを取られたくないというか。

「じゃあ、まずは映画館でチケット取って、待ち時間があったらお茶しようか。神かみ代しろ君は、普段映画とか見る？」

「人並み程度には」

「好きなジャンルは？」

「特には」

「つまんないな～。ま、いいや。行ってからノリで決めよう」

「本当になんでもいいですよ。面白そうなやつにしましょう」

「だから、もっと主体性を持ってさ～」

　ショッピングビルのエスカレーターを昇り、五階へと向かう。

　エスカレーターを降りると、すぐ正面に映画館の入口が見えた。

　受付カウンターの上にはいくつかのテレビモニタが設置されていて、上映中の映画と開演時刻を報しらせてくれている。

「じゃ、あれにしよっか」

　先輩が、館内に飾ってあるポスターの一つを指差した。

　──『呪じゆ爆ばく怨おん殺さつ！　ドリル男！』。

　ポスターには、仰々しいデザインのタイトルロゴと、その背景に映る両腕からドリルの生えた角付き男のシルエットが描かれていた。

「どうかな？　怖いのは苦手？」

「怖い……んですかね、あれ」

　Ｂ級臭が凄すごすぎて、俺の感性だとギャグ映画のように見えるが……。

「それに、元気付けるのにホラー映画って、違和感ありますけど」

「デートっぽいかなと思って。それに、怖い映画だったら、わざとらしく神代君に抱き付いたりも出来るかなーって？」

「それ、本人に言ってしまったら意味がないんじゃ？」

「あ、それもそうか」

　先輩が、わざとらしく驚いてみせた。

「まぁ、俺は構いませんが」

「お、本当？」

　無難なものよりも、話のネタになりそうな映画ではあるし。

「それよりも、先輩は本当にこれでいいんですか？」

「これがいいんだよ。面白くなかったらなかったで、話のネタになりそうじゃない？」

　先輩の返事に、思わず噴き出してしまう。

「なに？　なにかおかしなこと言った？」

「いえ。俺が思っていた通りのことを言ったので、つい」

「似た者同士だもの、仕方ないじゃん。それに、くだらないものの方がいい。落ち込んでるのはきみだけじゃないんだよ？」

　ふと、冬とう憧どう先輩が目線を落とした。

　自分だって、涼すず香かと再会出来るのを楽しみにしていたと、言いたいのだろう。

「……とりあえず、チケット買いましょうか。上映時間も近いみたいですし、中に入っちゃいましょう」

　励ますのも違うと思って、そう提案する。

　すると、先輩がギュっと右手を握ってきた。

「あの、先輩？」

「デート中なんだから、ね？」

　でも──。

　──ドキン。

　刹せつ那な、危き惧ぐした通りに、ポケットの中で「ぶるる」とスマホが震えた。

「あ、そっか。ゲームが」

　ゲームのルールを思い出したのか、先輩がパっと手を離す。

「ご、ごめん。すっかり忘れちゃってて……」

「あはは、気にしないでください。まぁ、手は離したまま行きましょう。その……何かあるといけませんし」

「そっか、それは残念だ。でも、何かあるかもってことは、ちょっとはボクを女の子として意識してくれてるってことでいいのかな？」

「そりゃあ、まぁ」

　否定はしない。それどころか、とても魅力的な女性だと思う。

　すると、先輩が満足そうに頷うなずいた。

「そっかそっか。じゃあ、行こうか」
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「ええっと……個性的な映画だったね」

　映画が終わって席を立つなり、先輩が困惑した表情で呟つぶやいた。

「最後まで語られなかったんだけど、なんであの男は両腕がドリルだったんだろう……」

「ミステリーですよねぇ」

　作中、男がなんらかの組織に捕まって、両腕を改造された──かのように仄ほのめかす描写はあったが、結局最後まで明らかになることはなかった。

「しかも、襲われてる女の子たち、男のドリルを見て恍こう惚こつとしてるし」

「ちょっとエッチでしたよね」

　話のネタになりそうとは言っていたが、人の前で話すのが、いまいち躊躇ためらわれる内容である。

　当然、女の子と二人で見ている俺だって気まずかった。

「ひとまず、行きましょうか。この後、どうします？」

「お茶でもしていきたいけど、どうかな？　もう遅い？」

　九十分映画だったので、まだ外は明るいはずだ。

　先輩の言葉に頷うなずくと、上映ホールを出て館内を脱ぬけた。

　喫茶店は、ショッピングビル一階の入口近くにいくつかある。買い物客が休みやすいようにと、その場所につくったのだろう。

　そのうちの一つの店に入って、カウンターで適当に飲み物を買う。俺がアイスコーヒーの一番小さな奴を選ぶと、先輩も同じものを選んだ。

「ボクもね、自分で決めるのが苦手なんだ」

　すると、急に彼女がそんなことを言った。

「何の話ですか？」

「映画を選ぶ時とかの話。神かみ代しろ君、選んでくれなかったからさ。ボクもそういうところあるって話」

「主体性が無いってことですかね」

「合わせるのは得意だけど、空気を読むのは苦手なんだよね。神代君もそんな感じじゃない？」

「否定はしません」

　元々、周囲とは流れている空気が違うせいだろう。ズレているから噛かみ合あわないのだ。

　最初からわからないものを、無理に理解する必要はないし、理解したつもりになる意味もない。だったら、合わせてしまう方が楽だし、失敗しないというものである。

「だったら、好きな人と一緒でいいよね」

「……まぁ、そうですね」

　否定せず、そのまま空いている席へ。

「って、先輩、そんなにガムシロップ入れるんですか？」

　カウンターに置いてあったガムシロップを、先輩は三つも持ってきていた。

「苦いの、あまり好きじゃないんだよね」

「それにしても、多すぎなのでは。太りますよ？」

「む……」

　先輩が、空いたガムシロップの容器を凝視する。

「まぁ、その分部活で動いてるし。大丈夫だって」

　一瞬、後悔したよな……。

「でも、本当に良かったんですか？」

「なにがかな？」

「部活。休んじゃって」

「上う手まく上が休まないと、下も休めないでしょ？」

　どこの中間管理職ですか。

「ちょっと、ギクシャクもしてたしね」

「部員と、ですか？」

「根詰めすぎてたみたいでさ。みんな、ボクみたいにやりたいわけでもないし。所しよ詮せんは部活。生き甲が斐いではない」

　喧けん嘩かでもしたのだろうか。

「あ、大したことはないんだ。心配しなくていいよ」

　そこでふと、気になったので、

「……先輩って、どうして演劇を始めたんです？」

　聞いてみる。

「うん？　聞きたい？」

　嬉うれしそうに、先輩が聞き返してくる。

「ええ。折せつ角かく仲良くなれたんですし、先輩のことをもう少し知りたくなっちゃったんです。迷惑でなければ」

　俺の言葉に、先輩は首を横に振った。

「ううん。神かみ代しろ君ならむしろ話したい、かな。知ってる？　誰にも喋しやべらない話って、語る相手を見つけたいことだったりもするんだよ？」

「知って欲しいから、ですよね」

「やっぱり、神代君なら話せるのかも」

　涼すず香かには話さなかったのだろうか。タイミングが無かっただけなのかもしれない。

「親が、厳しかったんだ。怒りっぽいっていうのかな。それでいつも、合わせるようになってしまって。親に、嫌われたくなかったからさ」

　どうやら、先輩も家庭に面倒さを抱えているらしい。

「だんだんね、自分を作るようになっていったんだ。そうしたら、今度は学校で馴な染じめなくなっちゃって。みんな、普通に接しているのに、こっちは頭で考えちゃうんだよね。どう、話すのが正しいんだろうって」

　──やっぱり似ていた。

　当たり前のように周囲に馴染める人間と、そうでない人間との壁。

　そして彼女は、俺と同じそうでない人間なのだ。

「そうしたらね、全然周囲と上う手まくいかなくてさ。小学生の頃は、友達という友達もいなかった。それで、中学に上がった時、部活の案内で、演劇部の練習を見て」

　先輩が、コーヒーの入っていたプラスチックのカップを、人差し指でこつんと弾はじいた。

「運命、みたいなものかな。もっと上手く、自分を演じる技術が欲しいと思った。もしくは、普段から自分のやっていたことが、なにかに活いかせそうだということが嬉しかったのかもしれない」

　だから、演劇を始めたと。

　世界に溶け込みたかったから。

　自分の意味を、確かめたかったから。

「やっているうちに、一生懸命になっていった。必死だったとも思う。ボクにはこれしかないとも思った。自分が生きているのは、このためだとも思った……恥ずかしいよね。ただの部活でさ」

「べつに、恥ずかしくはないと思いますよ。コンプレックスとか、苦手意識とか。そういうものが人を駆かり立てるのは、普通だと思います」

　先輩が自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべる。

「でも、重すぎたんだよ。ボクはそう。いつだって重たいんだ。だから、部員とギクシャクしちゃったのかもね」

「好きなものに重たくなるのも、仕方のないことです」

　好きな人にだってそうだ。

「……ありがとう。今日は、君に気分転換してもらうつもりで来たんだけど、気付いたらボクが楽しんでたみたい」

「いえいえ、楽しんで貰もらえたのなら嬉うれしいです。俺も、先輩のことが色々知れて良かったですし」

　先輩が、どうして演劇部なのか。

　何な故ぜ、すぐに惚ほれ込んでしまうくらいに、俺に共感したのか。

　このまま彼女のことを聞き続ければ、本当に好きになってしまいそうな気もした。

　似ているから。共感してしまうから。

「神かみ代しろ君もさ、話したいことがあったらボクに話してくれていいんだよ？　いや、無理に聞くつもりはないけどさ」

　──ドキン。

　先輩の言葉に、胸が震える。

　少しだけ、世界が朦もう朧ろうとなった気がした。まるで、砂漠に生まれた蜃しん気き楼ろうのように。

「その、ボクは君のことなら、わかってあげられると思ってるし」

　だから、言わなければいけない。

「ゲームのこともさ、これからどうやっていくかも含めて、相談したいことがあったら、ね？　他の子達には、言えないでしょ？」

　これ以上、彼女のことを好きになってしまう前に。

　彼女を、不用意に傷付けてしまう前に。

　────。

「……ん？　どうしたんだい？」

「いえ、どう言ったものかと悩んでまして」

「何が？　ええっと、だから、気軽に相談してもらえればそれでボクは構わないんだけど」

「いえ、そうではなくって」

　深呼吸する。

　胸に手を当て、動どう悸きを抑えて、ゆっくりと口を開いた。

「先輩が、擬態の力を手に入れたのは、だからなんですね」

　先輩の表情が、愕がく然ぜんとしたものに変わる。

「……え？」

　だから。

　演技が得意で、演技を求めた彼女だったから。

　だから、誰かに成り代わることが出来たのだと。

「気付いていますよ。昨晩の涼すず香かが、涼香ではなくて先輩だったことくらい」

　いつからわかっていたのか？

　多分、最初からだ。

　彼女の雰囲気。仕草。

　顔や声以外のすべて。

　俺と話すのに、いつもの公園を使わなかったこと。

　求無ちゃんと、呼んでくれなかったこと。

　そして、なによりも、

「約束の言葉」

「え？」

「あるんですよ。俺と涼香の間に、約束の言葉が」

　２３５７１１１３１７１９。

　いくら俺を突き放すためとはいえ、それを言わなかったなんて、あれは涼香なんかじゃない。

「ちょっと待って、君は何を……」

「先輩は、力を手に入れたんでしょう？　おそらく、最初から。俺達たちがゲーム参加について尋ねた時には、既にそういう力を使えていた」

「な、何の根拠があってそんなことを……」

「確証はありません。でも、経験に基づく推測です」

　律りつや小鳥遊たかなしさん、美み樹きの三人は、アプリによってゲームへの参加が表示された時には、既に力を使うことが出来た。

　そのことを考えれば、先輩だって最初から力を使えるようになっていた可能性は高いはずである。

「や、やだなぁ。言いがかりだよ。ボクは力なんて、よくわかってないし。ゲームのことも聞いたばかりだし？　君が、何を言っているのかさっぱり──」

「現状、俺の知らない力を使える可能性があるのは、先輩以外にはいない。だから、間違いなく先輩なんですよ。だって、あれが涼香のはずは、無かったんですから」

「そ、そもそも、どうしてボクがそんなことをする必要が」

「きっと、ゲームのせいで焦っていたんでしょう。律りつも、美み樹きも、小鳥遊たかなしさんだってそうでした」

　だから、俺を諦あきらめさせて、自分に気持ちが向くように、力を使って仕向けようとした。まるで、自分だけが味方であるように、他に相談する相手などいないように持ちかけて。

　巧みに、自分に優位な状況を作ろうと、演じていたのだ。

「違いますか？」

　もはや確認するのは、彼女の気持ちだけ。

　俺を騙だまそうとしていたことは、疑いようのない事実なのだから。

「──っ！」

　そこまで言うと、先輩が慌てて席を立ち上がった。

　そのまま、逃げるようにして喫茶店から出て行く。

　──今、追っても仕方がないか。

　と、彼女の背中を見送ると、代わりに律、小鳥遊さん、美樹の三人が店に入ってきて、俺のテーブルへと来た。

「無事、終わったみたいだねー」

　美樹が、呑のん気きそうに言った。

「無事かどうかはともかく、伝えることは伝えたよ」

「あの様子だと、おにーちゃんの推測は間違ってなかったと」

「そうなってしまうな」

　実は三人には、こっそりと尾行してもらっていたのだ。





　　　　◆






　時系列を遡さかのぼる。昼休み、律と小鳥遊さんの二人に先輩とのデートを伝えた後、俺は順を追って状況を説明した。

　確証は無いが、昨晩現れた涼すず香かは、冬とう憧どう先輩ではないかと思っていること。そして、それを暴くためにも、デートに付き合ってみようとしていることを。

「そうですか……冬憧先輩が、いきなりそんなことを」

　小鳥遊さんが、困惑した様子で言った。

　律が、声のトーンを落としながら、周囲に聞こえないような声で聞いてくる。

「でも、本当に涼香じゃなかったの？」

「違う」

　迷いなく断言する。

　あれは涼香じゃなかった。理由は色々あるが、涼香に関して誰よりも詳しいはずの俺が、間違えるはずがない。

　それだけで律は、納得してくれたのだろう。

「そっか。まぁ、アンタが言うのならそうなんでしょうね」

「でも……デートに付き合うって、二人きりで行くことになりますよね？　危険じゃないですか？」

　小鳥遊たかなしさんが不安そうに聞いて来た。

「そこはなんとか頑張るよ」

「駄目です！」

　小鳥遊さんが反対する。

「でも、手っ取り早く確かめちゃいたいしさ。二人きりでデートして、先輩の様子を窺うかがいたい。そっちの方がボロを出す可能性も高いだろうし」

　伝えるタイミングというものもあった。

　先に、もう少し先輩のことも知っておきたいし。

「わかりました。だから……だったら、せめて私も付いていきます」

「え？　いやでも、二人で行かないと──」

　誰かがついてくると意味がない。

　警戒されてしまうだろうし、迂う闊かつな真ま似ねはしないだろう。

　すると、小鳥遊さんは真面目まじめな顔のまま首を横に振る。

「そうじゃありません。要は、先輩にバレなきゃいいわけじゃないですか。尾行します」

　──なるほど。

　確かに、付いてきてくれるというのであれば、そちらの方が安全だ。

「いいの？」

「はい。間違いが起こらないように、しっかり見張りますので」

「あ、だったら私も行くわよ。小鳥遊さん一人よりは安全でしょう？」

　律りつもそう言った。




　その後、美み樹きにメールをすると、彼女も迷わず「自分も行く」とメールを返してきた。

　そうして、三人は俺と先輩のデートを、尾行することになったのである。





　　　　◆






　ちなみに、俺の服には小型のマイクをつけていて、先輩との会話は三人にも聞こえるようにしていた。

「でも、あのおねーちゃん、本当に大丈夫？　えらいショック受けてたけど。ヤケ起こしたりしない？」

「……そうならないように、ケアしていくしかないだろう。一応、知りたい情報は知ったし、先輩の事情については把握出来た。これから上う手まく接触して、説得していくしかないさ」

「私の時みたいに、追いかけて慰めてやれば良かったのに」

　それとなく不機嫌そうな感じで、律りつが言った。

「律の場合とは違うからな。お前の場合は、互いのことを理解していた上で歩み寄れば良かったというか……先輩の場合は、解決点が見えない」

　俺がそう答えると、律が嬉うれしそうな表情を浮かべた。

　──ああいや、律を喜ばせるつもりはなかったのだが。

　美み樹きは敵対心を丸出しにして、威嚇するように律を睨にらんでる……。

「こほん。と、ともかくさ！　そういうわけだから！」

　どうやら、いらないことを言ってしまったらしいので、咳せき払ばらいをしてごまかす。

　冬とう憧どう先輩には時間をかけて、ゆっくりと諦あきらめてもらうしかないだろう……。

　いや、諦めてもらう必要はないのか。

　でも、ゲームに協力してもらえるように口説く必要がある。

「本当に上う手まく行くでしょうか……」

　小鳥遊たかなしさんが、心配そうに言った。

「わからないけど、上手く行く方法を探していくしかないんじゃないかな」

「それは、そうですけど……」

「何か引っかかってる？」

「あ、いえ、大した話ではないんです。ただ、演じたくなるって複雑で面倒な感情ですから。難しい相手だろうなって……」

　演じる、か。

　子供の頃、周囲に馴な染じもうとして上手くいかなかった俺だから、そういう感情については理解出来ている方だと思う。

　──だからこそ、俺は先輩に似ているのだろうし。

「うん、わかってるよ。でもさ、それを言うなら俺だって面倒な部分は多いし、みんなだってそういう部分はあるものじゃない？」

　俺の言葉に、小鳥遊さんがハっとなる。

　こんなゲームに参加しているのだ、面倒じゃないわけがない。

「そう……ですね」

　小鳥遊さんは、納得してくれたのか、戸惑う素振りをしながらも頷うなずいた。

「ま、美樹には演技なんて必要ないけどね。いつだって素直でトリプル元気。それが美樹の良いところだから」

「自分で言うのかよ」

「本当にそうよ。素直だろうがなんだろうが、アンタが面倒なのに変わりはないけどね」

「うん？　めんどくさい感じで自殺していた、律おねーちゃんがそれを言うの？」

「ぐぬぬ……」

　すぐに美樹に言い返されて、律が顰しかめ面つらで睨み返した。

　そうだ。この三人だって、最初は色々あったけど、協力してくれているんだ。

　──きっと、先輩だって。





　　　　◆






　小学生の頃、父の日に向けて絵を描けと学校で言われて、困ったことがある。

　ボクの中で、父親といえば癇かん癪しやくを起こす人のこと。周囲のみんなは、当たり前のように笑っているお父さんの絵を描いていたが、ボクにはそういう父親像というものがイメージ出来なかった。

「だから、ボクがあいつにぶたれるのも、普通のことなんだよね」

　公園のブランコに腰を掛けた凪なぎは、頭上の月を見上げながら、赤くなった右頬ほおを手で擦さすりながら、げっそりと呟つぶやいた。

　理由は、家に帰るのが遅かったことだ。

　神かみ代しろ君と別れて、そのまま家に帰る気も起きなくてぶらぶらしていたら、部活のある日以上に遅くなってしまっていた。

　家に着いたのは夜の十時頃だが、特に門限などがあったわけではない。

　でも、どうやら父はそれが気にくわなかったらしく、ボクを激しく責め立てて殴った。

『人に心配させるとは何事だ！』

　顔が赤かった。酔っていたのだろう。

　要は、機嫌が悪かったのだ。

　そして、母にも説教をされた。彼女にとって父は絶対で、父が怒れば彼女も怒る。我が家は、そういうものだった。

　──子供の頃から、いつもこうだ。

　父は、気に入らないことがあれば、すぐに暴力を振るう。

　母はそれに従ってボクに説教をする。だからボクは、それが怖くて、二人に嫌われたくなくて、幼い頃からずっと両親の顔色を窺うかがってきた。

　ボクという一人称だって、父が望んだものだ。

　なんでも、父は息子が欲しかったらしい。

「はぁ……」

　家出するのも、初めてではなかった。もうこれで三度目だ。

　幼い頃は、両親の言うことを素直に信じて、求められる自分であろうと思い続けてきた。でも、高校に上がってからは、それが次第に付き合いきれなくなってきた。

　自我が芽生えたのかもしれない。遅すぎる反抗期が来たのかもしれない。

　演技に、疲れたのかもしれない。

　──最後は謝って、家に戻ってしまうのだけど。

　家を出てから、気が付けば神代君の家の近くに来ていた。

　夕方、あんな別れ方をしたのだ。どうにか仲を修復したいという思いから、無意識のうちに近くに来てしまっていたのかもしれない。

　──それにしても、やっちゃったなー。

　べつに、簡単に騙だましきれると慢心していたわけではない。

　神かみ代しろ君に言われた通り、焦っていたのだろう。

　なにせ、自分だけゲームについて詳しくなく、神代君との付き合いも短いのだ。

　そんな状況で、他の子達たちに負けず、彼の心を射止めるには多少無む茶ちやが必要だと思った。

　──いや、思わざるを得なかったのかな。何かに急せかされ、求めてしまう感じ。きっとこれが、ゲームの影響なのだろう。

「……ゲーム……《アカイイトゲーム》、か」

　呟つぶやきながら、近辺を徘はい徊かいする。流石さすがに、神代君の家を訪ねる勇気は無かったので、避けるようにして探索した。

　この辺りの地理については、いつか何かで必要になることがあるかもしれない。神代君の家の近くなのだ。調べておいて損は無いだろう。

　そうやって歩いていると、近くに古びた公園を見つけた。

　人ひと気けも無く、少し足を休めるには丁度いいかもしれない。

　公園に入って、座れそうな場所を探して、ブランコに目を留めた。

　ブランコに近付いて、座面に腰を下ろす。

「家出をした女子高生が来るには、雰囲気があって悪い場所ではないよね」

　夜の虫が鳴いている。

　時間は今、夜の九時くらいだろうか。鞄かばんの中のスマホを取り出せばわかるだろうが、面倒だった。

　──しかし、踏んだり蹴けったりだ。

　部活のメンバーとは上う手まくいかず、きっと好きな人にも嫌われ。親に怒られて家出をして。

「ほんと、散々」

　変わりたい。

　よく、こんなことを思う。

　自分ではない誰かに。みんなが望んでくれる自分に。

　どうしてボクは、両親に嫌われないようにするだけで、こんなにも苦労しなきゃいけないのだろう。

「灰被かぶり姫も、こんな気持ちだったのかな」

　家族に苛いじめられ、不幸な毎日を過ごしていた童話の中の彼女。幸せを願い、魔法の力で王子さま居場所を手に入れることに成功した主人公。

　──ボクも、王子さまが欲しい。

　そんな想おもいが強かったのは、ボクが灰被り姫を好きだったからだろうか。自分を重ねていたからだろうか。

　安心出来る、平和な居場所を手に入れるために、戦わなければと思っていた。知恵を絞ったからこそ、演じるようになった。

　そう、演技とは、平和を求める私の知恵であり、武器だったのだ。

　──戦わないと。

　灰被かぶり姫が、嫌がらせとして義母にバラ撒まかれた豆を何度も拾い上げたように、諦あきらめるのはまだ早い。

　ブランコから立ち上がる。

　要は、神かみ代しろ君を惚ほれさせて、キスをすればいいというだけの話だ。

　神代君の見せてくれたメールに記載されていた、ゲームのルールとやらを信じるのであれば、そうするだけで世界は二人きりになる。

　他の誰もいなくなった世界で、ボクと彼だけの居場所が出来上がるというわけである。

　白しら雪ゆきさんも、きっとわかってくれるだろう。彼女は、ボクの苦しみを理解してくれていた。だから、ボクが幸せになれることを、祝ってくれるに違いない。

　──さて、どうするべきか。

　ひとまず、ボクが使える最大の手札は、ゲームとやらによって使えるようになったらしい擬態の力だ。

　これを使って、他の女の子たちを蹴け落おとす……のはもう無理か。

　元々はデートで神代君の良き理解者になってあげた後、他の子達たちを演じて、彼が嫌うように仕向けるつもりだった。

　でも、それが出来ないのであれば力尽くだ。

　力を使って、再び白雪さんの姿になる。

　これは、神代君が好きな女の子の容姿だ。押し倒されれば、良い気にもなってしまうだろう。

　きっと、彼にとっては、夢にまで見た相手だ。エッチしたいに決まっている。年頃の男の子なのだ、好きになった相手とセックスしたくないはずがない。

　なんなら、ボクはずっとその姿のままでもいい。白雪さんの形をしたボクとなって、彼に受け入れてもらえればいいのだ。

　見た目なんて、なんでも良かった。子供の頃からそうだ。だから私はボクを演じ、親に望まれるように頑張り続けた。

　──ただ、ボクという存在を彼が受け止めてくれるのであれば、それでいい。

「善は急げ、と」

　することが決まったので、彼の家を目指すことにする。

　そうして、公園を出ようとした時だった。

　カタカタカタと、タイヤを引くような音が聞こえた。キャリーカー？

　そして足音。誰かが公園に入ってきて、ボクの前にやって来た。

「──え？」

　月明かりに照らされた美び貌ぼうに、ボクは見覚えがあった。

　腰の下まで下りた黒い髪。透き通った淡い瞳ひとみ。

　白いシャツにチェックのミニスカートは、昔、一度だけ一緒に遊びに行った時、彼女が着ていた服だ。右手は、スーツケースを引いていた。

「この町に帰ってきて早々、とんだ場面に出くわしたわね。どこに行こうとしているのかしら、私の偽物」

「……なん……で……？」

　どうして、彼女がここにいるのか。

　この町から居なくなってしまったのではなかったのか。

「冬とう憧どうさん、あなたのことは嫌いではなかったわ。でもね、それは良くないわ。まだ、求もと無むちゃんと知り合って間もないはずの貴方あなたが、やすやすと力を使ってしまうほどに重たくなるのは、本当に良くない」

　そこまで言うと、彼女はスカートのポケットから何かを取り出した。

　彼女の取り出したものが、月明かりを反射してギラリと光る。

　刹せつ那な。思考を許さぬ速度で、彼女が飛び込んで来た。

　そして、腹部にドンとした衝撃が走って、じわりとお腹なかの奥の方が熱くなる。

　──え？　え？

　一瞬、何が起こったのかわからなかった。

　どうしてお腹が熱くなっているのか。何かが身体からだから出ているのはわかる。でも、何が出てる？

　ええっと、これは……。

　──あ、血だ。

　と、思った刹那。

　──ッッッッ！

　激痛が走る。刺されたのがわかった。

　どうやら、彼女の取り出したものは、刃物だったらしい。

「っ──あ──」

　声を出そうとした瞬間、今度は彼女の手が口に回り、なにかを貼はられた。ベタリと、シールのような……ガムテープだ。

「こんな時間に、こんな場所で、そんな力を使っていた自分を恨むのね。いやでも、どこにいても一緒だったか。あなたからになったのは、予想外だったけど」

　──なんで、こんなことを。

　そう聞きたかったが、テープに塞ふさがれて声が出せない。

「まず一人、と。さて、上う手まく行くといいんだけど……」

　そう言うと、彼女がもう一度グイっと刃物を腹部に突き立てた。

　ぐりぐりと、彼女は肉を抉えぐるようにしながら刃物を押し込む。

「っ！」

　あまりの痛みに叫ぼうとするが、テープに阻まれて声が出ない。

　──痛い、痛い痛い。誰か、誰か助けて。

「ごめんね。でも、今のうちに慣れておいた方がいいかも。あなたこれから、何度も死に続けることになるのだから」

　──は？

　脳を何度も駆かけ巡る疑問符。

　何度も……死に続ける？

　彼女は一体、なにを……。

「死ねないのなら、殺し続ければいい。どうかしら、くそったれな神さま？」

　──だから、なにを言って……。

　そう考えているうちに、身体からだの感覚が遠くなり、意識が薄く、白く染まり始めた。

　──気が付けば、ボクの意識は消えていた。





■シーン７　気持ちの行き止まり




　桜さくら海うみ市に戻って、最初に向かったのが想おもい出での場所だった。

　求もと無むちゃんと出で逢あった、彼の家の近くにある公園。

　戻って最初に訪れるのは、ここだと決めていた。

　その程度にはロマンティストだったし、これから成すべきことに対する願掛けのようなものでもあった。

　かくして、もう人ひと気けもなくなった深夜、誰もいないはずの公園を訪れたわけだけど、そこで思いも寄らぬ相手と出逢った。

　かつて私の通っていた高校の制服を着た、自分自身の姿。

　──これは。

　すぐに、それが誰なのかわかった。

　話は聞いている。現在の参加者で、人に化けるなんて力を手にしそうな人間は、一人しかいない。

「この町に帰ってきて早々、とんだ場面に出くわしたわね。どこに行こうとしているのかしら、私の偽物」

　一瞬、どうすべきか悩んだ。姿を見られている。人気が無いとはいえ、近くは住宅街だ。準備だって十分ではない。

　──それでも、一つ手間が省けたと思うべきか。

　決断した直後、スカートのポケットから、ナイフを取り出して彼女の懐ふところへと飛び込む。

　抵抗する術すべなく、呆あつ気けに取られていた彼女を切り刻んだ。

「冬とう憧どうさん、あなたのことは嫌いではなかったわ。でもね、それは良くないわ。まだ、求もと無むちゃんと知り合って間もないはずの貴方あなたが、やすやすと力を使ってしまうほどに重たくなるのは、本当に良くない」

　出来るだけ致命傷は避けたつもりではあるが、このまま放ほうっておけば死んでしまうだろう。もし、ゲームの力で生き返って、何事も無かったように意識を取り戻されては面倒である。

　念のため、両手両足を拘束してから中身の入っていないスーツケースに詰め込むと公園を出た。スーツケースは、こうなった時のために携帯していたものである。

　随分と重たい荷物が増えてしまったが、ここから早歩きで一時間弱程度の距離だ。運べない距離ではない。

　しかし、いつでも捕まえられるように準備をしてきたのは正解だったようだ。本当に偶然だったが、こんなに楽に参加者が捕獲出来たのは幸運である。

　こんな深夜に独り歩きをしているのだ。途中、警察にでも見つかって補導されると面倒だが、そうならないように祈りつつ目的地を目指した。

　行き先は、市の外れにある山奥の一軒家。周囲には深林以外なにもなく、白しら雪ゆき家の私有地なので誰も入ってこない。もともとは、親が気き紛まぐれに別荘として買ったものらしいが、お願いして譲ってもらった。

　どうせ、物にも子供にも執着のない人たちだ。不要品が不要品を強ね請だったところで、どうでもいいというところだろう。




　荷物が重たかったせいか、道中暴れられないように何度もナイフで殺し続けたせいか、別荘までは二時間ほどかかった。

　観光地のペンションにしか見えない根城に着くと、滑りの悪くなった木製の入口をこじ開けて、腐った樹きの匂においが充満する施設の中へと入る。

　それから、三十畳くらいはありそうな、食堂として使う予定だったらしい大広間を抜けて、上下に続く階段を下に降りた。

　階段を降りてドアを開けば、そこには一階大広間と同じくらいの面積の洋室がある。

　洋室の床や壁は、木材の板目が剥むき出だしになった無骨なものだが、大した汚れは見られない。また、部屋の端には棚たなや机の類が並んでいて、ベッドもある。

　上は貰もらった時そのままだが、この部屋は中で生活出来るようにと手を入れたのだ。

　この日が来たときのためにと、以前から時々立ち寄っては必要なものを運び入れ、時には《錬成》もしていた。

《錬成》。それは、私が持っている力。

　運命に打うち克かつために、運命に打ち克つ方法として得た願いの欠片かけら。

　そうして作られたものが、《DestinyLine》であり、彼女の持つ銃であり、地下室の奥に見える地下室半分程度を使った巨大な鉄の檻おりであり、檻の丁度中央に設置された巨大な器具だった。

　器具は、馬のような形をしていて、人を乗せるためのものだ。

　椅い子すの部分は三さん角かく錐すいの頂点になっており、人肌程度であれば容易たやすく突き破ってしまえるほどに尖とがっている。が……その必要があるためである。

「さて……」

　スーツケースを横に倒すと、中を開いて凪なぎを取り出す。

　どうやら、凪はもう意識を取り戻していたみたいで、恐怖に怯おびえるようにもごもごと呻うめいたが、躊躇ためらわずにもう一度ナイフで刺して殺した。

「暴れられると面倒だもの」

　鉄の檻の扉を開けて、中に凪を運び入れる。

　口に猿ぐつわをかけ、手足に手錠と足あし枷かせを付けようとしたところで、手を止めた。

　牢ろう獄ごくの中央にある、馬のような形をした器具を見る。

「彼女の能力程度であれば、器具を使うまでもなさそうだけど……」

　でも、あの道具はまだきちんとした形で試していなかった。

　物や自分の身体からだを使って実験はしたものの、本当に実用に耐えうるものなのか、危険な力を持っていない相手だからこそ試しておくべきかもしれない。

「そうね。実験するなら、今のうちだわ」

　意識を失ったままの凪を抱え上げ、器具のあるところへと運ぶ。

　そして、天井から吊つるされた鎖で両腕を縛ると、両りよう股またを開かせて、椅子の尖った部分に股こ関かん節せつを付けた。

　スカートが捲まくれ上あがり、凪の股こ間かん部に器具の凸部が突き刺さる。三角の屋根のような形をした座椅子の先端は、鋭利な刃で出来ていた。

　器具の椅子は凪の股間部を切り裂き、鮮血が零こぼれ始める。刃の椅子を伝って血が流れ、古びたフローリングの床に赤い染みを作り始めた。

　すると、生き返ったらしい凪が、下肢に走ったのであろう痛みに表情を歪ゆがめて、

「っ……!?」

　叫ぼうとして、口に押し込まれたゴルフボールのような球に、声を阻まれる。

　自分が残酷な目に遭っていることが理解出来たのか、恐怖というよりは驚きよう愕がくの表情を浮かべながら、ただひたすら痛みに耐えていた。

「痛い？　痛いわよね？　でも、気持ち良くない？　気持ち良いでしょう？　だって、そんな風につくったのだから」

　凪は、涙を流しながら、器具から逃げようとじたばたと身体を動かす。しかし、両手は吊されているため、身をよじらせることしか出来ない。












「ねぇ、なんでこんな形をしているか知りたい？　それはね、痛覚と快楽のデュエットで、あなたの思考を奪うばいたいから」

　──力を、使わせないため。

　──求もと無むに近付かせないため。

　この器具は、他の参加者の意識を奪い、殺し続けるためのものだった。

「今は一人で寂しいかもしれないけど、そのうち仲間だって増えるわ。だから安心して？　大丈夫、死にはしないってば。死ねないんだから」

　涼すず香かは、吊つるされ、殺され続けている凪なぎの姿を確認して、くすりと笑った。

　──うん、上う手まくいったみたい。

　あとは、他の参加者も排除するだけ。

　そうして、最後は──。

「……求無ちゃん、待ってて。いま救ってあげるからね」





　　　　◆






　起きた後、すぐに《DestinyLine》の画面を確認するのは、もはや日課となっていた。寝ている間に何かが起こっているとも思えないが、万が一ということもある。確認しておかなくては怖い。

　だからその日も、起きてすぐにアプリを起動させた。

　昨日は、冬とう憧どう先輩の一件もあった。もしかすると、彼女との線の太さ──繋つながりの深さにも、影響が出ているかもしれない。

　瞼まぶたを擦こすりながら、まだカーテンも閉めたままの暗い部屋で、ベッドに転がったままスマホの画面を見る。

　そうして表示された画面に、俺は驚いた。オリーブのアイコンの灯あかりが、点ついたり消えたりを繰り返しているのだ。

「……え？」

　思わず、ベッドから上半身を跳ね起こした。

　──なんだこれ？





　　　　◆






「は？　オリーブのアイコンが点滅してる？　どういうことよそれ」

　その後、家を出て迎えに来ていた律りつと美み樹きの二人と合流した俺は、今朝起こっていた《DestinyLine》の異変について説明した。

「そのまんまの意味だよ。ほら」

　二人に、アプリの起動画面を見せる。

　真ん中の樹きと、それを取り囲む七つの果実たち。

　そのうち、真ん中の樹と線が繋がっているのが、『林りん檎ご、葡ぶ萄どう、棗なつめ椰や子し、オリーブ』の四つだった。

　この四つのアイコンは、律、美樹、小鳥遊たかなしさん、冬憧先輩をそれぞれ表していて、ゲームに参加したと同時に、アイコンは光を灯ともしたはずだったが……。

「なんでこんなにチラチラしてるのよ。故障？」

「それがわからないから、困っているんだ」

　──オリーブアイコンの点滅。

　これまで、このアプリがこんな挙動をしたことはなかった。

「線は繋がったままだね。おにーちゃんのことが、嫌いになりかけてるとか？」

「そんなことあるのか？」

「美樹に聞かれても」

　美樹が肩を竦すくめた。

「昨日、おにーちゃんから酷ひどいことをされたから、好きじゃなくなったんじゃない？」

「それで、ゲームへの参加がなくなると？　もしそうだとしたら、今いる全員に嫌われるようにすれば、ゲームを終えられるということになるが」

「灯台下暗しだね。案外簡単にゲームを攻略する方法が見つかったかも？」

「で、でも、私がこいつのことを嫌いになるなんて、考えられないんだけど……あ、いや、すぐにでも嫌いになれる自信はあるわよ！　嫌いだし！」

「どっちだよ」

「い、いやだって、ゲームの力もあるじゃない？　嫌いになんてなれないし……」

「ま、美み樹きがおにーちゃんを嫌いになるところなんて想像つかないから、どのみちその攻略法は意味が無いと思うけどね」

　そもそも、そうなんだよな。

　ゲームの影響で、嫌われることが出来ないから困っていたのだ。

　だから、冬とう憧どう先輩が俺のことを嫌いになったなんて、有り得なそうなものである。

「ええっと……とりあえず、学校で先輩に逢あえばなにかわかるんじゃない？」

「そうだな」

　律りつの言う通り、学校で話を聞いてみるのが早いだろう。

　──顔を合わせるのが、少しだけ気まずいけど。





　　　　◆






　朝のＨＲホームルームを終えた後。

「チャンプ、ちょっといいか」

　蓬よもぎちゃんから呼び出され、廊下に出る。

「どうしました？」

「お前に聞きたいことがあってな。山やま岡おか先生はわかるか？」

　山岡先生というと、隣のクラスで地理を教えている、初老の先生だ。

　確か、冬憧先輩のクラス、三年Ｂ組さんのびーの担任でもある。

「冬憧凪なぎのことでな。なんでも、昨晩家を出てから帰ってないらしい」

　──え？

「なにか知らないかと、山岡先生から質問されていてね」

「昨晩ですか？　下校中に？」

「いや、一度家には帰ってたという話だ」

　ということは、喫茶店を出た後に家に戻って、それからということか。

「昨日、一緒に帰っていたんだろう？　冬憧のクラスメイトが、一緒に下校しているお前達たちの姿を見たと言っていたらしいが」

「それは間違いないです。二人で遊んで帰りました」

「デートか？」

「……こんな時にまで茶ちや化かさないでください」

　俺は、蓬ちゃんに昨日の経緯いきさつを説明した。

　流石さすがに、喫茶店での出来事は話さなかったが、彼女がショックを受けるような話をしたという、漠然とした説明だけはする。

「わかった。そのことは山やま岡おか先生に説明しておく。まぁ、多分ただの家出だろう。高校に入ってから、既に何度かあったことだ」

「え？　そうなんですか？」

「ああ。あそこは、家庭にちょっと難があるらしくてな」

　──先輩は普段から、家を出ていた？

　それだけ家族と仲が悪いと……親近感は湧わくが、心配なことには変わり無い。

　──それにしても。

　これって、アプリのアイコンが点滅していることと、何か関係があるのだろうか？





　　　　◆






　昼休みの教室。前日同様に、周囲の席をくっつけて、律りつと小鳥遊たかなしさんの三人で弁当を広げた。

「先輩が家出、ですか……」

　冬とう憧どう先輩の話を、今のうちにしておきたかったからだ。

　美み樹きには、既にメールで報しらせてあった。

「しかしまた、面倒なことになったわね。あんなことがあった後に、いなくなっちゃうなんて」

　蓬よもぎちゃんは、先輩の家庭に問題があるみたいな話をしていたが、タイミングがタイミングだ。昨日の件が無関係とも思えない。

　俺に拒絶されたことで、姿をくらましてしまったという可能性があるのではないだろうか。

「まぁ、そういうわけなんで。一応報告を、だな」

「すぐに帰ってくるといいんだけどね。アイコンが点滅してることと関係があるのかしら」

「家出して、街から出て行ってしまったとかでしょうか。もしかしたら、距離が遠くなると繋つながりにくくなるのかもしれません」

「距離……か……」

　──そういう可能性もある、のか？

　わからない。

「なんにせよ、しばらく様子を見てみるしかなさそうだな。先輩がなるはやで戻ってくるのを祈りつつ」

　とりあえず、やれることはないのだ。

　状況が動くのを、待つしかないだろう。

「で、でも、戻って来ないなら来ないで、いいんじゃないでしょうか」

「「え？」」

　小鳥遊たかなしさんの言葉に、思わず律りつと二人で声を揃そろえた。

「ゲームの参加者が増えるのは危険ですし。それに先輩は、既に問題事を起こしているわけじゃないですか。信用度も低いです……」

「それを言うなら私や美み樹きだってそうよ？　大体、そういう相手だからこそ、目の届かないところにいるのが怖いわ」

「……神かみ代しろ君は、自分を狙ねらう女の子が増えるのが怖くありません？」

　小鳥遊さんが、俺にも聞いてくる。

「怖いけど、そこはもう割り切ってるというか……。それに、俺のせいじゃないにしても、ゲームが切っ掛けで誰かが行方不明になるなんて、気味が悪いしさ。だから、先輩は早く見つかって欲しい」

　悪いのは先輩ではない、ゲームなのだ。それがわかっているからこそ、心配でもある。

　すると、小鳥遊さんがバツの悪そうな顔になる。

「そう……ですね。すみません、なんだか変なことを言ってしまって」

「いや、謝るようなことじゃないさ。この世界が消えると言われて、その切っ掛けになるような相手が近くにいたら、普通は怖くなるよ」

　なんにせよ、アプリのアイコンの異常だってあるのだ。アプリの仕様を確かめるためにも、先輩を見つける必要はあるだろう。

　──先輩、はやく帰ってきてくれるといいのだけども。





　　　　◆






　トラブルは、立て続けに起こった。

　まだ空の青い夏の夕方。放課後の繁華街。美樹と合流して、四人でいつも通りに探索しようとしていた時のこと。

　──ドサリ。

　と、何かが倒れるような物音がしたので振り返ると、地面に突っ伏した小鳥遊さんの姿があった。

「小鳥遊さん!?」

　慌てて駆かけ寄って、しゃがみ込むようにして彼女の様子を窺うかがう。

　顔が熱っぽい。額には汗が滲にじんでいた。

「ちょ、ちょっと！　どうしたの!?　小鳥遊さん、大丈夫!?」

　少し先を歩いていた律と美樹も、小鳥遊さんの異変に気付いて、こちらに駆け付けて来た。

「だ、大丈夫です……」

　小鳥遊さんが、消え入りそうな声で言う。

　どう見ても大丈夫そうでは無かった。

「おにーちゃん、救急車」

「ああ」

　美み樹きに言われる前に、鞄かばんからスマホを取り出していた。ええっと、救急車を呼ぶには１１９だっけ。

　だが、スマホを操作しようとすると、小鳥遊たかなしさんが手を伸ばして来て、俺の手を掴つかむようにして遮った。

「本当に、大丈夫なんです。貧血っぽくなってふらっとしちゃうこと、よくあるので……。大おお袈げ裟さにしてもらわなくても」

「いや。でも……」

「大丈夫ですから。休めば平気ですから。ちょっと疲れているだけです。少しだけ、頑張り過ぎたのかも」

　そう言って、ゆっくりと上半身を起こすと、力無く笑う小鳥遊さん。

　彼女は、もともと体調を崩して、学校を休みがちだった。

　それがここのところ、毎日のように学校に来ては、放課後遅くまで俺達たちに付き合っていたのだ。

　体力的に、無理をしていたとしてもおかしくはない。

　しかし、休むとはいっても、こんな路上に座り込んでは通行の邪魔だ。

「……ええっと、揺らしても大丈夫？」

「はい？」

「小鳥遊さんの病気のこと、わからないからさ。身体からだ、揺らしても大丈夫かなって」

「え？　そ、それは大丈夫ですけど」

「律りつ、俺の鞄を頼む」

「うん？」

　律に鞄を渡す。

　そして、小鳥遊さんを、下から持ち上げるようにして両腕で抱えた。お姫さま抱っこのような体勢だ。

　両腕に、小鳥遊さんの体温が伝わってきた。

「きゃっ。ちょ……神かみ代しろ君……？」

　小鳥遊さんが、ぼおっと頬ほおを赤らめながら俺を見た。

「しばらくジっとしてて。家まで運ぶから」

「お、重たいですよ。下ろしてください」

「重たくないから、大丈夫だって」

　嘘うそだ、結構重たい。

　鍛えているわけでもないので、人一人抱えるのはちょっと辛つらかった。

「……恥ずかしい……んですが……」

「俺だって恥ずかしいよ」

　それに、こんな風にすると、どうしても彼女のことを意識してしまう。

　両腕に、小鳥遊たかなしさんの背中やお尻の感触。腕には、彼女の吐息がふきかかっていた。なんだかいい匂においもする。女の子の匂いだ。

　ドクンと、心臓が高鳴った。

「平常心だよ、おにーちゃん」

　美み樹きが、意地悪な笑みを浮かべながら言った。

「わ、わかってる」

　軽く深呼吸しつつ、動揺しないように心を鎮める。

「で、今から小鳥遊さんの家に行くの？」

　美樹とは違って、少し不機嫌そうな律りつが聞いてくる。

　俺が小鳥遊さんを抱えているのが嫌なのか、それとも鞄かばんを持たせたのに腹が立っているのか。

　多分、両方だろうな。

「そうだな。とりあえず、彼女を連れて行かないと。律にはついてきてもらうとして……美樹はどうする？」

「いや、ついていった方がいいっしょ。せっかくだし、今日は胡桃くるみおねーちゃんの家の書斎を調べ直すことにするってのはどう？」

「賛成だ」

　他に調べる場所も少なくなってきたし、ここらでもう一度あの場所を調べておくというのは有りだろう。

　繁華街を出て、小鳥遊さんの家へ。

「あ、そこは右です」

　まだ一度しか行ったことがないため、道を覚えているわけでもない。

　腕の中の小鳥遊さんのナビゲートに従いながら、彼女の家を目指した。

　やがて、見覚えのある大きな赤い煉れん瓦がの家に着くと、小鳥遊さんに入口を開けてもらって中へと入る。

「小鳥遊さんの部屋はどっち？」

「……二階です。案内しますね」

　小鳥遊さんの言葉に従って、板張りの廊下を真まっ直すぐ歩き、大人が二人くらいは通れそうな広さの木造階段を昇る。

「その、一番奥の部屋です」

　いくつかの部屋が並ぶ二階を真っ直ぐに進み、兎うさぎのイラストが入ったネームプレートのかかったドアの前に着いた。

　木製のプレートには、『くるみ』と彼女の名前が書いてある。

「ええっと、どうしよう。ここからは、律と美樹に任せた方がいいかな」

「いいですよ、神かみ代しろ君なら」

「……いや、でも」

「大丈夫ですから。気にしないで入って来てください」

　──まぁ、本人がいいと言っているならいいのか。

　両手が塞ふさがっているので、律りつにドアを開けてもらって中へと入った。

「わぁ、可愛かわいい部屋」

　律が、思わず感嘆の声をあげた。

　実に女の子らしい部屋だった。部屋の奥にはチョコレートのような色のシーツが敷かれたベッドがあって、その横には白いお菓子の箱のような雰囲気の学習机がある。

　その他には本ほん棚だなやテレビ、クローゼットなどが並んでいるが、いずれも子供向けの絵本や映画に出てきそうな可愛らしいもので、小鳥遊たかなしさんのファンシーな趣味が窺うかがえた。

　ベッドの上に、小鳥遊さんを下ろす。

「さて、と」

　書斎に降りて調べ物をしたいが、小鳥遊さんの容体も気になる。

　このまま一人で置いていくのも、ちょっと心配だ。

「律、美み樹き、二人で先に書斎に降りていてもらえるか。ちょっとだけ、小鳥遊さんの様子を見ていくから」

「ん？　だったら、美樹たちもしばらくここにいるよ？」

「みんなで残っても仕方がないだろ」

　反論すると、美樹がぷくーっと頬ほおを膨らませる。

「おにーちゃんと胡桃くるみおねーちゃんを部屋に二人きりなんて、危険すぎるよ。なにが起こるかわからないし」

「そうそう。寝込んでる小鳥遊さんを、求もと無むが襲わないとは限らないし？」

「やらないから！」

　──あぁ、そうか、二人は心配しているんだ。

　こんな狭い部屋に、俺と小鳥遊さんが二人きりになることを。

「大丈夫だよ、小鳥遊さんだし。それに、今の彼女はこんな状態だろ？」

「……あ、あの、私のことは心配してくれなくても大丈夫です。みんなで書斎に降りちゃった方が。ただでさえ、私のせいで時間を使わせちゃってますし……」

　小鳥遊さんはそう言うが、さっき倒れた相手なのだ。

　このまま放置というわけにもいかないだろう。

「ま、本当に気をつけなさいよね。ほら、行きましょう美樹。ここはこいつに任せておけばいいわよ。小鳥遊さんだし、心配もないでしょ」

「んー……」

　すると、美樹はちょっと考えるような仕草をする。

「はぁ……おねーちゃんはおねーちゃんでバランス悪いなぁ。大人ぶり続けると、またおかしくなっちゃうよ？」

「べつに、そういうのじゃないわよ。ただ、なんにでも不安になっていても仕方がないでしょうが」

「その言い分はわかるけどさぁ」

　そう言って、しばらく横になった小鳥遊たかなしさんを、ジっと見つめる。

　美み樹きがこんなに心配するのは、珍しい気がするな。

「ま、調子が悪いのは本当みたいだしね。でも、本当に油断しないようにね？　ゲームの影響だってあるんだから」

「わかってるよ。心配してくれてありがとう」

　いや、ただ慎重なだけなのか。

　案外、いつだって冷静なのが美樹だったりする。

「うん。しっかりとね。ほら、律りつおねーちゃん、さっさと行くよ」

「は？　行かないって言ってのろのろしてたのはアンタでしょうが」

　軽い言い合いをしながら、二人が部屋を出て行く。

　──あの二人、いつも口論するよなぁ。

　と、小鳥遊さんを見ると、何な故ぜか「くすくす」と笑っていた。

「……あの二人、本当に仲良くなりましたよね」

「そう？　水と油みたいなところあるけど」

「あ、それ、春日かすが井いさんの前で言わない方がいいですよ。春日井さん、そういう言葉に反応して、ネガティブになって怒り出しますから」

「というと？」

「『水と油って……なに？　私の胸が小さくて、美樹の胸が大きいから噛かみ合あわないとか、そう言いたいわけ？』とか」

「そこまで拗こじらせてはないと思うけど……」

　──確かに、言いそうだな。

「でも、小鳥遊さんも二人と仲いいじゃん」

「んー……でも、私の場合は、なんていうんでしょう。まだ、打ち解けきれてはいないというか……」

「そうなの？」

「でも、それは私の心の問題です。春日井さんも、美樹ちゃんも、いい子ですから」

「そっか。まぁ、普通に接すればいいと思うよ。二人とも、なにも考えずに付き合えるタイプだろうしさ」

「そうですよね。それはわかってるんですよ。でも、どこか躊躇ためらっちゃうんでしょうね。迷いがあるんですよ、きっと」

　──迷い。

　何を迷っているというのだろう。

　まぁ、必要なら話してくれるか。それに、そうは言っても、みんなに打ち解けてきているのは間違いないだろうし。

「ひとまず、そんなに心配して頂かなくても大丈夫ですよ。夜になれば、両親も帰ってくるでしょうし。あ、いえ、心配して貰もらえるのは嬉うれしいんですけど……」

　小鳥遊たかなしさんが、ほのかに頬ほおを赤く染めた。

　ゲーム的にはよくないことなのだろうが、喜んでもらえてるのは素直に嬉しい。

「共働き？」

「はい。良い両親ですよ」

　──良い両親。

　そういうものに、憧あこがれたことが今までに何度もあったっけか。

「本当に。家族思いなんです。欲しい物を言えば買ってくれますし、食事はみんな揃そろって食べます。亡くなる前は、お爺じいちゃんも一緒でした」

「それは羨うらやましい」

　素直にそう返した。

　──俺には無いものである。

　すると、小鳥遊さんが、なんとなく俺の家庭環境を察してか。

「あ、ごめんなさい。その──」

　申し訳なさそうに謝ってくる。

「ううん、平気だよ。謝らなくてもいいから」

　不快ではないことをアピールするために、笑って返した。

　昔は、結構気になる言葉だった。

　そういうことを言われる度に、いちいち他人と自分とを比較して、傷付くこともあった。

　でも、流石さすがにもうそんなことはない。慣れたのだ。

「本当に、恵まれています。感謝しています。家族にも。……自分の、弱い身体からだにも」

「え？」

「こうやって、神かみ代しろ君に看病してもらえましたから」

　小鳥遊さんの顔が、「か～っ」と赤くなっていく。

　体調不良ではなく、照れで。

　──って、ええっと……。

「ご、ごめんなさい。そ、その。でも、感謝の気持ちは、ちゃんと伝えておこうかと」

「あ、う、うん。ありがとう……」

「その、実は、看病してもらいたいなって思ってたんです。春日かすが井いさんと、神代君の話をした時、看病された時のことを話してくれて」

「とはいっても、律りつがずっと小さい時の話だけど」

「だ、だから、これで私の勝ちかな、と」

「勝ちとか負けとか、そういう話なの？」

「わ、わからないですが。でも、本当に、嬉しかったんです。お姫さまみたいに、抱っこされて。……私だけ、抱っこされて」

「そ……そう」

　思えば、焦ってのこととはいえ、随分と恥ずかしい抱え方をしてしまったのかもしれない。

「……みんな、優しくて。恵まれていて。それなのに私って、ズルイですよね」

「え？　そんなこと、はないと思うけど」

「いえ、ズルイ子なんです。昔から。神かみ代しろ君は、誤解しているかもしれませんが……」

　むしろ、俺が知る限り、小鳥遊たかなしさんほど良い子な印象の強い女の子はいない。

　たとえばゲームに対しても、主張しすぎず、でもきちんと提案はしてくれて、押しの強い律りつや美み樹きの間で緩衝材のようになってくれていた。

　これは、小鳥遊さんの性格の良さがあってのことだろう。

「今朝の、先輩の話の時のことでも気にしてるの？」

「あはは……いえ、そういうわけでもないのですが」

　小鳥遊さんが苦笑いする。

　でも、あれだってべつに、悪いことを言っていたわけではないしな。

「た、たとえば……その……下着ショップの件とか」

「あ、あぁ……」

　急に、胸を触らせてきた時の話か。

「そういえば……あれからずっとタイミングを逃していましたね。改めて謝っておきます。ご、ごめんなさい」

「あ、ああ。その、気にしないでいいのに」

「あはは……」

　過ぎたことだし、ゲームのせいだ。

　確かに、あの時のことを考えれば、こうやって二人でこの部屋にいるのは、ちょっと心配ではあるんだけども。

「ま、まぁ、とにかく安静にしてなよ。俺のことは、置物かなにかと思ってさ。ほら、口を閉じて。寝る寝る」

「うふふ。わかりました。近くに神代君がいると考えると、ゆっくり眠れそうな気がします」

　小鳥遊さんが目を瞑つぶる。

　その時、ぶるるとポケットの中のスマホが震えた。

　画面を確認すると、『棗なつめ椰や子しさんとの仲が深まりました』の文字。

　──やっぱり、二人きりなのは良くないな。

　無自覚でも、しっかりと意識はしてしまっているらしい。

　そろそろ頃合いもいいだろう。俺も書斎に降りて二人と一緒に──。

「……こほっ」

　立ち上がろうとすると、小鳥遊たかなしさんが咳せき込こんだ。

「大丈夫？」

「あ、い、いえ、大丈夫です。すみません……」

　小鳥遊さんが、申し訳無さそうに謝った。

　流石さすがに、こんなのを見せられて放置していく気はしない。もうちょっとだけ、様子を見ていこう。

「二人とも、ちゃんと本を調べてくれてるかな」

「大丈夫ですよ。春日かすが井いさんは真面目まじめですし、美み樹きちゃんだってああ見えて熱心に調べてくれてますし」

「そうだな。二人とも、本当に頼りになる」

　色々あったけど、信頼出来る仲間だ。

「私と違って、強いですし」

「強い？」

「健全なる精神は、健全なる肉体に宿るって言いますよね？　私は、二人に比べれば心が弱いです」

「そんなことはないよ。小鳥遊さんだって、助けてくれてるじゃん」

「いいえ。私は、本当に……」

　それこそ、肉体的に疲れて、精神が弱っているのだろうか。

「……あの、神かみ代しろ君」

「うん？」

「以前、お話ししたこと覚えてますか？　その……もし、私の命が残り数年だと知ったら、ってやつです」

「うん、覚えてるよ」

　小鳥遊さんが、どこまで本気だったのかはわからないし、どこまでが本当でどこからが仮定の話なのか、わからなかったけど。

　全部が嘘うそということはないのだろうし、その逆は有りそうだとも。

「あの時は答えが貰もらえませんでしたから、もう一度聞いてみたくて。その、もしそうだったとしたら……どうしますか？」

　──もし、小鳥遊さんの命が、あと僅わずかだったとして。

　それでいて、こんなゲームなんかに巻き込まれていなくて、普通の友達として付き合っていたとして。

　いや、小鳥遊さんの質問は、あるいはその先の関係だったとしても、含まれているのだろう。

　いずれにせよ、答えに悩むことはない。

「普通に付き合うよ。もし、明日、小鳥遊さんが死んでしまうとしてもね。記憶には、生き続けるわけだしさ」

「……ですよね。安心しました」

　小鳥遊たかなしさんが、満足そうに笑みを浮かべて頷うなずいた。

「私もそうするんだと思います。たとえ、誰かが、明日いなくなってしまうとしても。そういう可能性が、あったとしても」

　小鳥遊さんが、再び目を瞑つぶる。

「少し、迷いが吹っ切れたのかも」

　それは、律りつや美み樹きと付き合っていく上でということだろうか。

　あるいは、俺とも？

　たとえ、いつか別れることが決まっていたとしても、それがわかっていても尚なお、付き合えるのかどうか。

　──ふと、涼すず香かのことが脳裏を過よぎった。

　もし彼女が、俺の目の前からいなくなることを決めた上で、もしくはそういう運命になるのを知った上で、俺と付き合っていたのだとしたら、一体どんな気持ちだったのだろう。

　俺にとって、重たい存在になるに決まっているのに。

　──と、そろそろいいかな。

「……ええっと、俺も二人を手伝って来るから」

「そうですか。じゃあ、頑張って来てください」

　小鳥遊さんは、目を瞑ったまま、少しだけ名残惜しそうに答える。

「うん。また後でここに来るから、安静にね」

　小鳥遊さんの部屋を出て、書斎に向かう。

　階段で地下まで降りて、古い木造のドアを開けた。

　板張りを軋きしませながら中に入ると、美樹がすぐに俺に気付く。

「あ、おにーちゃん。おかえり。無事だった？」

「だから心配しなくても平気だってば。小鳥遊さんは大丈夫だから」

　それから二時間くらい、律や美樹の二人と書斎を調べた後、小鳥遊さんの両親が戻って来る前に家を出た。

　結局、今日も成果は無かった。





　　　　◆






　薄うす闇やみの帰り道、途中で美樹と別れて律と二人になる。

「小鳥遊さん、大丈夫かな」

　歩いていると、律が心配そうに呟つぶやいた。

「いつものことだって本人も言ってたし、大丈夫なんじゃないかな」

「ああいや、体調じゃなくて」

「うん？」

「いや、体調なんだけど」

「どっちだよ」

「ほら、ストレスが溜たまったり、心が弱ったりしている時って、体調崩しやすくなるじゃない？　その逆も然しかり、だけど」

「うん？　あぁ、まぁ」

　小鳥遊たかなしさんも、似たようなことを言っていた。

　自分は身体からだが弱いから、心も弱いのだと。

「精神的にも、疲れていたと思うのよね。ゲームに巻き込まれてさ、私のこともあったし、先輩のこともあったし」

「それは確かに。律りつのこともあったもんな」

「わ、悪い？」

「いや、それは俺も悪い」

　ちょっとバツが悪そうに返す。

「ま、まぁ、だからさ。情緒不安定になってもおかしくないと思うの。私だって、ついこの間、倒れちゃったしさ」

　律が苦笑いする。

　そういえば先日、教室で倒れた律を保健室に運んだっけか。

　あの時の律は、ゲームのことで色々考えて、思い詰めていたのだろう。

「女の子はね、心が疲れると身体に来るし、情緒だって不安定なのよ」

「男もそんなもんだよ」

「女の子の方が酷ひどいの！」

　どうでもいい言い合いにしかならないので、これ以上何か言うのは控える。

「律は、最近大丈夫なのか？」

「最近は、全然平気よ。慣れたのかも知れないし、ちょっとは安あん堵ど感かんがあるのかも」

「安堵感？」

「求もと無むが言ったんでしょ？　私が求無のことを好きなままでも、迷惑じゃないからって。だからさ。ちょっと気が楽になっているのはあるかな」

　ああ、なるほど。

　あの時のことを思い出して、ちょっと恥ずかしくなる。

　律も、恥ずかしくなったのか、頬ほおを赤らめていた。

「でも、心配してくれてありがと」

　──そういえば。

　美み樹きが言っていた。律が部活を止やめたのは、不安のせいだと。

　俺の周囲には常に他の女の子がいて、ゲームによって俺に好意を抱き続けるような状況で。

　誰かを好きになれば不安になる。そして、不安はストレスになる。

　律りつだって、心が疲れていないわけはないように思えた。

　半歩、律に向かって近付く。

　そのまま、ポンポンと彼女の頭を撫なでた。

「なっ──!?」

　不意打ちで驚いたのか、律が仰のけ反ぞるようにして後ずさる。

「い、いきなりなによ！」

「これからもよろしくって、お礼の意味も込めてさ」

「は？　意味がわからないし！　気持ち悪いわね！」

「あはは、ごめんごめん」

　そうは言うが、律は怒っている風には見えなかった。

　頬ほおも、嬉うれしそうに赤く染まっているように見える。

「そうやって、余裕こいてると、アンタも不安になっちゃうかもよ！　私を好きになりすぎてさ！」

　律は「べーっ」と舌を出すと、そのまま逃げるように走って行った。

　駆かけた先は、赤い屋根の彼女の家。

　気付けば、家の近くまで来ていたのだ。

「……俺も帰りますか」

　一人呟つぶやくと、俺も家に向かった。
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　私美樹のもとに、思いも寄らぬ情報が舞い込んできたのは、その日の深夜のことだった。

　自室の布団の中でスマホを弄いじっていると、ゲームの情報を集めるために登録しているＳＮＳソーシヤルネットサービスの一つから、通知が来た。

　そこには『捜し人を見つけました。たった今、この場所で。急いで行った方がいいかと』という言葉と、ネットサービスの地図のＵＲＬが記載されたメッセージが届いていた。

　──本人を、今見かけてる!?

　差出人は、よくわからないアカウントだった。他の会員との繋つながりもなく、このメッセージだけのためにサイトに登録したようにも見える。

　──怪しい相手だけど……。

　怪しげなサイトに飛ばされてしまうのではないかと危き惧ぐしながらＵＲＬを開くと、近所の河川敷の座標が表示される。

「捜し人ってことは……涼すず香かおねーちゃんってこと？　ってことは、ここにいるの？」

　この河川敷は、家からそう遠くない。この距離なら、すぐにでも確認しに行けるだろう。

　もしこれが真実であれば、素晴らしい情報である。

「行かない手はない、と」

　とはいえ、こんな怪しすぎる情報、おにーちゃんに伝えるのは自分で確認してきてからの方がいいだろうか。

　それに、メールには急ぐように書いてある。もう夜も遅いし、求もと無むは眠っている可能性もあった。

　──とりあえず、一人で確認してこようかな。

　そうだな。それが良いはずだ。

　そう決めると、すぐにパジャマを脱ぬぎ捨てる。

　蝶ちよう柄のあしらわれた着物に袖そでを通し、お気に入りの黒ニーソに足を通した。頭には簪かんざしを挿す。

　この着物は、私にとっての正装でもある。

　購入したのは、兄が死んだ後だった。

　──変わりたかったから。

　もともと、こんな風変わりなファッションをしようと思っていたわけではない。

　でも、憂ゆう鬱うつな日常の中で見つけたこの衣装が、私には必要なものに思えた。心が、求めていると感じた。惚ほれたというよりは、欲していたのだと思う。

　人間は、人や集合と繋がる時、心に衣装を纏まとう。

　社会性と呼ばれるそれを、学校では善なる性質だと教えるけども、だとすれば、人の本質とは悪であり、服がなければ生活出来ないくらいにか弱いものなのではないだろうか。

「なーんて」

　今までとは明らかに違う衣装で、気持ちを入れ替える。

　好きを見つけた時は、欺かず、言い聞かせず、ただ純粋に願って生きてきたつもりだ。

　さながらそれは、それまでの姿を喪失して新しい姿へと変身する、蝶ちようのように。

　──私は、演技とは無縁に生きているのだ。

「さて、行きますかにゃ」

　急ごう。

　叔お父じ叔お母ばを起こさないように気をつけながら、合あい鍵かぎとスマホを持って家を出る。

　昔は、深夜に出歩けば明らかに嫌な顔をしていたが、最近ではあまり干渉しなくなった。所しよ詮せん、血の繋つながらない義理と世間体の関係だ。

　外に出れば、既に一帯は暗く静かな世界。雲一つ無い空には、綺き麗れいな半月が浮かんでいた。

　目当ての場所まで、家を出て小走りに十分ほど。

　公道脇わきのガードレールを越えると、膝ひざの高さくらいまで伸びた夏草のジャングルが、斜面の下にある大きな川まで続いていた。

　少し斜面を降りて、スマホでマップを確認する。送られてきた座標は、この辺りだった。

　息を整え、周囲を見渡す。

「涼すず香かおねーちゃんとやらは、まだいますかね」












　周囲を見回して探す。

　だが、それらしき人影は見つからず、人の気配もない。

　──う～ん……。

　デマだったか、もしくはもうどこかに行ってしまったのか。

　そもそも、本当にいたとして、こんな時間にこんなところで、彼女は何をしていたのだろう……。

　そう思いつつ、周囲を必死に見回し、捜索していると。

　──パァン。

　近くで何かが弾はじけるような音がしたと同時に、胸のあたりを、なにかが押し潰つぶすような感覚が走った。

　──今の音、何？　火薬？　って、ああああっ!?

　激痛。

　遠くから飛んできたそれは、そのまま抉えぐるようにして私の体内に侵入してきて、中にあったなにかを押し潰した。おそらく内臓だ。

　ぶわぁっと、体内に熱い何かが広がって、貫かれた身体からだの部分から噴き出した。

　やっぱり、激痛。

「っ──！」

　血が溢あふれる。痛みのあまり、すかさず穿うがたれた部分を手で押さえた。ねちょりと、生暖かい湿気を掌てのひらに感じる。

　これはひょっとして、映画などでよくある、鉛が撃ち込まれたというやつだろうか。

　だとすれば私は、銃で撃たれてしまったのだろう。

　──でも、どうして？

　思考が冷静に疑問を呈したと同時に、なにかの気配が迫った。

　なにが起きたのか。迫っているのがなんなのかもわからない状態だったが、底知れぬ殺意のようなものがあることはわかる。

　──危険だ。

《アカイイトゲーム》を通して、緊張感が備わっていたからか。

　それとも、ゲーム参加者にとって、得体の知れない危険が迫っているのであれば、求もと無むに報しらせる必要があるという使命感からか。

　自分でも驚く程に、判断は早かった。

　──このっ。

　刹せつ那な、ゲームによって授けられた力を解放し、襲い来るなにかに向けて散布する。

　森を想起させる緑の匂におい。催眠を作用させる、セドロールの匂いだ。

　匂いを嗅かいでしまったらしいなにかは、くらりと身体を後ろに揺らした。

　──やっぱり、相手は生き物。人間だ。

　相手を見る。バイク乗りのメットのようなものを被かぶり、全身を覆う黒いスーツを着ていた。顔は見えないが、体格は細身だ。

　身長もそんなに高くなく、おにーちゃんよりは低いくらいだろうか。

　よくみると、胸が膨らんでいるように見える。

　──女の人……？

　朦もう朧ろうとした意識の中、相手に向かって力強く右足を蹴けり上げる。

　足が相手の右手にぶつかり、持っていたなにかを地面に落とした。ちらりとしか見えなかったが、おそらく自分を撃った銃器だろう。

　すると、今度は相手が左手を突き出してきた。

　こちらの手にもなにかを持っている。茶色いなにか。

　それを、美み樹きの目に向かって一直線。ガムテープだ。

　テープをぶつけて、視界を奪うばおうとでもいうのだろうか。

　右手で、相手の左手を掴つかむ。至近距離で、メットを被かぶった何者かと、対たい峙じするような格好となった。

「あなた……誰？」

　メットは質問に答えず、代わりに肩に掛けていたケースから何かを引き抜いた。月の照り返しを受けて、ギラリと光る銀色。

　──刃物!?

　すぐに凶器だと悟り、身の危険を感じて左手で彼女の右手を払う。

　一瞬、相手が怯ひるんだ隙すきを見計らって、相手の顔に目掛けて再び力を使う。

　──メットがあるけど、この距離ならもろに嗅かいでしまうはず。

「──っ！」

　だが、咄とつ嗟さに息を止めて対処したのか。

　相手は軽い立たち眩くらみのようなものを起こしただけで、再び刃物を振り上げようとする。

　──っ！

　それを確認した私は、すぐさま距離を取って、背を向けて逃げることにした。何者だかわからないけど、この人は危険だ。

　後ろから相手が追ってくるのがわかる。

　きっと、銃も持っているに違いない。ナイフもあるだろう。もしかするとまだ、武器を持っているかもしれない。

　──殺される。

　ゲームのルールがあるから、死なないはずだった。現に、胸の痛みは引き始めている。血も止まっていたし消えていた。

　でも、多分だが──彼女はそれをわかった上で、こちらを殺そうとしている。こちらの力のことも、多分わかっていた。そうでないと、あんなに素早く対処なんて、出来るわけがない。

　──美樹を呼び出して、殺そうとした？

　誰？　どうして、こんなことを？　わからない。

　──とにかく、人ひと気けのある方へ。

　そして、おにーちゃんに危険を報しらせないと。
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　昨日に引き続き色々あったので、疲れていたのだろうか。

　家に帰って、ベッドに横になったところまでは覚えているが、どうやらそのまま眠ってしまっていたようだ。

　目を覚ました時、どうして自分が眠っていたのかを思い出すのに数秒ほどかかった。

　それから、自分が制服姿のままであることを確認して、今の時間を調べようと、枕まくらの下敷きになっていたスマホを手に取る。

　そこで、俺は美み樹きからの着信が何度も入っていることに気が付いた。

　──何かあった？

　慌てて掛け直すが出ない。

　移動中なのか、気付いていないのか。とりあえず、普通ではない状況なのは確かだ。

　──悪戯いたずらじゃないよな。

　急用でも無い限り、こんな時間に何度も電話をかけてくるとは思えない。

　──とりあえず、外に出る準備はしておくか。

　俺は部屋を出ると、そのまま階段を降りて玄関に向かった。

　幸い、母親は今日も外泊のようだった。こんなゲームに巻き込まれてからというもの、子供に無関心な親で良かったと心の底から思う。

　そうして、もう一度美樹に電話をかけようとしたところで──。

　──ドンドン。

　ドアが叩たたかれる。

「おにーちゃん！」

　美樹の声だ。慌ててドアを開くと、着物服姿の美樹が、慌てて玄関に飛び込んで来た。

「な、美樹？」

「……はぁ、はぁ……」

　息を切らしている。ここまで走って来たようだ。

「ちょっと、お前、どうしてここに」

「い、いいから。おにーちゃん、中へ」

　美樹に言われ、家の中に押し込まれる。

　すかさず玄関のドアを閉めて、中から鍵かぎをかけた。

「ど、どうしたんだ？　何度も着信があったみたいだけど、一体何があったっていうんだ」

「涼すず香かおねーちゃんの情報を手に入れたから、確認しに行ったの。そうしたら、急に襲われて」

「……は？」

　──襲われた、って。

「罠わなだったの」

　──罠？

　涼すず香かがいると偽って、美み樹きをおびき寄せる罠？

「誰が、どうしてそんなことを」

「わからないけど、待ち伏せてたの。美樹ね、それで殺されかけちゃって」

「……え？」

　──殺されかける、って。

　冷たい氷のような感触が、そっと背筋を撫なでた。

「それで、逃げてきたのか？」

「うん、そう。全力で」

　だから、息を切らしているのか。

　玄関を見る。

　人がやって来る気配はない。

「追いかけては？」

「わからない。途中から気配はなくなったような気がしたけど」

「と、とりあえず上がってくれ」

　リビングに向かって、ドアホンの機器を使う。

　テレビモニタを使って、液晶越しに外の様子を窺うかがった。

　少なくとも、ドアの前には誰も来ていないみたいで、ホっと胸を撫で下ろす。

「……それで、誰に殺されかけたんだ？」

「わからない。メットを被かぶっていたし、全身黒いスーツ姿だったから。女の人っぽかったけど……」

「女って──」

　今、美樹を殺すことにメリットのある女性。

　真っ先に浮かんできたのは、律りつと小鳥遊たかなしさんだった。

「あ、律おねーちゃんと胡桃くるみおねーちゃんは違うと思う。体格が違った気がするし……なんとなく、なんだけど」

「……俺も、違うとは思ってるけど。でも、殺そうとしたんだろう？　わざわざ、お前を呼び出して」

　常識で考えれば、人を殺そうとする動機なんて持たない。

　それこそ、ゲームの影響で、狂ってでもいない限りは。

　疑うつもりはないが、ゲーム参加者を候補にあげるのは妥当である。

「考えてもみてよ、おにーちゃん。ゲームの参加者は、死なないんだよ？　それをわかってるのに、殺そうとすると思う？」

「あ……そうか」

　殺しても意味がないのだ。

「ねぇおにーちゃん、確認だけど、凪なぎおねーちゃんにはゲームの参加者が死なないって説明はしたんだよね？」

「ええっと……したはずだが」

「ちゃんと聞いてなかった可能性は？」

　なるほど、美み樹きは先輩を疑っているのか。

　丁度、行方を眩くらませているような状態だし。

「それはわからないけど──」

　と、言いかけて。

『それに、死ねないなんて……そんな馬鹿げた話』

　一番最初、先輩にゲームについて説明した時、彼女はこう返してきた。

「いや、知ってる。忘れていない限りは、間違いなくわかってるよ」

「そっか……」

　美樹が落胆する。候補が潰つぶれたせいだろう。

「他に、なにか特徴は無かったのか？」

「あ、えっとね、相手は銃を持ってたよ。美樹、それで胸を撃たれちゃったから。ほら」

　美樹は、着物の胸のあたり、銃弾で破けたと思われる穴と焦げ痕あとを見せてくる。

「は？　銃？」

「普通の女子高生は銃を持ってないし、撃ったり出来ないでしょう？」

「そりゃな……」

　ヤクザじゃあるまいし。

「と、とりあえずさ、狙ねらわれてるのはゲームの参加者である可能性が高いわけだろう？　律りつと小鳥遊たかなしさんに連絡した方がいいよな」

　美樹が真面目まじめな表情で頷うなずいた。

　電話をかけてみる。二人とも出ない。眠っているのだろう。

　──メールだけでも送っておくか。

　状況を簡潔にまとめて、二人に警戒を促すメールだけ送っておくことにした。

　心配だが、家で寝ている分には大丈夫だと思いたい。相手はわざわざ、人ひと気けのない場所に呼び出して美樹を襲ったのだ。

「しかし、なんでまた、うちに逃げて来たんだ？」

「必死に逃げてたし、なるべく灯あかりの多い方に進んでたら、自分の家とは違う方向に進んじゃって。それに、どうせなら、おにーちゃんと合流したいとも思ってたし」

「なるほど。……それで、美樹はこれからどうするんだ？」

「さぁ……どうしようね」

　困ったように、美み樹きが言った。

　帰すわけには……いかないよな。

　外にはまだ、美樹を狙ねらった何者かがいるかもしれないし。

「とりあえず、戸締まりを確認してくる。窓が開いていたりしたら危険だし……美樹は、何か使えそうなものがないか探しておいてくれないか」

「使えそうなもの？」

「相手は襲いかかって来たわけだろう？　考えたくはないけど、万が一、またそうなった時のために武器を探しておいた方がいいかなって」

「なるほど……そうだね、わかった」

　──ピンポーン。

　その時、突然チャイムが鳴った。

　美樹と顔を合わせて、頷うなずき合う。

「おにーちゃん……」

「ああ」

　美樹を襲った相手かもしれない。

　ドアホンの機器に向かう。

　ボタンを押して、液晶越しに誰がいるのかを確認した。すると、そこにいたのは、ハーフパンツにシャツという私服姿の律りつだった。

「お前、どうして……」

「どうしてもこうしてもないわよ！　あんなメール送ってきて、ジっとしていられるわけないでしょ！」

　メールに気付いて、慌てて駆かけ付けて来たみたいである。

　すぐに玄関に向かって、鍵かぎを開けてやる。

　律を家の中へあげると、再び鍵をかけた。

「危ないから家にいろってメールしただろ!?」

「危ないのはそっちでしょうが！　変な奴に狙われてるって、どういうことよ。それに、こんな夜中に美樹をあげちゃうし……」

　律が、美樹を睨にらむ。仲良くなっていたとはいえ、完全に信用しているというわけでもないのだろう。

「おばさんは？」

「留守」

「不幸中の幸いだけど、だとしたらやっぱり危険じゃない」

　呆あきれたように、律が言った。

「律おねーちゃんは疑うたぐり深ぶかいなぁ」

「アンタだから余計にね。とりあえずさ、どういうことなのよ。メールじゃわかんなかったしさ。ちゃんと説明してよ」

　俺たちは、美み樹きが襲われるまでの経緯いきさつを律りつに説明した。

　すると、律が真剣というよりは、怖い目付きになる。

「……警察は呼ばないの？」

「考えたけど、リスクの方が大きいと思う」

　こんな深夜に外を歩いていたら注意されるだろうし、学校にも連絡が行くだろう。

　今、こうやって俺たちが集まっていることも、根掘り葉掘り聞かれる可能性が高い。ごまかすのも面倒だし、学校に注意されるなりして、今後の行動が制約されてしまう危険だってある。

　──それに、ゲーム絡みだったとしたら、報しらせたところでどうにかなるとも思えないし。

「……つまり、また面倒事が増えたってわけ？」

「ま、そういうことかもな」

　話を聞いた律は、目を瞑つぶってなにかを考え始めた。

　そして五秒ほど、沈黙した後。

「私も泊まる」

「は？　泊まる？」

　いきなり変なことを言ったので、思わず聞き返した。

「求もと無むだって、美樹を帰す気がないでしょ？」

「それは……」

「べつに、美樹はおにーちゃんが嫌がるなら、普通に帰ったけど？　というか、泊めてなんてまだ言ってないし」

「言ってみるつもりではあったでしょ」

「そりゃあ勿もち論ろん。せっかくのお泊まりチャンスだもん」

　悪びれた風もなく、美樹が言った。

　でも、律の言う通りかもしれない。

　たとえ美樹が家に帰ると言い出しても、ここに残ってもらうように言った気がした。

「だから、私も泊まれば、求無も少しは安心出来るだろうし、安全でしょう？」

「それはそうだけど……わざわざ、いいのか？」

「いいもなにも、私がこの状況を放ほうっておけないのよ」

　まぁ、それもそうか。

「それに、律おねーちゃんも泊まりたい、だよね？」

「な！　そ、それはそうだけど！　悪い!?」

「悪いよ。あーあ、せっかく二人きりだと思ったのになー。朝からグロいもの見たくないから、自殺しないでね？」

「そ、それは、もうしないってば！」

「あはは……」

　反応に困る。

　だけど、助かったのは確かだな。

　信用しているとはいえ、美み樹きと二人きりなんて状況、警戒してしまってよく眠れなかった気がするし。

　そんなことを思っていた、最中。

　──ピンポーン。

　再び、チャイムが鳴る。

　三人で顔を見合わせた後、玄関の扉を見た。もしかして、今度こそ、本当に？

　美樹と律りつが身構える。俺も、警戒しながらドアホンの機械に向かおうとしたところ、ドンドンドンと、激しく玄関の扉が叩たたかれた。

「神かみ代しろ君！　無事ですか！　神代君！」

　扉の向こうからは、馴な染じみ深い声が聞こえた。

「小鳥遊たかなしさん!?」

　慌ててドアを開いた。

　ピンクのパジャマを着た小鳥遊さんが、血相を変えてこちらを見ている。

「な、なんで!?　というか、早すぎじゃない!?」

　小鳥遊さんにメールを入れてから、まだ二十分くらいしか経たっていない。

　あれからすぐに気付いたとしても、小鳥遊さんの家からの距離を考えると早すぎる。

「タ、タクシーを捕まえて来ました」

「タクシーって……」

　要は、慌てて来たということか。

　服装もパジャマのままだ。

　寝ていたところを、着替えすらせずに飛んできたに違いない。

「わ、私の体調は大丈夫です、夕方ゆっくり休みましたし。い、今は、それよりも……」

　よほど、不安だったのか。

　瞳ひとみに涙を浮かばせながら、そう言ってくれる小鳥遊さん。

「と、とにかく、あがって」
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　律、美樹、小鳥遊さんの三人をリビングに連れて行き、冷たいお茶を淹いれる。

「そんなことが……」

　俺たちの説明を聞き終えた小鳥遊さんが、小声で囁ささやくように言った。

「あ、あの……もしかして、私達たちも狙ねらわれてる、ってことですか？」

「まだ、わからないけど」

　ただ、美樹だけが狙われる理由はわからないし、相手が銃を持っていたということからも、相手が普通の人間でないことはわかる。

　自分たちに絡んでくる、普通でない相手となると、ゲームに関係した存在だろう。

　そうなった時に、まず候補としてあがるのが、他の参加者だ。

　もっとも、《DestinyLine》のアプリ上では参加者果実が増えていないし、何な故ぜ相手が他の参加者について知っているのかなど、疑問は尽きないわけだが。

「美み樹きのストーカーじゃないの？　アンタ、ヤクザの娘の恋人か何かに粉かけなかった？　それで狙ねらわれてるとかさ」

「やるわけないでしょ。律りつおねーちゃんこそ、暴力仲間の危ない知り合いにでも、美樹を消すよう依頼したんじゃない？　おにーちゃんを狙うのに邪魔だからさー」

「誰に暴力仲間がいるですって？」

「ほら、そういう物言いが暴力的じゃん」

　二人が睨にらみ合い、肩をぶつけ合う。

　交差する視線が、ばちばちと火花を飛ばしているように……見えた。

「──あ、あの、私、ちょっと気になったのですが」

　と、そこで、もう一度小鳥遊たかなしさんが言葉を挟んだ。

「《DestinyLine》の、『オリーブ』のアイコン。冬とう憧どう先輩のやつですね、点滅してるじゃないですか」

「うん？　あぁ、それが？」

「もしかして、その──なにか、関係あるのかな、って」












　その二つが関係ある、って……。

「美み樹きちゃんが襲われて、殺されかけたわけですよね？　それで、果実のアイコンは点滅してる、と。それって、つまり……」

　点滅が意味するのは、参加者の消失？

　そして、参加者を殺しそうな存在を符合させると。

「殺された、って言いたいの？」

　小鳥遊たかなしさんは、頷うなずきはしなかったが、表情を険しくする。

「点滅……ですから、死にかけてる？　わかりませんけど……」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　だから、ゲームの参加者は死なないって話でしょう？　死にかけてるって……ずっと？　小鳥遊さんだって見たじゃない？　私が死んで、蘇よみがえってしまうところ」

「で、でも、いくらなんでもタイミングが良すぎませんか？」

　小鳥遊さんの推測は、もっとものようにも聞こえた。

　おかしなところがあるとすれば、ゲームのことをわかっている相手が、なぜ殺せないはずの参加者を殺そうとするのかということ。

　たとえば、小鳥遊さんが言うように、先輩が死にかけているのだとしても、そうする意図がわからない。

　でも、俺達たちがわからないだけで、何か理由があるのだとすれば。

　この状況を作り出したのは、ゲームについて、俺たちの知らないことを知っている誰かに他ならず。

　──って、え？

　一人だけいる。ゲームについて知っていて、俺達よりそれについて詳しい人間。

　ふと、その誰かについての心当たりが浮かんだが、いや、そんな、まさか──。

　──ううん、違う。

　あいつがそんなことをするとは、思えない。

「……とりあえずさ、考えてもわからないものはわからない。今日のところは、十分に用心して寝よう。明日以降は、深夜の外出はもっと慎重に、なるべく控えるようにしてさ」

　自分の疑念を払うようにして、こう提案した。

「今後は、その相手に関しても情報を集める、だね？」

　美樹の提案に、俺と律りつは頷く。

　小鳥遊さんは、無言のまま何か考えるようにしていた。

「……どうしたの？　小鳥遊さん」

「いえ、その、皆さん、ずいぶんと落ち着いているな、って」

「どういうこと？」

「だって、普通じゃない状況ですよ？　その、誰かが殺しに来ていて、死なないと思っていたのに……もしかしたら本当に殺されてしまうなんて」

　小鳥遊たかなしさんが、不安そうに顔を下に向けた。

　予期せぬ状況に、怖くなってしまったのだろう。

「大丈夫だよ。きっと、なんとかなるからさ」

　俺は、小鳥遊さんに優しく声をかけた。

　なんの保証もない、無責任な言葉だとは自覚しつつも。

　それでも、弱った彼女を慰めずにはいられなかった。

「すみません……」

　小鳥遊さんが謝る。

　──不安になるのも仕方がない、か。

「この間と同じように、みんなは俺の部屋を使ってくれ。俺はリビングを使うからさ」

「おにーちゃん、一人で大丈夫？　おにーちゃんも一緒の部屋で寝た方がいいんじゃない？」

「……そっちの方が怖いんだよ」

「えー、自分の理性を信じようよ」

　思春期の男の理性ほど、信用に値しないものはないと思う。

　それに、ここ数日は意識することが減ってきているとはいえ、《DestinyLine》の線は順調に太くなっているのだ。

「なにかあったら、すぐに助けを呼びなさいよ？」

　律りつが、珍しく素直に心配してくれる。

「ああ、そっちこそな」

　──そう言って俺は、みんなと別れた。
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　パジャマに着替え、消灯したリビングのソファに横になり、どのくらい経たっただろうか。

「……眠れない」

　眼めを開いて、真っ暗な天井を見上げる。

　事件に次ぐ事件。

　ここ一週間ほどは落ち着いていたはずなのに、次々に色んなことが起こって、目が冴さえてしまったというのがあるのだろうか。

　命を狙ねらわれているかもしれないという不安もだ。さっきから、外のことが気になって仕方がなかった。

　──あとは、二階で三人が眠っているということを意識してしまっているせいもかな。

　いつも平静を装ってはいるが、強制的に意識せざるを得ない相手である。考えてしまうこと自体は、どうしようもない。しかも、ゲームの影響か、日に日にそれは強まっている。

　ふと、自分が今誰かのことを考えてしまっていることに気付くと、胸の奥の傷がジクリと疼うずいた。

　律りつを説得する時につくったトラウマ。条件反射。

　でも、痛みは繰り返すと慣れる。時が経たてば塞ふさがる。

　最近は、大した痛みを自覚することも少なくなってきていた。このままいけば、いずれなにも感じなくなってしまうだろう。

　──結局、はやく《アカイイトゲーム》を攻略する以外に道はない。

　答えの出ない考えを打ち切り、上半身を起こす。

　眠くなるまでと、テレビの電源を入れて普通のゲームを起動しようとしたところで、そういえば風呂に入っていなかったことを思い出した。

　学校に行って、小鳥遊たかなしさんを家に運ぶなんてこともやった。汗をかいていないはずがない。

　──シャワーが浴びたい。

　三人はもう眠っている頃だろうか。

　こっそりとシャワーを浴びるくらいなら、そううるさくなることもないだろう。むしろ、入るなら今のうちな気もする。邪魔されないし、気遣う必要もない。汗臭いまま、あの三人に接するのも嫌だった。

　そう思い立って、風呂場へ。

　着替えは自分の部屋だが、それは明日でもいいだろう。

　脱衣所に着くと、着ていた物を脱衣籠かごに放ほうり投げて、浴室に続くガラス戸を開く。

　中に入るとシャワーのホースを手に取って、蛇口を捻ひねって頭からお湯を被かぶった。

「ふうぅ～……」

　一日の疲れを、汗とともに流す。

　ぬるま湯が身体からだに染み渡っていく感覚が心地良くて、意識が飛んでしまいそうだった。

　また、明日から大変そうだが、今日はこのまま心も身体も休めて──。

　──バタン。

　そう思っていた時のこと。突然、浴室の扉が開いた。

　──え？

　慌てて振り返る。

　するとそこには、どうしてか、一いつ糸し纏まとわぬ姿の小鳥遊さんがいて、今にも泣き出しそうな顔でこちらを見ていた。

「神かみ代しろ君。わ、私……」

「ちょ、ちょっと待った小鳥遊さん。どうしてここに」

　小鳥遊さんは、俺の質問に答えず浴室へと入って来た。

　そして、シャワーを浴びていた俺に向かって、両手を真まっ直すぐに伸ばしてくる。

　──なっ。

　思わず、シャワーを放り出して、目を逸そらしながら浴室の壁に背中を付けた。

　タイルのひんやりとした感触が背筋を伝ったかと思うと、俺の身体からだを囲むようにして、小鳥遊たかなしさんの両手が壁につけられる。

　目の前で、小鳥遊さんの乳房がぶるんと揺れた。

「捕まえ……ました」

「ちょ、ちょっと待って、小鳥遊さん。全然理解が出来ない。どうしてこんなこと──」

　捕まえた、って。

「い、今なら、いけると思ったんです」

「い、いけるって、一体なにが」

「神かみ代しろ君を、落とせるって」

　──っ!?

　落とせるって、それって……。

「神代君、私と繋つながりましょう」

「ちょ、ちょっと待った。落ち着いて、小鳥遊さん。自分が何を言っているのか、わかってる？」

「わ、わかってます。だから、神代君が私のことしか考えられないようにするために、ベストな状況を見計らっていたんですよ」

　小鳥遊さんが、右手で俺の頬ほおを優しく撫なでた。

　そのまま、人差し指で線を引くようにして、胸板から下腹部を優しくなぞっていく。

「ね、ねぇ、神代君。私の身体、どうでしょうか」

「ど、どうって……」

　思わず、晒さらされた彼女の肢体を見た。

　誘うような色気の鎖骨に、零こぼれるように育った二つの乳房。

　引き締まったくびれから続く、弾むようなヒップの曲線。

　脇わき腹ばらには、力を使って出来たらしい二つの傷があったが、そんなものは気にならないくらいに美しい。

　小鳥遊さんの裸体に視線が吸い込まれ、離せなくなる。

「魅力的じゃ……ありませんか？」

　思わず、生なま唾つばを飲み込んだ。健全な思春期の男である自分には、刺激の強すぎる光景だ。

　全身の血が、下半身に流れていくのもわかった。男性特有の生理反応が起こり、身体の一部が膨ぼう脹ちようを起こす。

　小鳥遊さんが、視線をそこに向けて、「かぁ～っ」と頬を赤らめながら、恥ずかしそうな笑みを浮かべた。

「ちゃ、ちゃんと魅力的……みたいですね。良かった、です」

　水流の勢いで床を躍っていたシャワーの水滴が、水彩画のような世界を滲にじませて、浴室の形を歪ゆがませた。

　鼓こ動どうが高くなり、息が荒くなる。

　世界と理性が、溶け始めているのだ。

　こんな状態で平然としていられる男子高生がいるとすれば、女性に興味がないか、機能に障害を抱えているかの二択に違いない。

　当然、俺はどちらでもなかった。

「……でも、ごめんなさい。今、神かみ代しろ君、私のせいで凄すごく苦しんでますよね」

「そ、そりゃ、そうだろ。だから、お願いだからさ、冷静になって、はやくここから出て行って。なんでこんなことしてるか、話は後で聞くから。お願いだ、このままじゃ──」

「大丈夫です。すぐ楽にしてあげますから」

　下腹部まで来ていた小鳥遊たかなしさんの指が、膨ぼう脹ちようした部分をピンと弾はじいた。

「──ぅ、あ！」

　思わず、呻うめき声をあげた。

　苦しさのあまり、そして快楽のあまりに。

　──だ、駄目だ。

「が、我慢しなくていいんです。素直に出しちゃえば、気持ち良くなれますから。無理は、身体からだに悪いです……よ？」

　──ピン、ピン、と。

　小鳥遊さんの指が、もう一度大事な部分を突つついてくる。

　──だ、だから、そんなことされたら。

　世界の歪ゆがみが激しさを増した。

　胸の奥で、美み樹きとともに付けた恋の傷が震えたが、怒濤の快楽が痛みを上回る。

　彼女が俺の身体に触れるたび、トラウマが消えてしまうのだ。

　小鳥遊さんの指先は、心の奥に打ち込まれた麻酔のようなものだった。

「はぁ……はぁ……神代、くん……」

　彼女の顔がじっくりと迫って来て、熱い息が顔に触れた。

「小鳥遊さん……」

　頭の中が、彼女のことで染まっていくのがわかった。

　ゲームの影響。思春期男性の健全な思考。

　唇が欲しくなる。このまま彼女に身を委ゆだねて、押し倒され、唇を重ねてしまえば楽になれると思った。

　なにもかも忘れて、我慢せずに自分を吐き出して、一つになってしまえば気持ち良くなれる。

「エンディング、迎えませんか？」

　──あ、もう駄目だ。

　我慢の限界だった。無意識のうちに、両手が小鳥遊さんへと伸びる。

　そして、彼女の体温と柔肌を求めて、二つの膨らみに向かって。

「小鳥遊……さん……」

「神かみ代しろ君……来て……」

　手が、膨らみに触れた時。

「──ごめん！」

　俺は、彼女を力強く突き飛ばした。

　──このままじゃおかしくなってしまう、逃げ出さないと。

「きゃっ！」

　小鳥遊たかなしさんの身体からだが、浴室の入口から脱衣所に向かって倒れる。

　強く頭を打ちつけたらしく、苦痛そうに呻うめき声をあげていたが、構っている場合じゃない。

　俺は慌てて、籠かごに入れたパジャマを掴つかみながら脱衣所を出た。

　すると、今度は階段の上で、勢いよくドアを開く音が聞こえる。

「おにーちゃん!?　どうしたの、なにかあった!?」

　二階にいた美み樹きが、物音に気付いて起きたらしい。

「お風呂に入っていたら、小鳥遊さんに襲われて……。と、とりあえず、降りてきてくれ！」

「え？　わかった！　というか、どういう状況なのそれ！」

「俺もまだよくわかってないんだ！」

　階段を降りてくる美樹を確認しながら、俺はリビングへ。

　服を着て、浴室の小鳥遊さんに話を聞こう。

　そう思っていると──。

　また、世界に異変が起こった。

　白く染まっていく視界と、朧おぼろ気げになっていく風景。

　──え？

　ゲームの影響で、誰かと繋つながって消えていく時とは、また違う世界の異変。溶けるというよりは、遠くなっていくような感じ。

　──確か、この感覚は。

　…………。

　……。
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　ブラウン管というものを使った古いテレビを、昔の映画で見たことがある。

　この古いタイプのテレビは、電源を入れたり消したりする際に、瞬きのような白いノイズが画面中央に向かって走るのだが、今感じた意識の断絶と再起は、まさにそのようなものだった。

　プツンと遠くなった後、浮かび上がるようにして意識が戻る。

　再び光を取り戻した目の前の光景は、以前似たような感覚を覚えた時と同じように、既視感のあるもの。

　ほんの数分前に、一度通り過ぎた時間。見覚えのある状況。

　浴室の壁に背を付けた俺と、俺に迫る裸の小鳥遊たかなしさん。

「なん……で？」

　思わず、声に出ていた。

　どうしてこうなっているのかくらい、そんなことを可能とする力のことなんて理解しているはずなのに、無意識のうちに聞いていた。

　相変わらず、小鳥遊さんは泣き出しそうだった。

　辛つらいのか、不安なのか、それとも別の複雑な感情なのか。

　彼女の脇わき腹ばらを確認すると、傷が三本に増えていた。

　瞳ひとみに涙の粒を溜ため込こみながら、震える声で口を開く。

「に、逃がしませんから」

　──なるほど。

　どうやら、小鳥遊さんは、時間を巻き戻す力を使って、俺をこの浴室に閉じ込めるつもりらしい。

　バスルームならぬ、バスループ。

「神かみ代しろ君が、私の身体からだに落ちるまで、何度でもこの時間に連れ戻します」




　浴室は、時間の牢ろう獄ごくとなった。





■シーン８　届かない未来




　あれは、五年前の冬の日のことだ。

　学校帰り、繁華街を歩いていたら、急に涙が溢あふれ出だして止まらなくなってしまったことがあった。

　特にその日、なにかがあったわけではない。

　ただ、弱くてずるい自分が嫌になって、悲しくなってしまったのだ。

　みっともなく涙を垂らしながら、時計塔の下にあったベンチに腰をかけて休憩する。そんな時のことだった。

「どうしたの？　こんなところで泣いて」

　見上げると、同い年くらいの見知らぬ男の子が、心配そうにこちらを見ていた。

　男の子は、私と目が合うと、恥ずかしそうに鼻を掻かいた。

「えっと……困ったことがあるなら、聞くよ？」

　知らない相手だから、良かったのかもしれない。

　無責任に、重たい話が出来たのかもしれない。

　私は、自分が重たい病気を持っていて身体からだが弱いことと、そのせいで学校を休みがちなこと、苦手なものが多いことを話した。

　運動は控える必要があるため、体育の授業は見学ばかりであること。

　食べてはいけないものもあり、給食を残すことも多いこと。

　そして、そんな特別扱いされる私を嫌うクラスメイトもいて、結果的に私は浮いていること、など。

「ねぇ、どうして私はこんな風に生まれちゃったんでしょうか。みんなはずるいって言うけど、私だってこんなのは嫌だった。もっと健康な身体が良かった。私、他の人たちが羨うらやましいんです……」

　すると、男の子は私に、こう言ったのだ。

「割り切るしかないよね。諦あきらめる、というのかな」

「諦める、ですか？」

「手に入らないものはどう足あ掻がいても無理だもの。でも、無理なことを強く知っている人間だからこそ、それを欲しがるエネルギーみたいなのって、湧わいてくるような気もする。コンプレックス、って言うのかな」

　彼の言葉は、天啓だった。

　自分の嫌いな部分を、原動力に変える。

　後ろ向きな自分だからこそ、演じられる前向きさがあると思った。

　将来の見えない自分だからこそ、渇望出来る未来があると思った。

　こんな自分だからこそ、外せるブレーキもあると思った。

「死に至る病とは、絶望のことである。最近読んだ本に、そんなことが書いてあってさ。俺は、きみに共感してあげられないけど……でも、能動的に生きるしかないんじゃないかな。前を向くことを、目的として」

　そうありたいと思った。

　でも、油断をすると、すぐに後ろを向きそうになる。

　誰かと比べて僻ひがんだり、恨んだりしそうになってしまう。

　そちら側に落ちると、まずいと思った。欲しいものが遠くなって、ガソリンであるはずの感情がストップしてしまうのだ。

　だから、そうならないように、自分自身にも言い聞かせて演じた。

　精一杯、前向きな自分を。
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　お互い、見つめ合っていた。

　視線を逸そらそうにも、逃げ場がなかった。下手に視線を動かせば、扇情的な小鳥遊たかなしさんの裸体が目に入ってしまうからだ。

「どうしたんですか？　そ、そんなに見られると恥ずかしいです」

　──なんなんだ、この状況は。

　彼女は言った、自分の身体からだに落ちるまでこの浴室に閉じ込めるのだと。

　故に、小鳥遊さんが全裸であることは当然で。

「あ、あの、そんなに我慢しなくてもいいんですよ？　神かみ代しろ君だったら、私……」

　俺の欲情を煽あおってくるのも、また必然である。

　──こんなの、我慢出来なくなるまで時間の問題だぞ。

　何度も、心に自制を言い聞かせる。

　世界はぐにゃりと歪ゆがんだままで、今にも溶けて消えてしまいそう。

　耳を澄ませば、脱衣所からなにかが振動する音が聞こえていた。《DestinyLine》が、小鳥遊さんとの繋つながりが深くなっていることを警告しているのだろう。

　──なんとかしないと。

　とはいえ、力尽くで逃げても、時間を戻されるだけである。

「あの、さ……」

　おそるおそる、口を開いた。

　──説得するしかないだろう。

「な、なんでしょう。神代君」

「世界が終わったらさ、みんないなくなっちゃうんだよ？　律りつや美み樹きだってそうだし、学校の先生や友達、小鳥遊さんの大事な家族まで」

　大事な家族──なんて言葉を口走る自分がおかしかったが、小鳥遊さんは家族が好きだと言っていた。

　彼女にとっては、掛け替えの無い存在に違いない。そんな相手が消えてしまうというのに、平気なはずなんてなかった。

「構いませんよ」

　だが、小鳥遊たかなしさんは、迷うことなく断言する。

「え？　構わない、って……」

「そんなこと、神かみ代しろ君に言われなくてもわかってます。きちんと、割り切ってるんです。どっちの方が大切なのか、比べた上でこうしているんです」

　どちらが、大切か。

　家族と、友達と──すべてと俺を比べた結果、小鳥遊さんは俺の方が大事なのだという。

　可愛かわいい女の子だ。学校の男子にも人気がある。彼女に好意を寄せられて、迷惑と思う人間は少ないだろう。でも。

　──おかしくなってる。

　そういえば最近、小鳥遊さんは積極的な行動や、攻撃的な発言が目立っていた気がする。

　下着ショップでの、試着室の一件。冬とう憧どう先輩が居なくなった時、探さなくてもいいのではと言ったこと。

『でもね、おにーちゃん、本当によく憶おぼえていてね。何かの拍子で、それまで普通だったはずの人がおかしくなってしまう。きっとね、それが恋愛ってものだからさ』

　──ああ、そうか。

　順調に、おかしくなっていたのだ。

「あのさ……小鳥遊さん、やっぱり疲れてるんじゃないかな」

「どうして、ですか？」

「考え方がおかしい。いつもの小鳥遊さんじゃないよ」

「いつものって……神代君は、そんなに私について詳しくないですよね？」

「それは……」

　返す言葉もない。

　確かに、俺が小鳥遊さんについて知っていることは少ない。

「こっちが本当の私ですよ？」

　小鳥遊さんが、くすりと笑った。

「だって、本当に欲しいものがあるのに、周囲の人間に迷惑だからってそれを諦あきらめたら──私は、自分の気持ちが成就されなかったことに対して、周囲を恨まなきゃいけなくなってしまうじゃないですか」

　──本音だ。

　今、彼女が言っていることは、嘘うそではない。

　普段は表に出さない、小鳥遊さんの本性。

　ゲームでおかしくなって、それが出てしまっているのだろう。

「他の人よりも多少は、時間や自由の有り難みを知っているつもりです。だから、後悔しないように、いつだって全力なんです」

「みんなが消えてしまったら、後悔するだろ」

「他の子に小鳥遊たかなしくんを取られる方が後悔します。だって、ゲームが終わっても、私を選んでくれるとは限らないじゃないですか。いえ、きっと選んでくれません」

　小鳥遊さんを、選ぶ。

　付き合うとか好きになるとか、そういう話だろう。

「選んでくれます？」

「それは……」

　──無理だ。

　そもそも俺は、涼すず香か以外の誰かを選ぶことなんて頭に無い。

「でしょう？」

　小鳥遊さんの言葉は、真理だった。

「私は、春日かすが井いさんのような幼おさな馴な染じみではないです。美み樹きちゃんや白しら雪ゆき先輩、冬とう憧どう先輩のように、神かみ代しろ君のことを理解してあげられるわけでもない。……だから、こうするしかないんだって、思いました」

「他の人に取られそうだったから、焦ったってこと？」

「だって、いきなり知り合った相手が、私より神代君のことをわかった気になっているなんて、放ほうっておけるわけないじゃないですか」

　──冬憧先輩のことだ。

　小鳥遊さんが、俺の首元に顔をひっつけて、付け根の辺りに口付けしてくる。

「──っ、あ！　ちょ、小鳥遊さん……」

「時間はたっぷりあります。永久にあります。だからゆっくりと、ここで神代君を調教するんです。私のこと以外、なにも考えられないように」

「待て……待て待て待て待て。だから、やめっ──」

「神代君のおかげですよ？　前向きになろうとしたおかげで、私はこんなにも強くなれました」

　小鳥遊さんの歯が、俺の首筋に優しく刺さった。

　途と端たん、甘あま噛がみが、理性と意識を瓦が解かいさせていく。

「祖父の書斎で、神代君の上に倒れたことありましたよね？　足場がよろけて躓つまずいて。あれって、わざとだったんですよ？　二人きりでしたから、苦しくなって、我慢出来なくなって……」

「あ、あの時も、おかしかったの？」

「違います、おかしくなんてないです。だから、言っているじゃないですか。あれが普通なんです」

「いや、でも──」

「今日、看病してもらってる時だって、神代君が部屋を出ようとしたら咳せきをしましたよね。あれも、神かみ代しろ君をもっと独り占めしたかったから止めた……わざとなんです」

　彼女が、これまでのことを語り始めたのは、理解してくれなかった俺への苛いら立だちからだろうか。

　確かに、俺は小鳥遊たかなしさんのことを、なにもわかってなかったのかもしれない。

　──これが、本当の小鳥遊さん。

　他の二人よりも危なくはないとすら思っていた。慢心していた。

「小学校の頃、身体からだが弱いのを言い訳にして、学校を休んだことがあります。友達と上う手まくいかなかったのが辛つらくて。だから、昔からズルは得意だったのかもしれません。ズルイんですよ、私」

　小鳥遊さんはそこまで言うと、俺の首元からそっと顔を離した。そして、鼻と鼻がくっつきそうな距離、真正面から俺の目を見つめてくる。

「それに弱いんです。だから、強くあろうと演じる必要がある。迷いは捨てる必要がある。そうアドバイスしてくれたのは、神代君じゃないですか」

「そ、そうだけど」

　──前を向いた方がいいと言ったのは、他ならない俺だ。

「春日かすが井いさんや美み樹きちゃんとの関係にも、ずっと悩んでました。仲良くなると、いざ神代君を落とそうとした時に、邪魔になってしまうかもしれない。でも、神代君も同意してくれましたよね」

「待って。俺はそういうつもりで言ったんじゃない。俺はただ、小鳥遊さんが後悔しないようにと──」

「これから居なくなる相手だとわかっていても、仲良くするって。私もそう思います。たとえ、これから春日井さんや美樹ちゃんがいなくなろうとも、記憶には残りますから仲良くすべきですよね」

　小鳥遊さんの言葉は、ある意味おぞましいものだった。

　でも、そこまでの覚悟をさせたのは、間違いなく俺だ。

「──責任、取ってください」

　まるで、この時の為ために言げん質ちを取っていたように。

　小鳥遊さんは、悪魔のような笑みを浮かべながら、俺にそう告げた。

　──ドクン。

　鼓こ動どうが強く弾み、浴室は完全に輪りん郭かく線せんをなくす。

　必死に堪こらえていた性欲が、決壊寸前にまで膨ぼう脹ちようしていた。

　どこまでも自分が思春期の男なのだとわかる。

　こんな怖い状況なのに。それでも、性欲は高まり続けていて。

　──押し倒したい。彼女の中に入って、気持ち良くなりたい。

　ほんの少し勇気を出して、自分勝手になればそれは叶かなうはずだ。

　本能に身を任せてしまえば、渇望してやまない快楽が手に入ることだろう。

　──でも。

「俺だって、後悔はしたくない！」

　再び、ドンと小鳥遊たかなしさんを突き飛ばした。

　そのまま脱衣所を抜けて、今度は美み樹きを呼ばずにリビングに走る。

　当てはない。ただ、この状況を打破する方法が、なにか閃ひらめかないかと──。

　途と端たん、再び霧のような白が意識を覆う。

　その後に来るのは、ぷつんと世界が遠くなっていく感覚だ。

　小鳥遊さん、また力を……。

　…………。

　……。
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　あれから俺は、更に二度、同じ時間を繰り返した。

　小鳥遊さんの脇わき腹ばらには、刃物で刻まれたような六個の傷きず痕あと。以前からあった傷は二つだから、今日は四回の能力を使ったということになる。

　そうして、五度目の浴室。

「いい加減、観念したらどうでしょうか……」

　再び、浴室の壁を背中にしながら、彼女に迫られるようにしてそう言われる。

「そういうわけにはいかないからさ」

　諦あきらめたら、そこで世界が終わってしまう。

　世界が終わった時、そこにいる人たちがどうなるのかはよくわかってない。二人だけになるとメールにはあったが、消えてなくなってしまうのだろうか？

　──わかっているのは、おそらく涼すず香かに逢あえなくなってしまうということ。

「それに、脇腹痛むんでしょ？　さっきからずっと押さえているけど」

　小鳥遊さんは片方の手で、脇腹に付いた傷痕を押さえていた。

　あの傷痕は、力を使えば痛むという話だった。

　疲れも見える。彼女の額からは、汗が流れ落ちていた。

「これだけやっても観念しないなんて……私って、そんなに魅力がないですか？」

　小鳥遊さんが、脇を締めるようにして両胸を強調してきた。

　両脇に挟まれるようにして盛り上がった二つの膨らみが、俺の前に強調される。

「魅力の有無の問題じゃなくてさ！」

　そう反論すると、小鳥遊さんは壁についていた手を俺の背中に回して、ぐいっと抱き付いてきた。

　ぐにゅっと、二つの柔らかいボールが胸に押し当てられ、もっちりとした太ふと股ももの肉感も、俺の両足にピトリとひっついてくる。

　そのまま右手を俺の後頭部に持って行き、自分の顔の方へと首の向きを変えさせた。

「私、もう我慢が出来ないんです……神かみ代しろ君が欲しくて……」

　抱き付いたのではなく、絡み付いて来たのかもしれない。

　蛇が、見つけた獲物を逃さないように。

「他の子たちがおかしくなるのも、時間の問題だと思ってます。わかるんです。私がこうなってますから。春日かすが井いさんだってああなってしまいましたから。だから、手遅れになる前に、私が──」

　段々と、小鳥遊たかなしさんのスキンシップは激しさを増していた。

　抗あらがい続ける俺に苛いら立だっているのか、それとも俺を求める気持ちがエスカレートしているのか。

「こほっ」

「ほ、ほら。身体からだも疲れてるんだろ？　無理しちゃ駄目だ」

「ここが頑張り時、ですから。体調なんて、気にしてられません」

　能力を多用しているせいだろう、疲れも見えていた。

　小鳥遊さんの瞳ひとみの色彩は薄くなっていて、体力が限界に近付いているのがわかる。また、脇わき腹ばらの傷がついた部分を痛そうに擦さすっていた。『力を使うと傷が痛むんだ』──美み樹きの言葉を思い出す。

　このまま、小鳥遊さんの体力が尽きるまで粘るというのはどうだろう。

　──いや。

　俺の理性にだって限界がある。それに、限界を悟った小鳥遊さんが、もっと過激な手に出ても不思議では無い。

　なにより、そんなことを続けたら、小鳥遊さんの身体がどうなってしまうかわからない。こんな風に襲われていても、彼女の身体は心配だ。

　むしろ、こんな状況だからというのもあるのだろうか。彼女が好きだからこそ、彼女が傷付くような状況を避けたがっているのかもしれない。

　──わからない。

　ゲームのせいなのか、元からなのか、自分の気持ちすらも良く分からなくなってきた。

「最初、この力の話をした時、私はこんなことを言いましたよね。この力は、停滞するために使えるようになったと思う、って」

「……う、うん。言ってたと思うけど、それが？」

『私、学校が好きですから。それで良く、このまま時間が何度も、何度でも止まって、繰り返してくれないかなって、そう思うんです』

　律りつや美樹達たちと、最初力がどういうものなのかを話し合った時、確か小鳥遊さんはこういう風に自分の力について説明していた。

「私、気付いたんですよ。違ったんです。どうして私が、この力だったのか。停滞ではないんです。私が望んでいたのは、後悔しない未来のために、やり直す力だったんです」

　──後悔しない、ために。

　彼女の力は決意であり、弱く生まれたが故の意思の強さで。

　──そうだ。願いだ。

　生まれながらハンデを背負った彼女だったからこその、前を向き続けたいという願望。

「私、他の女の子にも──神かみ代しろ君にも、負けませんから」

　──単純で肝心なことを、わかっていなかった。

　これは勝負なのだ。

　喰くうか喰われるか。捕まえるか逃げ出すか。小鳥遊たかなしさんと俺の、どちらの意思が勝つか。

　この状況は、そういうゲーム。

　小鳥遊さんはすべてを捨ててでも、俺に勝とうと考えた。

　一いつ糸し纏まとわず。下手すれば俺から嫌われてしまうような状況で、ここぞとばかりに勝負に出た。

　小鳥遊さんはおかしくなってる。でも、これが本音なのだ。本音の勝負なのだ。

　俺は、それを誤解していた気がする。

　──なぁ、もういいんじゃないのか？

　ふと、もう一人の自分が問いかけてきた。

　──そこまでして愛してもらえるなんて、幸運なことだぞ？

　それはわかっている。

　ゲームの影響とはいえ、愛されるのは幸せなことだ。

　──どうせ、選ばなきゃいけないんだろう？

　他に方法がなければ、そうなる。そしてそんな方法は見つかってないし、この先見つかる保証もない。

　──俺のせいで苦しんでいるんだ。楽にしてやる意味でもさ。

　それに、苦しんでいるのは小鳥遊さんだけじゃない。

　俺も、さっきから小鳥遊さんが欲しくて堪たまらない。

　──ならさ。

「……あのさ、小鳥遊さん。とりあえず、提案があるんだけど」

「なんでしょうか」

「一緒に、お風呂に入らない？」

　俺の言葉に、小鳥遊さんは、しばしきょとんとした。

　急にそんなことを申し出た意味が、わからなかったのだろう。

「構いませんけど……一体、どうして？」

　少し、不審がっているように見えた。

「疲れてるでしょ？　俺も疲れちゃったし。ちょっと、一緒に休まないかなって」

「でも、一緒に……？　いいんですか？」

　浴槽は狭い。二人で一緒に入るには、身体からだを重ねるようにして、密着して入る必要がある。

「なんだか、そういう気分になってきちゃったしさ」

　小鳥遊たかなしさんは、俺の言葉をしばらく咀そし嚼やくするようにした後、

「……わかりました」

　表情を綻ほころばせ、満面の笑みを浮かべると、給湯器のボタンを押してお湯を張り始めた。

「でも、あんなに逃げてたのに、急に諦あきらめちゃうなんて」

「しつこくないタイプなんだよ。割り切りがいいからさ」

　苦笑いを浮かべながら、そう返した。

「それに、小鳥遊さんの話を聞いて、考え直してさ。反省もした。ちゃんと向き合わなきゃなって。自分に」

「自分と向き合って、お風呂に入ってくれることにしたんですか？」

「そうそう。もう、我慢出来なくてさ」

　そう言うと俺は、目を逸そらさずに小鳥遊さんを見た。

　瞳ひとみをじっと見つめた後は、緩やかなＶの字を描いた美しい鎖骨を、綺き麗れいなおわん型の二つの乳房を、きゅっと引き締まった美しいくびれを、その先にある割れ目を──目に焼き付けるようにして隅々まで視線を伸ばす。

「そ、そんなに、食い入るように見なくても……」

　見つめすぎたからか、小鳥遊さんが恥ずかしそうに身体からだをくねらせた。

　小さく、深呼吸をして。

「小鳥遊さんに、俺の気持ちをわかってもらいたくてさ」

「それが、神かみ代しろ君の素直ってことですか？」

「うん」

　俺が頷うなずくと、小鳥遊さんは俺の言い分に納得したのか、彼女も「うん」と頷いた。

　やがて、浴槽にお湯が溜たまる。

　俺と小鳥遊さんは顔を見合わせて、浴槽と相手の顔を交互に眺めた。

「で、どうやって入るんですか？」

「ええっとね」

　まず、俺が先に浴槽に浸つかった。

「上にどうぞ」

「大胆ですね……」

「さっきまで俺を襲っていたのに、恥ずかしがるの？」

「そういうわけではないんですが」

　俺に乗るようにして、小鳥遊さんも湯船に入ってくる。

　当然、俺の視界には彼女の背面が映った。絹のような肌触りを感じさせそうな美しい背中に、程よく肉付きしたお尻。

　小鳥遊さんが腰を沈めると、彼女の尻の質感が、そのまま下半身に押しつけられた。二人の身体からだがぴったりと重なり、俺の鼻の先を小鳥遊たかなしさんのうなじが擦こする。

「恥ずかしい格好ですね……」

「小鳥遊さんをよく感じられる格好だ。小鳥遊さんも、俺のことを感じてくれてるでしょう？」

「な、何を言ってるんですか」

　小鳥遊さんのお尻には、俺の硬い物が当たっているはずだった。

　その話に触れないということは、彼女が恥ずかしがっている証拠だろう。強がっていただけで、羞しゆ恥うち心しんは残っていたのだ。

「……小鳥遊さんはさ」

「はい」

　小鳥遊さんが、上うわ擦ずった声で返事をした。

「本当に、世界が一度終わって、二人だけの世界が始まったとしてさ……でも、それって退屈じゃない？」

「私はそう思いませんよ。だって、神かみ代しろ君がいますから」

「俺がいるだけで？　本当に？」

　二人きりの世界なんて、やることもすぐに無くなってしまいそうなものだが。

「それに、もし二人になったとしても、増やせばいいんじゃないでしょうか」

　小鳥遊さんが、照れながら言った。












　──増やす。

　子供を作る、ということだ。

　そっと、彼女の背中に人差し指を突き立て、すーっと縦に擦さすってみた。

　びくりと小鳥遊たかなしさんが身体からだを震わせる。

「あ、あの……神かみ代しろ君。何を」

「俺も賛成だ。増やせばいいよね」

「え？　そ、それは……」

　彼女の言葉を聞かずに、そのまま指を動かし続ける。

　背中だけではない。彼女の首の裏を、指の腹でくすぐるようにして撫なでた。うなじには、「ふっ」と優しく息を吹きかけてやる。

「ひゃうっ」

　小鳥遊さんが、情けない声をあげた。

「あ、あの、神代君。こんなことされてたら、私……」

「いいんじゃない？」

「え？」

「おかしくなっても、いいと思うよ」

　そう告げると、我慢出来ないとばかりに、ざばんと水を立てながら小鳥遊さんが立ち上がった。

　そして振り返ると、瞳ひとみに涙を溜ためた真っ赤な顔を俺に向ける。

「だ、だったら。お願いです。ここだったら、邪魔が入りませんし。その……わ、私を、おかしくしてください！」

　俺の言葉が決定打だったのだろう。

　我を忘れたように、我慢の限界であるかのように、小鳥遊さんが懇願してきた。

「身体の奥が、痙けい攣れんしているんです。欲しがってるんです。だから、お願いです……私……もうっ……」

　小鳥遊さんはそう言うと、身を震わせながら、俺に覆おおい被かぶさろうとして来た。

「待った」

　だが、俺は慌てて彼女の胸に両手を当てて制止すると、自分も立ち上がって浴槽を出た。

「小鳥遊さんが下になって欲しいんだ」

「え？」

「俺が上の方がいいかな、って。こういう時は、男がリードするものだよね？」

　そして、そう告げてやる。

　するとその言葉に、小鳥遊さんは顔をかっと赤くした。

「わ、わかりました」

　今度は、小鳥遊さんが先に浴槽へ。俺はその上から、彼女に覆い被さるように、対面した状態で浴槽に入った。

　恍こう惚こつとした小鳥遊たかなしさんが、切なげな瞳ひとみで見つめてくる。

　初めての恐怖も、あるのだろうか。

「優しく、してください」

「……うん」

　彼女と一緒にお風呂に入ると決めてから、こうなることを覚悟していた。いや、決意していた。

　自分の気持ちに素直になろうと決めていた。

　小鳥遊さんが、しっかりと自分の気持ちに向き合っているように、俺もまた自分のそれと向かい合うことを決めたのだ。

　思えば、最初からこうするべきだったのかもしれない。

　だって俺は、律りつの気持ちと向かい合ったあの時も、自分の気持ちこそを優先するように、決めたのだから。

　──だから。

　こんな狭い場所で、上う手まく行くのだろうか。

　不安になりつつも、両手を伸ばす。

　彼女を抱くかのように見せかけて、左手を彼女の右手と重ねて、右手を小鳥遊さんの顔面に押し当てて。

　──一気に、彼女の頭を浴槽の角に叩たたきつけた。

「っ！　いたあああぁっ！」

　痛がり、悶もん絶ぜつしているところを、躊躇ためらわずに頭を掴つかんでお湯に沈める。

　──躊ちゆう躇ちよはしない。手を出すことも厭いとわない。

　小鳥遊さんの言葉を聞いて、俺も決心したのだ。

　自分の心に素直に向き合って、目的──涼すず香かと再会する為ために、死力を尽くすこと。

　そう思えば、彼女の裸にだって耐えることが出来た。

　──小鳥遊さんだって、ゲームの影響で理性が崩れているのだ。俺のことが好きで仕方無くなっているのだ。だったら、こちらから誘惑して、油断させることも可能なはず。

「ぐぶっ……ぶっ！」

　力を使うには、集中力が必要だと美み樹きが言っていた。

　こんな状況で、そんな余裕はないだろう。

　お湯に沈められた小鳥遊さんが、ジタバタと藻も掻がく。

　俺の腹を、小鳥遊さんの両足が蹴けりつけ、空いている左手が、俺の右手を引きはがそうと掴んで来た。

「美樹！　律！　誰か！」

　小鳥遊さんを押さえながら、二階に向かって叫んだ。

　一度目、助けを求めて浴槽を出た時、騒ぎを聞きつけた美樹が駆かけ付けようとしていた。だからきっと、気付いてくれるはず。

　ドタドタと、階上から誰かが駆かけ下りてくる音が聞こえた。足音は二つ。美み樹きと律りつだろう。

　二つの足音は脱衣所へと入って来て、そのまま浴室のガラス戸を勢いよく開いた。

「おにーちゃん！」

「求もと無む!?」

　二人が浴室に入ってくる。

「美樹、お願いだ！　小鳥遊たかなしさんを眠らせてくれ！」

「胡桃くるみおねーちゃんを眠らせるって……え、もしかして、おにーちゃんが殺そうとしている相手、胡桃おねーちゃんなの!?」

「殺そうとしているわけじゃない。それより、はやく！」

「わかった。おにーちゃん、一瞬、胡桃おねーちゃん引き上げて。あと息を止めて！」

「──っ！」

　沈めていた小鳥遊さんの顔を湯船から引き上げる。

「げほっ……げほっ！」

　水音を立てながら、顔を上げた小鳥遊さんに向けて、すかさず美樹が右手をかざした。

「っ──!?」

　小鳥遊さんが、咳せき込こむのをやめて静かになる。

　そのまま、意識を失ってぐったりとなった。

　──よし。

　呼吸を止めたまま、脱衣所まで小鳥遊さんを運ぶ。

　彼女を床に寝かせ、浴室の扉を閉めて換気扇を回したところで、思いきり息を吸った。

「ふはぁ……なんとかなった」

　思わず脱力して、四畳程度の広さの脱衣所にぐったりと座り込む。

「で、な、なにがあったのよ！　風呂場で小鳥遊さんと取っ組み合って──というか、どうして小鳥遊さんと二人でお風呂に──って、きゃあああ！」

　律が、俺の股こ間かんを見ながら悲鳴をあげた。

「ああ、あ、あああんた、はやく服着なさいよ！　なに見せてるのよ！」

「べつに見せたくて見せたんじゃねーよ！　すぐ着替えるから、あっち向いてろ！」

「律おねーちゃん見ないの？　美樹は折せつ角かくだからガン見するつもりだけど！　……ふむふむ、そうなっているのか」

「美樹も見ないでくれ！　そうなっているのか、じゃなくてさ！」

「またまたー、遠慮しなくていいのに」

「遠慮じゃねーよ！」

「だって、そんなこと言ってるわりには大きくなってるよ？　美樹に見られて嬉うれしいんじゃないの？」

「これはさっき、お風呂で色々されたから……って、そうじゃなくて！　大きくなってるのはどうでもいいだろ！」

　籠かごに入れていた下着を慌てて穿はくと、パジャマに袖そでを通して、スマホを手にする。

「小鳥遊たかなしさんに襲われたんだ。風呂に入っているところに、急に乗り込んで来てさ。それで力を使われて、浴室に閉じ込められた」

「な、なんで？　小鳥遊さん、いきなりどうしちゃったの？」

「ゲームの影響だろ」

　本人は、それが自分の本質だと言っていたが、心の中の汚い部分なんて誰にでもあるものだ。

　本心なのには違いないだろうが、どこまでが本当の彼女だったのかは、わからない。

「色々と溜ため込こんでいたみたいだ。詳しいことは、落ち着いた後にもう少し話を聞いてみるけど……疲れもあったんだと思う」

「ま、胡桃くるみおねーちゃん、ちょっと息苦しそうにしてたもんね」

「美み樹きは気付いてたのか？」

「ほんのちょっと程度だけどね。だから、おにーちゃんが胡桃おねーちゃんを二人きりで看病した時、用心しろって伝えたでしょ？」

　相変わらず、こいつは勘が鋭いな。

　というより、まったく気付けなかった自分が情けない。

「でも、おにーちゃんよく頑張ったね。裸で胡桃おねーちゃんに迫られていたわけでしょ？　下着ショップの特訓の成果？」

「あれは関係ないだろ。……ただ、目的がしっかりしてれば、惑わされることもないよなって、再確認しただけだよ」

「なるほど。涼すず香かおねーちゃんのことを思い出したのか」

　律りつの時と同じだ。

　涼香のことさえ考えれば、俺の気持ちは揺らがない。

「とりあえず、小鳥遊さんが起きた後、もう一度ゆっくり話して──」

　──パリイイイイイイイイイイン！

　その時、二階からガラスの割れるような音が聞こえる。

「今度はなに!?」

「真上から聞こえて来たけど……俺の部屋の窓か？」

「部屋には誰もいないから、外から割られたことになるねー」

　外からの、侵入者？

　──まさか。

「美樹を狙ねらったという、例の奴か……？」

「そう考えるのが妥当じゃないかな～。少なくとも、他に心当たりなんてないよね？」

「だ、だとしたらどうするの!?」

「どうっ、て」

　逃げるわけにはいかないだろう。

　ここは俺の家だ。裸のまま眠った小鳥遊たかなしさんを、外に連れ出すわけにもいかない。

　──それに。

「逆に、チャンスかもしれない。捕まえて、質問したいことが山ほどあるんだ」

　なにより、こいつの正体は──いや、そうではないと願いたいけど、もしかすると涼香の可能性があるのだ。

「で、でも、相手は銃を持っているんでしょう？」

「こっちは撃たれても死なないさ」

「そうそう。大丈夫だよ、おねーちゃん。こっちは三人いるわけだし」

「……美み樹きは殺されたくせに、どうしてそんなにお気楽なのよ。はぁ、わかったわ。気をつけて行くわよ」

　俺達たち三人は顔を見合わせ頷うなずき合うと、脱衣所を出て階段を駆かけ上がった。

　自室までやって来て、勢いよく自室のドアを開ける。

　すると、部屋の中央には、メットを被かぶり、ライダースーツのようなものを着て銃を構える、怪しい人物がいた。

　──いた。

　美樹に聞いていた通りの風ふう貌ぼう。身長は俺と同じくらいだろうか。

　スーツがピッチリと身体からだに貼はり付いているため、胸部が膨らんでいるのがわかった。間違いなく女だ。












　頭にはメットを被かぶっているから、残念ながら顔は見えない。

　俺の後ろについてきた美み樹きが、スーツの女に気付くなり身構える。律りつは、向けられた銃口を見て一瞬たじろいだようだが、すぐに表情を険しくして女を睨にらんだ。

　──さて。

　どうやら、この女は俺たちが来るのを待っていたようだが、どうするべきか。

　悩んでいると、「ぶるる」と手に持っていたスマホが震えた。

　──え？

　震える？　スマホが？　この状況で？

　いやまぁ、タイミング良く電話がかかってきたとか、メールが届いたという可能性だってある。

　──でも、まさか。

　慌ててスマホを取り出して、アプリを起動した。

　そして、画面を確認する。

『いちじくさんと繋つながりました』

　──やっぱり。

「ね、ねぇ求もと無む、もしかして」

「……あぁ、あのメットも参加者らしい」

　予想していたことではある。大した驚きは無かった。

「もう一人は？」

　すると、機械音声のような声色で、メットの女が聞いて来た。

　変声機だろうか？　肉声ではない。

「もう一人？」

　メットの女に聞き返した。

「もう一人いたはず。その子はどこ？」

　もしかして、小鳥遊たかなしさんのことを言っているのだろうか。

　だが、待て。

　だとしたら、どうして彼女は、小鳥遊さんがここにいることを知っているんだ？

「……ここにはいない」

　どう答えるべきか悩んだ挙げ句、そう答える。

「でも、この家の中には居るのでしょう？」

　まるで、この家に誰がいるのか、確信しているような物言い。

　俺たちが全員揃そろってないことを危き惧ぐしている？

　沈黙したまま、どう答えようか悩んでいると、美樹が部屋の中に入って来て、俺の一歩前に出た。

「さっきはどうも～♪　で、さっそく質問なんだけど、冬とう憧どう先輩って知ってるかにゃ？　美み樹きたちの知り合いで、いなくなっちゃったんだけど～。美樹を襲ったあなたなら、なにか知ってるかなーって思って」

　美樹の質問に、仮面の女は答えない。

　知らないのであれば、否定すればいいだけだと思うが……。

　──やはり、知っている？

「ねぇ、どうなのかにゃ？」

「……こちらの質問に答えて」

「他人の家に強引に入って来たんだから、そっちが先に答えるべきなのでは？　そもそも、あなた誰？」

　再び、メットの女が沈黙する。

　名乗れない、か。

　──少しでも、情報を引き出したい。

「どうして君は、もう一人いると思っているんだ？」

「…………」

「もう一人いたとして、それを聞くことにどんな意味が？」

「…………」

　答えない。答えたくないのか、答える必要がないと思っているのか。

　ひとまず彼女は、俺達たちの人数、もしくは参加者の情報が把握出来る何かを持っている。それは間違いない。

　だから、参加しているはずの小鳥遊たかなしさんがいないことを疑問に思っているし、探しているわけで。

　──と、待てよ。

　たとえば彼女が持っている参加者を探す手段というのが、位置などの情報を確認出来るものだったとすれば、どうして彼女はわざわざ誰も部屋にいないタイミングで侵入してきたんだ？

　もし他の参加者や、俺に危害を加えるのが目的だったのであれば、もっと適切なタイミングがあったはずだ。

　そもそも、今だって小鳥遊さんの場所はわかるのでは？

　なのに、彼女はこの家に小鳥遊さんがいることを確信している。

　──まさか。

　位置はわからないが、この家に小鳥遊さんがいるということを推測するのが可能な道具を、俺は知っていた。

《DestinyLine》だ。

　先程、俺は小鳥遊さんとの繋つながりが深くなっていた。もしあのアプリを使えるのであれば、この家に小鳥遊さんがいて、俺にアプローチを仕掛けていたという状況を推測するのは容易たやすい。

　そして、もしそうだとすれば、このメットの女の正体は、美み樹きから話を聞いた時に過よぎった一番の可能性と合致するし、何な故ぜ彼女がこのタイミングで部屋に飛び込んで来たのかにも納得がいった。

　彼女が今、先程俺と繋がりかけていた小鳥遊たかなしさんを探している理由だってわかる。《DestinyLine》も持っていて当然だ。

　出で逢あった瞬間に、顔も見ていないにもかかわらず、繋つながってしまったことだって。

　──いや、でも、まさか。

　考えたくはない。認めたくはない。でも。

　それを確認するためにも、質問しなければならない。

「こっちから質問──というよりは確認だ。君は、小鳥遊さんが世界を終わらせそうだったから、慌ててこの家に侵入してきた。彼女を探して、ゲームから排除するために。違う？」

　隣にいた律りつと美樹がハっとなった。

　おそらく二人も、メットの女の正体について、予想が出来たんじゃないだろうか。

　──あるいは、既に思っていたけど、口に出さなかっただけか。

「…………」

　メットの女は無言のままだ。

　──答えてくれない、か。

　しかし、小鳥遊さんを排除しようとしている理由が、そうだったとして。

　じゃあ最初、美樹を呼び出して襲ったのは何故だ？

　もし、冬とう憧どう先輩がいなくなったのも彼女のせいだとしたら、彼女は冬憧先輩も襲った可能性が高い。

　そして、アイコンの点滅。

　──殺せないけど、あるいはそれに近い方法を知っている？

　たとえば、死には至らないにしても、このゲームから排除してしまうような方法。

　そうだ。彼女はゲーム参加者だ。

　他の参加者を排除する理由なら、ある。

　だって、自分一人だけ残れば、俺と繋がることも容易なのだろうから。

　でも、もしそうだとしたら、今度は別の疑問が生まれた。

　もしメットの女の正体が、俺が予想している相手なのだとしたら、彼女はわざわざ他の参加者を排除する必要なんてなく、ゲームに勝利することが出来るのだから。

　何故なら、俺は──、

「──なぁ、お前は涼すず香かなのか？」

　涼香が、大好きなのだ。

「……私はただ、あなたを救いたいだけ」

　すると、メットの女はようやく口を開いた。

　だが、答えの意味はわからない。

「救いに？」

　そう、俺が返した時だった。メットの女がスーツの胸元のチャックを開けて、中に手を突っ込んだ。

　直後、メットの女が、取り出した何かを床に放ほうり投げる。床に放り投げられたなにかから、赤い煙が立ち上る。

　全部で十個くらいあっただろうか。

「おにーちゃん、これって！」

「ちょっと、見えないんだけど！」

　──煙玉!?

　駄菓子の置いてある店や、スーパーの花火コーナーなどに並んでいる、火を付けると煙を撒まく玩具おもちやの玉だ。

　瞬く間に部屋中に煙が広がる。

「……さよなら」

　──逃げられる!?

「待て！」

　気配が、窓の外に消えて行くのがわかった。

「まだ聞きたいことがあるんだ。結局、お前は誰なんだ！　涼すず香かなのか？　違うのか？　なぁ、頼むから──」

　だが、答えは返ってこない。

　窓が割れていたので、煙は瞬く間に晴れ行き、すぐに視界がクリアになる。

　だが、そこにもうメットの女の姿はなく。

「あちゃー……」

　残念そうに、美み樹きが言った。

　──逃げられた。

「ね、ねぇ求もと無む、涼香って……どういうこと？　あれ、涼香なの？」

「今のところは、その可能性があるというだけかな」

　──だが、重大な手掛かりになりそうだったのは確かだ……。

《DestinyLine》の画面を見る。

『繋つながり』を確認出来る画面では、いちじくのアイコンに光が灯ともって、真ん中の樹きのアイコンへと光を伸ばしていた。

　しかもその線は、どのアイコンのものよりも太い。

　──やっぱり、これって。

　知らない相手と、いきなり繋がりが深いわけはないだろう。

　──涼香、なのか？

　いや、でも、もしそうだとしたら、どうして彼女がこんなことをするのか……。

　画面を見ながら、ボーッとしていると、

「とりあえず、下に行った方が良くない？　胡桃くるみおねーちゃん置いたままだし、またあの女が一階からやって来たら、面倒じゃない？」

　美み樹きが提案してくる。

「そう、だな……」

　──考えていても仕方がない。

「頭の中がぐるんぐるんしてるんだろうけど、今はやることやった方がいいよ？　おにーちゃん」

「……ああ」

　美樹の言う通りなので、とりあえず一階に降りて脱衣室へ。

　小鳥遊たかなしさんをリビングまで運ぶ。

「美樹、小鳥遊さんの見張りと着替えを任せていいか？　裸のままじゃかわいそうだしさ」

「了解。おにーちゃん達たちは？」

「二階を掃除してくる。ガラスの破片が散らばってるし、あのままじゃ危ない」

「わかった。大丈夫だとは思うけど、気をつけてね？　なにかあったらすぐに助けを呼んで」

「そっちこそな」

　律りつとともに物置に行って、箒ほうきとちりとりを持って再び自室へ。

　ガラスが散らばっているのだ、掃除機で吸うわけにはいかない。

　──窓の張り替えは、業者さんに来てもらうしかないな。

　ガラス戸の向こうには、台風なんかが来た時用のシャッターがある。

　ひとまずは、そっちを下ろして凌しのいでおこう。

「それで、どうするの？　これから。あのメットの女」

　律が、箒で床を掃きながら、暗めのトーンで聞いてきた。

「普段から警戒する以外にないよな。身の回りには十分に気をつけて、でも、出来るなら──」

「捕まえる、ね」

　律も、俺が何をしたいのかわかっていたらしい。

「危険だけど、現状唯一ゲームのヒントが得られそうな相手だもの。それに、もしかしたら、涼すず香かかもしれないんでしょう？」

「ああ。冬とう憧どう先輩の行方も知っている可能性が高い」

「しかし、また面倒事が増えちゃうなんて」

　律が、憂ゆう鬱うつそうに言った。

「まぁ、そっちはまた話し合いましょう。美樹と、それに──ええっと、そうだ。小鳥遊さんはどうするの？　彼女が起きた後」

「説得するしかないだろう。小鳥遊さんには、この先もゲームに協力してもらいたいし」

「でも、大丈夫なの？　アンタ、派手に襲われたんでしょう？」

「それをどうにかするのが俺の仕事だよ」

　攻略、と言い換えてもいい。

　この先、どんなことがあるのかわからない。みんなの持っている力には頼ることが多くなりそうだし、特に小鳥遊たかなしさんの力は強力だ。

　──だから、手を貸してもらわないと。





　　　　◆






　部屋を片付けた後、そう遠くないうちに小鳥遊さんが目を醒さますはずだったので、俺たちは徹夜でそれを待つことにした。

　こちらが眠っている間に、彼女が起きてしまうのは避けたい。あんなことがあった後だ、速やかにきちんと話をするべきだろう。

　幸い、明日は土曜日だった。学校も休みで、徹夜で遊んでも問題はない。

　ソファには小鳥遊さんを寝かせてあるので、俺たちは床に座ってテレビに向かう。

「よしよし、まだまだ美み樹きがぶっちぎりだね。やっぱり、物件覚えているかどうかがこのゲームの肝だよ。それにしても、律りつおねーちゃん弱すぎじゃない？」

「な、なによ！　だって私、今日やるのが初めてなんだから仕方ないじゃない！　つーかあんた、執しつ拗ように私に嫌がらせするのやめてくれない？」

「美樹、律おねーちゃんに嫌がらせするためにこのゲーム選んだんだよ？」

「性格悪っ！」

　美樹の提案で、電鉄会社を経営して資金を競い合う、パーティータイプのテレビゲームをプレイした。待ち時間、気を抜けば眠ってしまいそうになったので、何度もコーヒーを淹いれながら耐える。

　そうこうして、数時間。小鳥遊さんが目を醒ましたのは、明け方頃だった。

　ソファに寝かせていた彼女が、ゆっくりと身体からだを起こす気配に気付いて、俺たちはコントローラーを置いて彼女の方を見る。

「あれ……ここは？」

「おはよう小鳥遊さん。気が付いた？」

「神かみ代しろ君？　それに春日かすが井いさんに美樹ちゃん？　どうして……」

　しばらく、寝ね惚ぼけてわけがわからなかったらしい。俺たち三人の顔を見比べた後に、すぐに寝る前の状況を思い出したのか、上半身を起こしながらバツの悪そうな表情を浮かべて固まった。

「わ、私……」

「気にしないでいいから」

「気にしないでいいって……」

　小鳥遊さんが、唖あ然ぜんとする。

　そして目を細めて、睨にらむように俺を見ると、

「また、力を使うかもしれませんよ？」

「小鳥遊たかなしさんはやらないさ」

「どうしてそんなことが言えるんです」

「意味がないから。あれじゃ俺は落ちない、落とせない。それがわかったんじゃない？」

「それは……」

　何な故ぜなら、俺は涼すず香かが好きだから。

　それがわかっているだけで、あの程度どうにでもなる。

「ま、色気で押し過ぎても駄目ってことだよねー」

　横から美み樹きが言った。

「胡桃くるみおねーちゃんは、押しすぎたんだよ。おにーちゃんはウブだけど、性欲の塊じゃないんだからさ。そんなことされると、童貞は引いちゃう。色気で迫るにも、もっと上う手まくやらないと」

「あ……な、なるほど……」

　小鳥遊さんが、素直に納得する。

「って、今の納得するの!?　大体、いきなり色気で迫ってきたのは美樹もだろうが」

　大体、力を使って感情を操作しようとしたり、美樹の時の方が強引だった覚えしかないぞ。

「まぁ、胡桃おねーちゃん。今回は諦あきらめなよ。諦めの悪い女は男に嫌われるよー？　律りつおねーちゃんみたいにさ」

　──無視かよ。

「なんで私が諦めの悪い女代表みたいになってんのよ」

「え？　違ったの？　一度おにーちゃんに振られてるくせに」

　小鳥遊さんが、普段通りの会話をしてみせる二人を見ながら、ぽかんと口を開いた。

　きっと、嫌われるものだと思っていたのだろう。

「あの……どうして二人とも、そんなに平然としているのですか？　私、抜け駆がけしようとしたんですよ？　世界を壊そうと……」

　不思議そうな小鳥遊さんの言葉に、律が苦笑いを浮かべる。

「だって。私も小鳥遊さんの気持ち、わかるしさ。そもそも、私だってトラブルを起こした身なのよ？　ゲームでおかしくなってしまうことくらい、知ってるわ」

　まぁ、そうだよな。既に律は、自制出来ない状況というものを経験している。

　だからこそ、小鳥遊さんに共感することはあっても、咎とがめるようなことはないはずだった。

「あの時、求もと無むが言ってくれたの。『別に、諦めなくていい』って。だからね、私はもう、そういうものだと割り切ってるから」

「で、でも。春日かすが井いさんの場合は、仕方のない理由だったわけじゃないですか。ずっと、気持ちを募らせていたわけですし……それに、春日かすが井いさんは必死に抵抗していたわけですし……」

「迷惑かけたって意味では一緒よ。それに、切っ掛けだって、自分が勝手に我慢していた求もと無むへの気持ちだもの。よくわからないけどさ、小鳥遊たかなしさんも、そういうものなんじゃないの？」

「違います。私のは我慢なんかじゃなくて、もともとそういう人間だったんです。ただの……本性ですから」

　小鳥遊さんが、律りつから目を逸そらして俯うつむいた。

　すると今度は、美み樹きが横から口を挟む。

「人間にもともとなんてないと思うけどなぁ。みんな、なにかしらの経緯いきさつがあって、自分を形成しているものだし。後ろめたい気持ちの一つや二つ、誰だって抱えているものだと思うよ？」

「でも、違うんです。私のそれは、本当に面倒で薄汚くて──」

「違わないよ。胡桃くるみおねーちゃんは、自分を悪い方に特別視しすぎ。真面目まじめ過ぎるんじゃないかな？　だから、意固地なまでに綺き麗れいでありすぎる。そうじゃない？」

「それは──」

　──引け目とか、負い目とか。多分、小鳥遊さんにも色々あったのだろう。

　身体からだが弱いせいで、周囲に迷惑をかけてしまったり。身体のことのせいで、優しすぎる家族のことを嫌ってしまったり。

　小鳥遊さんは育ちがいい。だから、綺麗でありすぎるし、自分で責任を背負いすぎようとする。そんなところが、あるような気がした。

　そして、そんな風にしてしまった原因の一つが。

「そもそも、俺も悪いしな。なんというか、調子に乗って前向きになればいいなんて、言っちゃうから……」

「ち、違います！　神かみ代しろ君のせいじゃないです！　むしろ助けられましたし！　そのおかげで毎日楽しかったですし！　えっと、えっと……」

「良かったことが多かったんならなによりなんだけど、多分、悪いことでなくても、前向きになったせいで捨てたくなった気持ちや感情って、あると思うんだよ」

　コンプレックスをばねにしてしまった弊害でもあるのかもしれない。

　嫌いな自分から脱却しようとしすぎて、綺麗なものに固執して、信念が強固なものになりすぎてしまったのかもしれない。

「本音を曝さらけ出して楽になれるなら、いつだって出してくれて構わない。そういう時って、必要だと思うし。前向きになるのに疲れたら、俺を頼ってくれてもいい。べつに、ゲームの影響関係なくね」

　恋人では、ないけども。それでもやれることはあると思う。

　小鳥遊さんは、しばらく信じられないようなものを見る目で俺を見ると、今度は凄すごい剣けん幕まくで睨にらんできた。

「改めて言っておきますけど、本当に違いますよ？　私のはあれが本質。いつだって、神かみ代しろ君と終わるためのチャンスを窺うかがいます。これまでもそうでしたし、きっとこれからも」

「だから、それでいいんだって」

「私を甘く見てませんか？　仲間の振りをしてた、ってことですよ？」

「ああもう、何度言わせるの。それで構わないんだってば。それにさ、そうは言っても、まるっきり仲間でないと思っていたわけでもないんでしょ？　なんというの……その、腹黒なだけで」

「腹黒……」

　小鳥遊たかなしさんが、言葉の意味を考えるように復唱する。

　その言葉が適切なのかどうかはわからないが、要は腹に一物を抱えているというだけで、仲間であることには変わりない。

「大体、この二人だっていつ裏切るのかわかったもんじゃないぞ」

「美み樹きはやんないってば、律りつおねーちゃんと違って」

「アンタが一番危ないでしょうに」

　美樹の挑発に、律が呆あきれるように返す。

　こうやって軽口を言い合っているものの、きっとどこかで危ないのだ。

　そんな二人をしばらく眺めた後、小鳥遊さんはなにがおかしいのか、くすりと笑みを浮かべて。

「そっか、そうですね。この二人は水と油ですし、べつに私達たちは仲良しこよしになったわけではないんですよね」

「いや、仲良くはやってもらった方がいいんだろうけどな」

「これから、流血沙ざ汰たの、泥沼の恋愛劇に突入してもおかしくないわけで。いや、流血はもう、派手なのを春日かすが井いさんがやってましたか」

「あ、小鳥遊さんまで私の恥ずかしい過去を！」

　──過去というほど古い話でもないだろ。

「そうだよ、胡桃くるみおねーちゃん。美樹達は、仲間であり敵同士なの。それでいいじゃん？　自分の願いの為ためなら消えて欲しいと思ってもらっても、それで構わないんだよ？」

「あまり割り切られると、何かあった時に説得しづらくなるから、勘弁して欲しいんだが……」

　実際、浴室では大変だったわけだし。

　でも、美樹の言葉に救われたのか。

　小鳥遊さんは、再びくすりと笑って。

「みんな、考え方がズルイですよね。神代君も、春日井さんも、美樹ちゃんも」

「だって、そういうゲームだろ？」

「ゲームのせいにするのは、ちょっとズルイです」

　──そうだな。

　少なくとも、俺は今、彼女を何度でも振るつもりで、こんなことを言っているのだから。

「わかりました。これからも協力します。させてもらいます。いいでしょうか？」

　小鳥遊たかなしさんが、律りつと美み樹きの方を見る。

「だから、いいって言ってるじゃない」

「そうそう。胡桃くるみおねーちゃん、真面目まじめすぎなんだって」

　律も美樹も、嫌がることなく頷うなずいた。

「……ありがとうございます」

　とはいえ、小鳥遊さんを警戒しなければならないのは確かだろう。

　本人にはああ言ったものの、ゲームのせいにしたって随分と危険な行こう為いをしたのは確かだ。

　──でも、それより警戒しないといけないのは、あのメットの女。

　彼女に対抗するためにも、味方は多い方がいいのだ。

　小鳥遊さんの力は強力だ。ゲームの解決のためにも、いずれ必要になる場面が──。

　──って、そうか。

　気付かなかったが、小鳥遊さんの力を使えば、あの女を捕まえられるんじゃないのか？

「小鳥遊さん、さっそくで悪いんだけど。ちょっと無理してもらっていい？」

「え？」

「力を使って欲しいんだ。さっきと同じように浴室の時か、もしくはもう少し前くらいまで」

「ど、どうしてですか？」

　俺の言葉に小鳥遊さんが驚き、律や美樹はハっとしたように俺を見た。「メットの女を捕まえたい」

「メットの女？　ええっと、それって……」

「小鳥遊さんが眠っている間に、美樹を襲った奴がこの家に来たんだ。襲おうとしてたのは小鳥遊さんっぽかったから、危険な目に遭わせてしまうかもしれないけど──」

「ええ!?」

　それでも、これはチャンスだ。メットの女がやって来るタイミングはわかっている。待ち伏せすればいい。

「力を使うのが無む茶ちやな行為だというのはわかってるけどさ。それでも、出来ればお願いしたいなって。それに、メットの女は、もしかしたら涼すず香かかもしれないんだ」

「──え？　ほ、本当ですか？　だったら、一気に色々とわかるかもしれませんね」

　小鳥遊さんが立ち上がる。

「わかりました。じゃ、じゃあ、いいですか？」

「ああ。やってくれ」

　小鳥遊さんが目を瞑つぶって、両手を合わせてお祈りするようなポーズを取る。

　力を使うために、集中しているのだろう。

　────。

「あれ……？」

　だが、しばらく経たっても、なにも起こらない。

「おかしいですね。力が使えません」

　小鳥遊たかなしさんは目を開くと、困ったように言った。

「どうして？」

「わ、わかりませんが……も、もう一回やってみます」

　小鳥遊さんはもう一度目を瞑つぶると、同じポーズを取った。

　でも、やはり何も起こらない。

「……ええっと」

　小鳥遊さんの顔に焦りが浮かぶ。

「どうして……力が使えないんでしょう」

　どうやら、力が上う手まく扱えないようだ。

「疲れているからじゃないの？　お風呂で、何度も力を使っていたんでしょう？　その疲れが残っているとか」

　律りつが聞いた。

「これまでぐっすり眠ってましたし、今は元気です」

「じゃあさ、力を使える回数に制限があるとか？」

　今、小鳥遊さんが力を使った回数は、六回だったはず。

　……関係あるのか？　いや。

「回数ということはない。だって、一度美み樹きに協力してもらって自殺を繰り返した際、美樹は六回以上力を使っていたはずだから」

　律を説得する時の話だ。

　確か、十回近く使ってもらったっけ。

　──だから、回数の可能性は低い。

「あるいは、力を使うのに、他になにか制約や条件があるとかさ。美樹達たちが気付いてなかっただけで」

「条件って……でも、これまで普通に使えていたんだろう？」

「だから、気付いてなかっただけで、って言ってるじゃん。何かあるのかもしれないよ？　見落としていただけでさ」

　──制約。

　思い当たる情報はあるだろうか。

　使えないことの理由になりそうな……。

　──あ。

　あくまでも、仮定の話ではあるが。

「美み樹き、俺に向かって、何か適当に、害の無い匂においを出してみてくれないか？」

「え？　どうして？」

「なにかわかったんですか？　神かみ代しろ君」

「ああ。だから、ちょっと試してみたくてさ」

「ん。まぁ、おにーちゃんの頼み事なら。でも、害が無いって、どんなのがいいんだろう」

「なんでもいいよ。……そうだな、じゃあ、俺の気持ちが落ち着くようなものにしてくれ。出来ないか？」

「落ち着く……ん、わかった」

　美樹が、右の掌てのひらを俺の顔に向ける。

「んじゃ、行くよー」

　────。

「……あれ？　どうして？」

「使えないか？」

「うん。おかしいなぁ。なんで？　パチュリっていう、神経を落ち着かせる匂いを出そうとしたんだけど……」

　やっぱり。

　俺の予想は、当たっているのかもしれない。

「律りつ、お前も頼む。俺に嫌われそうなイメージを見せてくれ」

　律の力は、対象の意識に、自分の見ているイメージを注ぎ込むというものだ。

「なによ、アンタに嫌われそうなイメージって。わからないんだけど」

「いいから。それを見ることで、俺が律のことを嫌いそうなやつだ」

「そんなの難しいわよ！　……あ、でも、これならいけるかな」

「頼む。試してみてくれ」

「仕方ないわね。じゃあ、行くわよ」

　────。

　しかし、やっぱり、なにも起こらなくて。

「上う手まく行かないわね。中学の時、アンタが涼すず香かといちゃいちゃしているのにイラッとして、突発的に上靴に画が鋲びようを入れたことがあったから、その時のイメージを流し込もうとしたんだけど……」

「お前、そんなことやってたのか!?」

　そういえば、確かそういう悪戯いたずらをされて、足の裏を怪け我がしてしまったことがあった気がする！

「で、どういうことなの？　求もと無む、理由はわかったんでしょ？　勿もつ体たいぶらずに教えなさいよ」

「ああ。あくまでも仮定だけどさ。ゲームの力は、参加者に与えられた目的を果たすためにしか、使えない」

「つまり？」

「俺との繋つながりを深めるためにしか、使えないんじゃないかなって」

　三人とも、合が点てんがいったように頷うなずく。

　理に適かなった話だ。だって、彼女達たちのゲームの目的は、俺と繋がることなのだから。

「あ、でも、おにーちゃんを何度も自殺させた時に使ったアレは？　胡桃くるみおねーちゃんも力を使ったけど、あれはべつにおにーちゃんとの繋がりを深めるためじゃないような」

「想像だけど、俺が律りつと繋がるのを防ぐために使ったからじゃないかな。美み樹きや小鳥遊たかなしさんが俺と繋がるためには、律と繋がるのを防ぐ必要があるわけだろう？」

「……なるほど。確かにそっか」

　いずれにせよ、参加者が力を使うための条件は、俺を攻略するのに必要なことでないと駄目だということだ。

　メットの女を捕まえるために時間が戻せないのは、俺と繋がるためにしては理由が弱いのと、もしくは。

　──その行こう為いが、ゲームを止めることに繋がるから。

　みんなの力は、ゲームを止めるためには使えないのだ。

　あくまでも、俺を襲うための力。

「す、すみません、お役に立てなくて」

　小鳥遊さんが謝ってくる。

「ううん、無む茶ちやさせようとしたのは俺だ。気にしないで」

「でも、だとしたら、一気に使い道が減っちゃった気がするね、美樹達の力」

　確かに、それはその通りだ。

　思っていたほど、信頼出来るものではないのかもしれない。

　──でも。

「大丈夫、条件さえ満たせば使えるんだ」

　きっと、使い道は十分にあるはず。

　三人の力は勿もち論ろん、いなくなってしまった冬とう憧どう先輩の力だって。

　時間を戻して、メットの女を捕まえに行けなかったのは残念だったけど、またチャンスはあるはずだ。

「必ず、捕まえてみせるさ」

　あの、メットの女を。いや、わからないと言いながらも、きっともう心のどこかで、彼女の正体を確信してしまっているのだろう。

　──涼すず香か。

　ようやく、彼女の背中が見えた気がした。





　　　　◆






　結局、神かみ代しろ君の家には、昼近くまでお邪魔していた。

　私以外の三人は眠そうだったし、本当はすぐにでも帰ってみんなを休ませてあげたかったのだが、あんなことがあった後なのだ。

　人ひと気けがない中、外を出歩くのは危険だからと、しばらくゲームをしながら待つことにしたのだ。

　そうして、春日かすが井いさんや美み樹きちゃんと帰路について、反対側の道の美樹ちゃんとは直すぐに別れて、神代君の家のすぐ近くに住んでいる春日井さんとも別れて、今は一人。

　空に昇った太陽が、ぎらぎらとアスファルトを照らし付ける中、自宅を目指した。

　──そろそろ、暑くなってきたな。

　もう少しすれば、猛暑がやってくるだろうか。

　昔であれば間違いないだろうが、ここ数年はどうも四季が乱れている気がするので、まだわからない。

　──夏、か。

　暑いのは嫌いだが、冬よりは夏が好きだ。

　日々が騒がしく、世界に熱が溢あふれて、生命力のようなものを感じるからだ。

　寂しさがない。死の気配が、遠い。

　──世界が、前向き。

　無理に前を向こうとするのは、そうするのが苦手だからだろう。

　生まれつきの妥協や諦あきらめが積もって、俯うつむくのが癖になってしまっているのだ。

　だから、矯正しようと必死に前を向く。自分にはまだ時間があるのだと。決して、理不尽に死んだりはしないのだと。抱えている病気なんて、大したことないのだと。

　決意は信念となり、行きすぎれば病となる。自分を洗脳して、他人を省みない病。その病に気付いた時、私は自分が怖くなってしまった。

　おぞましい本性に、気付いた気がした。

　だから、彼に拒絶されてしまうと、そう思い込んでいたのだ。

　──でも、どうやら違ったみたい。

　そんな、よくわからない葛かつ藤とうの中で、気持ちにけりがついたわけではない。オチがついたわけでもない。

　だけど、彼やみんなが、こんな私を許容してくれるというのであれば、きっとそれでいいのだろう。

　童話の中のお姫様は、わかりやすい変身願望を成就させるが、私が生きているのは童話の世界ではないのだから。

　──少しずつ、後悔のない道を目指せばいい。

　時に、自分を優先することのなにが悪いのか。

　大切なものがわからなくなり、他人に怯おびえ、足が竦すくみ、じっと立ち止まってしまうよりもずっとマシである。

「とりあえず、自分がこのゲームで何をしたいのかを、考えてみないとな……」

　最終目標は決まっている、神かみ代しろ君と結ばれることだ。そのために、どう立ち回るのが正しいのか。

　私は、誰でもない自分のために、それをしっかりと考えてみることにした。





■インターセクト




　あの時から、ずっと演じ続けていた。

　最初に求もと無むちゃんと出で逢あった日。

　いや、違うな。出逢う前からだ。

　だって出逢った時には、もう演技の準備を始めていたのだから。

　だから、こう思うんだ。

　私にとって演技とは、生きることそのものである。

　この世界に自分を適合させて、この世界に生まれた私のように振る舞う。

　カチリと、音が聞こえたら成功だ。

　義務のため、使命のため、上手に嘘うそをつく合図。





　　　　◆






　求無ちゃんの家から逃げ出して、別荘に戻ってくる。

　別荘に入り、大広間から地下に続く階段を降りると、居住ルームであり、作業部屋であり、監禁部屋にしている洋室のドアを開いた。

　途と端たん、部屋の奥に作った牢ろう獄ごくから、「んっ」と声にならない叫び声が聞こえてくる。

「あらあら。いくら叫んでも助けてはあげないわよ？」

「っ！　っ！」

　牢ろう獄ごくの奥を見ると、裸にされた冬とう憧どう凪なぎが、天てつ辺ぺんに刃の付いた三角の鉄馬の上で、苦しそうに身体からだをうねらせていた。

　服を着せたままだとそのうち臭においそうだし、いちいち着替えさせるのは面倒だから、脱ぬがせてしまったのだ。

　両手は天井に吊つるされた状態で、足には重おも石し付きの足あし枷かせが付けてあり、自由は完全に奪うばわれている。口には猿ぐつわがされていて、声も出せない状態だった。

　顔はこちらを向いていて、弱りきった瞳ひとみに涙を溜ためながら、ジっと見つめてくる。懇願、といったところか。

　刃に大事な部分を裂かれて痛いのかもしれないし、良い塩あん梅ばいに突き刺さって気持ちがいいのかもしれない。

　いずれにせよ、我慢が出来ないと言った風に、私になにかを訴えかけようとしていた。

「だから、駄目だって。説明したでしょう？　あなたはこれから、ずっとこうやって暮らすの。だって、放ほうっておくと求もと無むちゃんにちょっかいを出すでしょう？　それは困るから」

「んっ！」

　そこまで言うと、馬の上でもがく凪を無視して、ライダースーツを脱ぐ。内ポケットに入っていたスマホだけ取り出して、脱ぎ終わったスーツは床に放り投げ、下着姿となった。

　──涼しさが心地良い。

　暑苦しい姿から解放されて、そのまま脱力してしまいそうになるが、まだやるべきことは残っていた。

　スマホのダイヤルパッドを開いて、目当ての番号の通話ボタンをプッシュする。

　何度かのダイヤル音の後に、電話が繋つながった。

「こんばんは、先生」

『お疲れさま、白しら雪ゆき。どうだったんだ？』

　電話先からは、低い女性の声が聞こえる。

　神かん崎ざき蓬よもぎ。

　かつて、私が所属していた遊ゆう戯ぎ研究部の、顧問だった教師だ。

「残念ながら。目当ての中学生には逃げられてしまったわ。その後、《DestinyLine》が危険な状態だったから、棗なつめ椰や子しを捕まえに行ったんだけど──」

『棗椰子……小鳥遊たかなしか』

「でも、そっちも失敗したわ。まぁ、ゲームが終わらなかったから、大過なしってところではあるんだけどね」

『落第点をぎりぎり避けただけに思えるんだが？』

　電話先の相手が、呆あきれたように言った。

「なんでもそんなに上う手まく行くとは思わないで。戻って来てすぐ、冬憧凪を捕獲出来ただけでも重ちよう畳じようでしょう？」

『だが、しくじるほど警戒されるぞ？　捕まえるのが難しくなる』

「わかってるわよ。そこはもう、頑張るしかない。どうせ、それ以外に道なんて、無いんだから」

『そうか。まぁ、頑張れよ。……あまり無理はしないようにな』

「こんなことをしてるのに、無理するなもないでしょう」

　涼すず香かが笑った。

『だが、生徒を心配するのは先生の義務だろう。それに、お前が失敗すると私も困るんだ』

「そうね。私たちは、共犯者だものね」

　いや、相棒という呼び方の方が近いだろうか。

「ひとまず、そんな感じだったわ。そちらも引き続き、わかり次第こちらに連絡をください」

『了解。じゃあ、またな』

　通話を切ると、へたれこむようにして、両足をだらりと伸ばしながらその場に座り込む。

　ようやく、今日の仕事を終えた。そんな心地だ。

　──しかし、危なかった。

　危うく、本来の目的を忘れて求もと無むに飛びかかってしまうところだった。

　最近の私は、求無ちゃんのことを考えるだけで身体からだが火ほ照てるし、頭が狂いそうになる。好きが高じすぎて、おかしくなってしまう。

　互いに好きになってしまうという、《アカイイトゲーム》──いや、呪いの影響だ。

　そんな私が彼の近くに行けば、どういう気持ちになってしまうかなんて考えるまでもない。

　しかも、場所は彼の部屋だ。もしかすると、彼が呼吸をして再び吐き出した酸素を、吸えたかもしれないということ。

　いや、普通に考えてみればそんなことはないのだろうが、百が一の千が一の万が一には、そういう可能性もあるのかもしれない。

　その可能性を想像するだけで、ぞくぞくしてきた。全身が疼うずいて、熱っぽくなる。

　──それって、半分くらいは間接キスってことでしょう？

　私は、熱を持って仕方がない自分の身体を抱きしめるようにすると、部屋の奥の牢ろう獄ごくを見た。

　中で吊つるされていた凪なぎは、いつの間にかぐったりとしている。おそらく、また息絶えてしまったのだろう。

　──丁度良かった。

　彼女が生きていては、今からする行こう為いを見られてしまう。こういうのは、あまり人に見られたくはないものだ。

　──彼女が生き返る前に済ませたいな。

　手に持っていたスマホを操り、インストールしてあるアプリの一つを起動する。これは、機能をオンにすると設定している通りにスマホが振動し続ける、マッサージ用のアプリだ。

　両足を開き、シルクの下着の上から、大事な部分に振動するスマホを当てる。

　刹せつ那な、快楽を司つかさどる神経に直接高電圧を流したような刺激が走った。

「っ……ああああ！　求もと無むちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん求無ちゃん」

　快感で、求無ちゃんのこと以外は考えられなくなる。

　頭の中いっぱいに埋まる求無ちゃん。意識の隅から隅まで、三百六十度全面、なにもかも求無ちゃんのイメージで埋まった。

　やがて、ビクリと一際大きな快楽の波が来て、海え老び反りのような体勢になって震える。

「はぁ……はぁ……絶対に、助けてあげるからね」




　──その日まで、私は自分を演じ続ける。















あとがき




　えっと、七なな烏う未みです。ということで二巻です。

　誘うような表情のパッケージ通りに、胡桃くるみ回（？）です。

　色々と大丈夫なのか心配になるシーンが多かったのですが、こうやって本になっているということはきっと平気だったということなのでしょう。

　二巻も一巻同様に展開を悩みに悩んで──いや、最近原稿で悩まないことがないのですが、担当さんとどうするのが一番この本らしいかなと話し合いながらなんとか形にした次第です。少しでも楽しんで頂けていることを祈りつつ……。




　担当さま三み上かみさまデザイナーさま営業の方々、今回もありがとうございました。

　当然、読者の皆さまもありがとうございます。

　こうやって刊行できるのは皆々さまのおかげです。

　至らぬ点が多い身でありますが、より良い本がつくれるように精進していきたいと思います。




　では、次巻が無事に出て、またお逢あい出来ることを願いながら。
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